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      月が割れて五〇〇の欠片に

砕けたって噂さ

最後の一つをきみのために盗もうか



――The 500th moon
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      　おまえ生きたいか？

　彼女は少し怒ったみたいな声でそう訊たずねた。



　僕は……生きてたら……ダメだって。

　暗い瞳ひとみをした少年はそう答えた。

　紅あかい十字架を握りしめている。



　破壊された街。

　誰だれも生き残っていない。



　記録されず、

　記憶されなかった、

　少し昔の出来事――。



    

  
    
      
第１章　花葬の姫君

　　　　――Flowers of the dustbin





　もう間もなく午後六時になろうかという時刻だが、空はまだ明るかった。

　五百月いせづき優馬ゆうまは「ひまわり荘」からの帰り道を急いでいた。



　夏休みに入ってからというもの、緋村ひむらあゆきによる「勉強会」が続いていた。

「あんた、一人暮らしはじめてからちゃんと勉強してないでしょ！　バイトも大切かもしんないけど、ちゃんと宿題もやんなさいよ。も、もしも、一人じゃはかどんないなら、あたしが見てあげないこともないわよ。べ、別にあんたが留年したってあたしには全然これっぽっちも関係ないけど、あたしは優馬の幼なじみとして……うんぬんかんぬん」

　同じ児童福祉施設で過ごした幼なじみは成績優秀の美少女なのだから、彼女が勉強を見てくれると言うのなら、ベスト・オブ・ザ・平凡の優馬としては断る理由はない。

　あゆきが優馬の部屋に来ようとしたこともあったが、それは何とか思いとどまらせている。オンボロアパート発条館ぜんまいかんは非常に劣悪な環境にある。

　まず、管理人がよろしくない。あゆきを連れて行けば、どんな架空の私生活を暴露されるか分かったものではない。

　加えて、一〇三号室に暮らす彼女のこともあゆきには言いづらい。

　同じアパート内で生活するクラスメイトなど珍しくも何ともないはずなのだが、やはり発条館の性質上、あゆきには言いたくない。

　何せあらゆるものが共同だ。玄関、トイレ、お風ふ呂ろ……。

　一つ屋根の下というニュアンスで捉とらえられても少しもおかしくない。



　発条館の正面玄関に辿たどりついたときには、六時を過ぎていた。

　靴を脱いで、座敷わらしの笑い声めいた音のする廊下を抜け、一〇五号室へ向かう。

　扉を開くと、そこには案の定、女郎花おみなえし美毬みまりがいた。

「おかえり、ゆまにゃん」

「今さら別に驚かないですけど……」

「何だよー、張り合いないにゃあ」

　張り合いって何だ。いや、それよりも……。

「み、美毬さん……あの、袴はかま、ちゃんとしてください」

　女郎花美毬は人を舐なめているようなタレ目をぱちくりさせた。

　優馬ゆうまはわずかに目を逸そらす。

　女郎花おみなえし美毬みまりは二十四時間年中無休で袴はかま姿を貫き通している。さながら明治の女学生のコスプレだ。そんな女郎花美毬は、今、袴の裾すそをぱたぱたさせながら持ち上げている。おかげで、太ももがはっきりと露出していた。

　普段は隠しているせいか、肌が白い。着やせするタイプのようだ……。

「やーらーしーいー。ま、見られるの嫌いじゃないけど」

「み、見てない！」

「間違いなく見たね。食い入るように見てた。オスの視線だった。あぁ、あたしの恥ずかしい格好が、ゆまにゃんの脳内記録フォルダに保存されちゃったにゃあ」

「変な言い方するな！」

「見たでしょ？」

「く……あ、あんたがそんな格好してるからだ」

　優馬は、今度は顔ごと背そむけて言った。

　はじめから短いスカートでいるのと変わらないはずなのに……。不覚だ。

「だってー、あっついし。袴って夏暑くて、冬寒いんだよね」

　ぱたぱた、と袴が擦れる音がした。

「なら、涼しい格好すればいいじゃないですか」

　今は夏まっさかりの八月初旬だ。外から帰ってきた優馬も全身汗で濡ぬれていた。

「ビキニとか？　いや、ここは期待に応えてスク水とか……」

「誰だれの何の期待ですか！」

　優馬は強く言ってから、大きくため息をつく。

「お風ふ呂ろで汗流してきます。戻るまでにその格好、何とかしてくださいよ……いや、つーか、ここは僕の部屋だ。出てってくれ！」

　振り向きざまに言うと、

「りょーかい」と、女郎花美毬は袴の裾を持ち上げたままで答えた。

　白い太ももがまた目に入る。

「う……」

　回れ右で部屋を出て、浴室へ向かう。

　脱衣所で汗に濡れた服を脱ぎ捨て、ガラガラと曇りガラスの扉を開ける。

　右脚で最初の一歩を踏み出し、優馬はそこでフリーズしてしまった。

　サァアアアア、と、タイルを打つシャワーの音。ふんわりと湯気が上がる。

　優馬の目に飛び込んできたのは彼女――ノエル・ローゼンバーグの白い肩だった。

「あぅあ、ご、ごめ、ごめん。ち、違う。わざとじゃない。いや、すぐ出るからっ！」

　優馬はしどろもどろになりながら、慌てて浴室を飛び出そうとして、タイルで脚を滑らせてしまう。

「あッ」

　走馬灯のように……とでも言うのだろうか、滑って倒れゆく優馬ゆうまの脳裏に、後悔の念がよぎった。これまでこんな展開にならないように細心の注意を払ってきたというのに、今日に限って何な故ぜ、油断してしまったのか。シャワーの音くらい脱衣所で気づくべきだった。普通、気づくはずだ。自分でもそう思うし、ノエルにそう思われておかしくない。なら、自分が意図的に浴室に入り込んだと思われても仕方がない……のか。殺される。間違いなく殺される。絶命させられる。絶滅させられる。だから、これは走馬灯のように、という表現で間違いないのかもしれない。走馬灯なんて見たことないけど。人は死ぬ前の一瞬で今までの人生をすべて振り返ると言うし――。

　ここまで思考して、優馬は思いっきり腰をタイルに打ちつけた。

「ぐぉ…………っつつつ」

　腰をさすりながら、ゆっくりと振り返る。振り返るなんて、どうしてそんな命知らずの行動に出てしまったのだろう。我ながらバカなことをしたものだ、と優馬は思った。

　しかし、もはや手遅れである。振り返ってしまった。

　ノエルに八つ裂きにされても文句は言えない。あえて言うのなら、カギを閉めておいてくれ、と言いたいところだが、オンボロアパート発条館ぜんまいかんの浴室のカギは一度閉めると開けるのに五分かかるという厄介な代物なので仕方がなかったのかな、と思った。

　覚悟を決めて強く目をつむる。惨殺上等。ただし受け身として。

　次の瞬間、優馬の頭ず蓋がい骨こつを粉砕する凶悪な鉄の爪アイアンクローがお見舞いされる……ことはなかった。かかと落としも、拳こぶしも、一切が飛んでこない。

　こんな状況になったら、まず間違いなく鉄てつ拳けん制裁が下されると思ったのだが、どういうわけか優馬は無事だ。生きている。それとも死んだことに気づいていないだけか？

　たっぷり十四秒は硬く目をつむって覚悟していた優馬だが、恐る恐る左目だけ開く。

　そして、それを見るのと同時に、優馬は再びフリーズしてしまった。

「………………ノエル？」

　ノエルは壁に手をついていた。シャワーの音に混じって浅くて短い呼吸が聞こえる。

　濡ぬれた髪の隙すき間まから、背中にある片翼の刻印が見える。優馬はよく知らないが、《穢ケガレ憑ツキ》の証あかしだと言われているそれ。しかし、かつて見たときとその形状が異なる。

　ノエルの背中には無数の髑髏ドクロの痣あざが刻まれていた。

　口を開いた髑髏ドクロが、片翼をついばんでいるようにも見える。それは不気味な痣だった。いや、痣と言うにはそれはあまりにもはっきりと形を浮き上がらせ過ぎている。

　そして、優馬は我が目を疑った。

　髑髏ドクロがノエルの肌の上を動いている。

「何だよ、これ……」

　優馬ゆうまが呟つぶやくと同時に、ノエルが優馬をゆっくりと振り向いた。

　その顔は蒼そう白はくだった。小さな唇さえも今は青ざめている。

「ゆ……ぅ、ま」

　ノエルは優馬の名を呼び、そこで、膝ひざを折って倒れた。優馬は咄とつ嗟さにノエルを抱きかかえる。ノエルの身体からだは小刻みに震えていた。それでいて恐ろしく熱い。

「ノエルッ!?　何だよ、どうしたんだよ!?」

「……もんだい……ない」

　ノエルは優馬のことを振り払うように両手で押す。だが、そこにはまったく力が込められていない。ノエルはまた体勢を崩す。優馬は抱きとめる。

「何、バカ言ってる!!」

　のぼせて倒れたのとは明らかに異なる。これは異常事態だった。

「ノエルッ、しっかりしろ、おい、ノエルッ!!」

　優馬は何度もノエルの名前を呼んだが、彼女はもう返事をしなかった。

　苦しそうに熱い息をこぼすばかりだった。

　慌てて服を着た優馬はノエルを背負うと、急いで発条館ぜんまいかんを飛び出した。ノエルには冬に着る厚手のジャケットをかぶせた。彼女は震え続けていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　状況を理解していない女郎花おみなえし美毬みまりに「どしたん？」と訊きかれた。優馬ゆうまは「すぐに戻ります」とだけ伝えて、柳葉魚ししやもビル――幸福商会の事務所を目指して駆け出した。

　夜と呼ぶには空はまだ薄明るかった。空気は湿っている。

　優馬の額を汗が幾筋も流れた。背負ったノエルを支えているので両手が塞ふさがっており、拭ぬぐうことはできなかった。

　道行く人々は、ノエルを背負って走る優馬を迷惑そうに振り返る。舌打ちが聞こえた。

「すいません、通してください！」

　優馬はそう言って走り続けた。信号を無視したせいで、車のクラクションが響いた。



　事務所の扉をぶち破るようにして開けると、ソファに座っていた鬼束おにづか響士朗きようしろうと白銀しろがね水蜜すいみつが同時に優馬へ目を向けた。

　鬼束響士朗は火のついていないタバコを口にくわえ、長い前髪をバサリとかきあげる。

　水蜜はぱちぱちと瞬まばたきして、小さく首を傾かしげた。プラチナブロンドの髪が揺れる。

「何だよ、どうした五百月いせづき？」

　鬼束響士朗が言った。

「おまえも混ざるか？　つーか、人数増えんなら麻雀まーじやんにでもすっか」

「ダメですよ、鬼束響士朗。負けそうだからと言って勝負を投げ出さないでください。水蜜が勝ったら『武丸堂』のイチゴ大福パフェを奢おごってくれる約束です。そして王手です」

　水蜜がパチリと音を立てて駒こまを進めた。二人は将棋を指しているらしかった。

「ふんぬー!!」

　鬼束響士朗は、火のついていないタバコを噛かみ千切る。

　優馬は荒い呼吸を整える間もなく声を張った。咽の喉どが焼けそうだった。

「鬼束さん！　水蜜！　……ノエルが……ノエルが、大変なんです！」

　優馬が叫ぶように言うのと同時に、鬼束響士朗と水蜜は優馬の背中で短く速い呼吸を繰り返すノエルに気づく。鬼束響士朗は表情を改め、優馬に詰め寄った。

「どうした？」

　彼女が立ち上がった瞬間に、将棋盤が床に落ちる。駒が散らばった。

　だが、それを水蜜が指摘することはなかった。水蜜も優馬のほうへやってくる。

「ノエル・ローゼンバーグに何があったのですか？」

「……わ、分からないんだ。とにかく、ノエルの様子が変なんだよ。普通じゃない」

　優馬は水蜜の問いに答えながら、ノエルをソファに寝かせた。ジャケットをかぶったノエルは震え続けている。それも尋常ではない震え方だ。痙けい攣れんともどこか違う。

「おい、ノエル！　どうした!?」

　鬼束響士朗が強い口調でノエルに問う。

　だがノエルは答えない。答えられないのだろう。質問も聞こえているようには見えない。

「朝は何ともなかったはずなんです。でも、さっき、風ふ呂ろ場ばで倒れて……そう、ノエルの身体からだに、変な痣あざが」

　優馬ゆうまが言うや否や、鬼束おにづか響士朗きようしろうはノエルの身体を包んでいたジャケットをはぎ取る。

　ノエルの白い肌が露あらわになった。その表面を覆う奇怪な痣も。

「これは……」

　水蜜すいみつが困惑の声を上げる。

　優馬は声も出なかった。異性の裸を見ていることに対する恥ずかしさもなかった。

　ノエルの皮膚の上を、髑髏ドクロの痣がうごめいている。先ほど、優馬が確認したときよりも髑髏ドクロの数は増えているようだった。大小、形も様々だが、不気味であることは共通している。

　鬼束響士朗はノエルの肌に手を当てる。

「――ッ!?」

　その瞬間、鬼束響士朗の右手が切り裂かれた。

　まるで、髑髏ドクロが食い千切ったかのように。

　その場にいる三人ともその不可解な現状に言葉を失なくした。

　さっきはノエルを抱き上げてもこんなことにはならなかった。ならば、これは悪化しているということなのだろうか？

　鬼束響士朗は自身の手を強く握りしめた。同時に血が滴したたる。

　ノエルはひどく苦しそうだ。小さな唇は閉じられることなく熱い息をもらし続けている。蒼そう白はくな顔で、ガタガタと全身を震わせている。けれど、彼女の小さな身体は信じられないくらい熱を発し続けている。

「これはよくない兆候です」

　水蜜は両りよう膝ひざを床につけた。ノエルの顔を覗のぞき込こみ、それから振り返って優馬を見る。

「汗をかいていません」

　言われるまで気づかなかった。シャワーを浴びていたせいかもしれない。水滴と汗の違いを見分けられなかった。

「ご存じのことと思いますが、体温調節において最も重要な役割を果たしているのが汗なのです。ですが、ノエル・ローゼンバーグはこんなにも発熱しているというのに汗をかいていません。このまま体温が上がり続けると危険です。四二度を超えると人体を構成するたんぱく質が凝固してしまい、生命を維持することが困難になります」

「そんな……どうすればいいんだよ…………どうにかできないのか？」

　優馬が言うと、鬼束響士朗がどこか冷たい口調で告げた。

「水蜜、氷を用意しろ」

　鬼束おにづか響士朗きようしろうは血が滲にじむ右手に手近な布を巻きつけた。

　水蜜すいみつは優馬ゆうまがノエルにかぶせたジャケットのポケットというポケットに氷を入れた袋を詰め込む。鬼束響士朗はそのジャケットでノエルをくるんで抱き上げた。

　ノエルの長い髪がひと房こぼれる。

「出かけるぞ」

「どこに行くんですか……？」

　優馬が訊たずねる。ノエルの身体からだの異常は病院に運んだところで解決されるものではないはずだ。こんな状態のノエルをこれ以上、下手に動かすのは得策とは思えなかった。

　鬼束響士朗は厳しい表情で言う。

「ノエルを機関の医療部、《専任治療班ピクタススイフト》に連れていく」



　　　†



　重層世界調律機関――。

　それはいくつもの「平行世界」の均衡、すなわち各「世界」の因果律を調整する機関である。「世界」は単一ではない。概念的には「平行世界」による「層」の集合体と認識するのが手っ取り早い。ただし、一般の人々は自分たちが暮らす「世界」しか知らされていないため、「層」を認識することができない。

　たとえばかつては、地球が宇宙の中心として不動である、という天動説が主流だった。誰だれも地球が動いているとは思っていなかったのだ。人々にとっては足もとが動いていると考えるよりも、空が動いていると考えたほうが自然だったわけだ。

　それと同じように、一つの「世界」しか見たことがない人々が、その「世界」を唯一のものと考えてしまうのも当然なのである。

　同時に、そうであるように「世界」はできている。異なる法則を採用する「平行世界」同士が接触することで無用の混乱を招き、ついには因果律を捻ねじ曲まげ「世界」を破滅させる、なんてことになりかねないからだ。

　重層世界調律機関は、そんなことにならないように、各「世界」に調律士を派遣し、因果律を調整する機関である。



　優馬は、鬼束響士朗の後ろをついていく形で街中を歩いていた。

「こんなところに機関の本部があるんですか？」

　彼女の背中に質問を投げる。

「黙ってついてこい」

　南米辺りか、それに類似した国だ。狭い路地なのに人通りが激しい。その中に様々な商店がある。文字は読めない。人々が口にする言葉も聞き取ることができなかった。

　気温は高いが湿度はそれほどでもない。幸福商会からこの場所へ移動するのには手間も時間もわずかだった。事務所の奥にある控室の扉から一瞬だ。優馬ゆうまはそこから一気に機関の本部まで行けると思ったので、扉の向こうに町が広がっているのには面食らった。

　鬼束おにづか響士朗きようしろうはノエルを抱えたまま、白い壁の建物に入っていく。中は飲食店のようだったが、イスはすべてテーブルの上に乗せられていた。通りの喧けん騒そうに反して静かだ。

「お店、閉まってるみたいですけど、勝手に入って大丈夫なんですか？」

　優馬が言うと、水蜜すいみつが答えた。

「ここでいいのです。あちらの階段を上ります」

　店の奥にらせん階段があった。鬼束響士朗が先行して進む。階段を上り切ると、そこには機関の制服に身を包んだ男が三名立っていた。みな一様に目つきが鋭い。

「彼らは《警備部隊ツリーアガマ》と呼ばれる機関の警備です」

　水蜜がそう教えてくれる。

「機関の出入り口にはいくつかの指定ポイントがあり、ここはその一つです」

　三人の男たちの後ろにはお世辞にも立派とは言えない鉄の扉が控えている。マフィア映画にでも出てきそうな雰囲気だ。この奥で賭と博ばくや危険な物品の取引が行われている、とかそういった類たぐいの。

「入国手続きをする」

　鬼束響士朗が苛いら立だたしげに言い、抱きかかえていたノエルを優馬に預ける。男の一人が鉄の扉の横に触れると壁の一部分がせり出してきた。パソコンに似た電子機器が現れる。鬼束響士朗はそこに何かを入力した。画面に表示される文字は優馬には解読できないものだった。それから、鬼束響士朗と水蜜はスキャナーの上に手を置いていた。スキャナーが赤い光とともに手の平を読み込んでいく。二人の手の甲に模様が浮かび上がった。それはトカゲの紋章に見えた。しかし、スキャナーの発光が終わるのと同時に消えていく。

　鬼束響士朗は優馬の背中で震えているノエルの手を掴つかみ、スキャナーに乗せる。同じことが繰り返された。

「施設の中を移動するのに必要なのです。あなたもそこに手を乗せてください」

　水蜜の指示に従い、優馬もスキャナーに左手を乗せた。

「これもセキュリティの都合上です。はじめてでしょうが、あなたのデータは管理されていますので時間はかかりません」

「僕のデータって？」

「魔法具の使用申請と幸福商会の調律士としての登録です。あなたも機関の一員ですから」

「……なるほど。それで、これは何なの？　指紋認証？」

「似て非なるものです。ＩＤカードのようなものと思ってください。ただし、手の中に埋め込まれるもの、とでも考えれば理解しやすいでしょう」

　水蜜すいみつは警備員に視線を送る。

　目つきの鋭い警備員が機械を操作した。スキャナーが今度は青く発光する。同時に手の甲にトカゲの紋章が浮き出た。痛みはない。発光が収まるのと同時に紋章は消える。

　警備員が抑揚のない声で言う。

「登録は完了しました。室内への入退出の際は認証を行ってください」

　警備員は鬼束おにづか響士朗きようしろうに目を向け、にこりともせずに続ける。

「では、お通りください」

　そして扉が開かれる。その向こうを見て、優馬ゆうまはあ然とした。

「すごい……ここが機関本部……」

　巨大な都市が目の前に広がっている。先ほどまで歩いていた南米らしき街並みとは違った活気に溢あふれていた。背の高い建物が並んでいるが、高層ビルという印象ではない。

　どちらかと言えば、ファンタジー映画にでも出てきそうな「城」のイメージだ。

　それでいて地面はレンガではなく、きちんと舗装されている。建物もやはりレンガ造りではないようだ。継ぎ目が見当たらない。ＳＦ映画とファンタジー映画が融合したような都市である。遊園地にも似ているだろうか。

　さっきまでひどく暑かったので、急に涼しくなったように感じられた。

「医療部は向こうだ」

　鬼束響士朗が一つの建物を指差した。

「なら急ぎましょう」優馬はそう答えた。

「いや、向こうから迎えが来る。待合室にいればいい」

　病院に辿たどりついてもいないのに待合室？　と、思った。

「ここでの移動は特殊なのです。自動車や自動二輪と言った不便なものは使用しません」

　水蜜はぱちぱちと瞬まばたきをしながら教えてくれる。

「機関の中は大きく六つの施設からできています。それらは通路でつながっており、『レベラー』と呼ばれる垂直・水平移動装置に乗って移動します」

「レベラー……？」

　聞きなれない単語だった。

「上下移動がエレベーターですが、上下移動に加えて、水平にも移動できる乗り物です。迎えが来るまで待ちましょう。そうですね、救急車を待つようなものとお考えください」

　案内されるままに個室に入った。入室時には手の平をスキャナーの上に置いて読み込ませる。先ほどと違い、ここでは一人が読み込ませればいいらしい。

　中は小ギレイな病室といった感じの部屋だった。装飾の類たぐいはなく、観葉植物もない。

　中央にベンチが並んでいて、そこにノエルを寝かせる。

　優馬ゆうまからすれば、一分一秒が惜しいように思われた。ノエルは相変わらず苦しそうだ。

　だが、今は何かをしてあげることもできない。そのことが悲しかった。

　優馬はそっとノエルの手を握った。ジャケットのポケットに詰め込んだ氷は既にただの生ぬるい水になっていた。

　水蜜すいみつはノエルの横で、ベンチに腰かけている。膝ひざの上にきっちりと両手を乗せていた。

　少し離れて鬼束おにづか響士朗きようしろうもベンチに腰をおろしていた。火のついていないタバコを口にくわえ、床の一点を睨にらんでいる。長い前髪が顔を隠している。

　二人とも、今は怖いほど落ち着いている。それともそう見えるだけで、内心は嵐あらしのように乱れているのだろうか。優馬には分からなかった。

　優馬はいてもたってもいられず、入口に向かった。迎えとやらが早く来ないかどうかを確認したかったからだ。そんなことをしても何の意味もないと分かっていながら、そうせずにはいられなかった。

　と、そのときだった。

「おっと」「あ!?」

　扉が開き、右前方から誰だれかが待合室に入ってきた。優馬はその人物と派手にぶつかる。

　早く迎えが来ないかと見に行ったのだが、まさかこのタイミングで人が入って来るとは思っておらず、避けることができなかった。優馬は体勢を崩して床に腰を打った。

「何をしているのです、五百月いせづき優馬」

　背後から水蜜の咎とがめるような声が聞こえてくる。

「何やってんだ」

　鬼束響士朗も声を上げる。立ち上がる気配があった。

「つつ、すいません」

　優馬は顔を上げてぶつかった相手を見上げた。

「いや、こちらこそ失礼。よく見えていませんでした」

　妙にこもった声だったが、男性のものであることは確かだった。大きなフードがついたコートを着ている。

「何せ、こうなっているものでね」

　男はゆっくりとフードを取る。すると、顔全体を覆う包帯が露あらわになった。顔全体というのは決して比ひ喩ゆではなく、男は本当に顔全体を包帯で覆っていた。目も、口までも覆われている。呼吸のためだろう、鼻の下にわずかな隙すき間まがあるだけだ。包帯で覆われているせいで声がこもっているのだ。

「大丈夫ですか？」と問いかけながら、男は手を差し出してくる。

「あ、すいません」

　優馬は一瞬だけためらったが、その手を取りすぐに立ち上がった。

「あの、本当にすいませんでした……その、そちらこそ大丈夫ですか？」

　何だかすごく悪いことをしてしまった気分になる。

「任務で負傷してしまってね、医療部通いなのですよ」と、男は言う。

「本当にすいません」

　優馬ゆうまは深く頭を下げた。

「すまんな。このバカ、ちっと苛いら立だっててな」

　そこで鬼束おにづか響士朗きようしろうに首根っこを押さえつけられる。

「苛立つ……そちらのお嬢さんが原因ですか？」

　優馬は鬼束響士朗に押さえられたまま一度ノエルを見み遣やり、それから男に視線を戻す。

「見える……んですか？」

　男は顔全体を包帯で覆っているのだ。目が見えているとは思えなかった。

「見えはしないが感じることはできます。でなければ、こんなふうに目を包帯で覆ってしまったまま生活はできない。今は、ぶつかってしまいましたが」

　男は小さく肩を竦すくめ、それからノエルを見つめた。

　ノエルは身体からだを抱きしめるように震えながら、荒い呼吸を繰り返していた。

「《咒カーズ》の類たぐいでしょうかね。どこかで感染してしまったのかもしれませんね」

　そう男が言うのとほとんど同時に、再び扉が開いた。全員がそちらへ目を向ける。

「響士朗さん、お待たせしました」

　扉の向こうから現れたのは、ブロンドの髪を長く伸ばしたキレイな女の人だった。白衣を着ている。すらりと背が高くて、白衣の下であっても分かるほど胸が大きかった。

「遅ぇよ、甘夏あまなつ」

　鬼束響士朗が女の人を見て言う。そこで優馬を解放してくれた。

「響士朗さんたら、またそんな乱暴な言い方して……。あら、右手怪け我がしてるの？」

　鬼束響士朗はノエルの痣あざに触れたときに右手を切っていた。乱暴に布が巻きつけられている。

「どうってことはない。それよりもノエルを頼む」

「ダメよ、バイ菌でも入ったら大変だもの。あとで消毒してあげるわ。それで、ノエルちゃんは？」

　女の人の問いに、鬼束響士朗はベンチに寝かせていたノエルに目をやった。

　ノエルはベンチの上で身体を丸めて辛そうに息を切らせている。

　甘夏と呼ばれた女の人は一つ頷うなずいて、後ろを向いた。

「こっちよ、お願い」

　優馬もそちらに視線を向ける。よく見れば、白衣の女の人以外にもスタッフらしき人々が三人控えていた。みな白衣姿だ。彼らは移動式ベッドストレツチヤーを押して入ってくると、慣れた手つきでノエルを抱えてベッドに乗せた。ノエルは震え続けている。彼らはノエルの首筋を押さえ、拳けん銃じゆうを思わせる器具で注射を打った。

「ノエル」

　優馬ゆうまが呟つぶやくと女の人が優しい口調で言う。

「心配ないわ、鎮痛剤よ」

　彼らはそのままノエルを乗せたベッドを押していく。

「ノエルちゃんはこのまま検査に回します。検査結果が出るまで、あなたたちにはしばらく待っていてもらうことになるわ。安心して、うちのスタッフは優秀よ」

　女の人はにっこりと微笑ほほえみ、優馬の肩に手を置いた。

　プロに「安心して」と言われ、触れられた肩から力が抜ける。

　ノエルはきっとよくなる。そう信じる。

　力が抜けたせいだろうか、不意に目の前の女の人とどこかで会ったことがあるような気がした。でも一体どこでだったか思い出せない。

　そのときだ。

「母さま、ご無ぶ沙さ汰たしております」

　言ったのは水蜜すいみつだった。

　かあさま……？

　と同時に、女の人は水蜜のほうへ駆けていき覆いかぶさるようにして抱きしめた。

「あらあら、水蜜ちゃんたら、少し見ないうちに大きくなったんじゃないかしら」

　わしゃわしゃと女の人は水蜜をこねくりこねくりする。

「や、やめてください」

「もう母さまは寂しいわ。水蜜ちゃんは少しもわたしに会いにきてくれないんだもの。嫌われちゃったのかと思ったわ」

「や、やめ、は、放してください。むぎゅ」

　女の人が水蜜を抱きしめるほどに、水蜜の顔が女の人の胸に埋もれていく。

「今夜は父さまもお帰りになるから、親子三人水入らずでお食事をしましょうね」

「す、水蜜のお母さん……？」

　優馬は、水蜜が女の人の胸の中でじたばた暴れるのを見つめながら呟いた。

　ひとしきり水蜜を撫なで転がした女の人は、優馬の視線に気づいてハッと顔を上げる。

「ご、ごめんなさい、興奮して取り乱しちゃったわ。あなたが五百月いせづき優馬くんね」

　言われてみれば女の人は水蜜によく似ていた。初対面なのにどこかで会った気がしたのも頷うなずける。白衣の左胸には「白銀しろがね甘夏あまなつ」というネームプレートがついていた。

「は、はい。はじめまして。五百月優馬です」

　優馬はぎこちなく挨あい拶さつをした。

「あらあら。いつも、娘がお世話になってます」

　ぺこりと頭を下げると水蜜すいみつの頭に大きな胸が乗っかった。すごい光景だ……。

　水蜜が忌いま々いましげに母親を振り払う。

「重いです」

　重いんだ……。

「甘夏あまなつは、この《専任治療班ピクタススイフト》の主任なんだよ。昔はよく世話になった」

　鬼束おにづか響士朗きようしろうが説明を加える。長い前髪をバサリと払った。

「母さま、主任がこんなところにいてよろしいのですか？」

「大丈夫よ。言ったでしょう？　うちのスタッフは優秀なのよ。ノエルちゃんのこともすぐに調べてパパッと治しちゃうんだから」

「そうではありません。仕事が山積みなのではありませんか？」

「もう水蜜ちゃんたら、普段はなかなか会えない親子が会えたんですもの、少しくらいならセーフよ……たぶん」

「絶対にアウトです、母さま。すぐにお仕事へ戻ってください」

「そんなぁ冷たくしないでよ。母さまはちっちゃくてぽわぽわした水蜜ちゃんが可愛かわいくて仕方がないのよ。具体的に言うと携帯電話のストラップにして持ち歩きたいくらい！」

　水蜜はどちらかと言えば小柄な女の子なのだが、女の人――甘夏はスラリと背の高い美人だ。……水蜜もいつかこうなるのだろうか。

　空気は何となく和なごやかなものとなった。

　白銀しろがね親子の性格は似ても似つかない。甘夏は、見た目は大人の女の人なのだが、どこか幼い物言いをする。逆に水蜜は小さな女の子なのに大人びた物言いをする。真逆だ。親子と言ってもこうも違うものなのだろうか。いや、案外こんなものなのかもしれない。甘夏が水蜜を猫可愛がりにし、水蜜がそれをつっけんどんにする。まるで漫才のようだ。

　あるいは、ノエルがあんな状態だったからこそ、場を明るくするために二人は道化を演じているのだろうか。そう思うのは優馬ゆうまの深読みか。

　ノエルを待っている側が暗くなっていても何にもならない。今は彼女が元気になることを信じて待つしかないのだ。

　優馬は息をついて、それからポケットの中の指輪を取り出す。それは、かつてノエルから渡された《龍騎士ナイトアノール》の証あかしだ。銀色のボディにオオトカゲの紋章が刻まれている。ノエル曰いわく「由緒正しきもの」で、加護の力を持っている。

　優馬は指輪を固く握りしめ、願った。

　どうか、ノエルがすぐによくなりますように。



　このとき、誰だれも気づいていない。

　いつの間にか包帯の男がいなくなっていたということに。



　　　†



「先ほどは、母が失礼しました」

　優馬ゆうまの隣で水蜜すいみつが言う。

「いや楽しくて、可愛かわいいお母さんだね」

　とても水蜜の母親と思えなかった、色々な意味で。

　そこは医療部にある談話室だった。

　機関内に入ってから、移動はもっぱらレベラーというものを使っている。水蜜が最初に説明してくれた通り、このレベラーという乗り物は上下だけではなく前後左右に移動が可能らしい。目的地を入力すると最短ルートでそこまで進んでくれる。目的地を入力する際は手の平を読み込ませる必要があるが、それにしても便利だ。

　ただ、自分で歩いて建物の内部を把握しているわけではないので、現在位置が施設のどこに当たるのか具体的に知ることは難しい。

　談話室にある窓からは街並みが見える。

　優馬の『世界』とは時差があるようだ。今、ようやく日が落ち始めている。水蜜によるとここでは一日が二十五時間なのだと言う。これは人間の体内時計が二十五時間に設定されていることに由来するらしい。光源は模造太陽で、季節はなく、正確なプログラムに沿って朝と昼と夜を繰り返す。

　窓の外には城めいた高層ビルが並んでいた。ビルとビルはいくつものパイプでつながっている。女郎花おみなえし美毬みまりが読んでいるマンガの中の未来都市を思い起こさせた。

「はじめての機関はいかがですか、五百月いせづき優馬」

　水蜜が上目づかいに訊たずねてくる。

「うん。機械とか勝手が違うね。街並みもまだ見慣れないかな。こんな状況じゃなかったら観光でもしたいけど。そもそも、僕は自分の『世界』から出るのもはじめてだよ」

「大抵のことは、第九二四〇番円環地区と変わりありませんので、不便はないかと」

　第九二四〇番円環地区――それが優馬の暮らす「世界」に与えられた名称らしい。

　談話室には優馬と水蜜しかいなかった。鬼束おにづか響士朗きようしろうの姿はない。「ブラブラしてくる」と言い残して彼女はどこかへ行ってしまった。

「……どれくらい待てばいいのかな」

「分かりません……」

「ノエルはきっと無事だよね……？」

「……そう信じましょう」

　会話は途切れ、二人は少しの間、何も言わずに窓の外を眺めていた。

　ノエルが検査に向かってから既に一時間は経過している。

　しばらくそうしていると、入口にいた警備と同じような雰囲気の一団が目に映った。厳いかめしい顔で通り過ぎていく。

「ツリーアガマ……」

　優馬ゆうまはぽつりと口にした。

「警備部隊のことです」

　水蜜すいみつが説明してくれる。

「他ほかの調律士たちと異なり、持ち場を離れることは滅多にありません。彼らはひたすら機関を守ることに専念します。ここは文字通り『世界の中心』ですので」

「色んな調律士がいるんだね」

　諜ちよう報ほう活動を主目的にした調律士《調査班シユミツトモニター》や、特別な事件だけを追いかける調律士《特殊追跡班レースランナー》、水蜜の母親の甘夏あまなつは怪け我が人にんや病人を治療する《専任治療班ピクタススイフト》だ。

　優馬はいずれにも属していない。ただの調律士見習いだった。

「ねぇ、水蜜はどうして調律士になろうとしたの？」

　優馬はふと思って訊たずねた。《警備部隊ツリーアガマ》の一団から目を離し、水蜜に顔を向ける。彼女は眠たげな瞳ひとみで優馬を見つめ返した。

「あなたこそ、どうして調律士を目指しているのです、五百月いせづき優馬？」

　優馬は螢火ほたるび鉄葉ぶりきに、同じ質問をされたときのことを思い出した。

　――ゆーまくん。きみはどうして調律士になろうと思ったの？

　螢火鉄葉。《特殊追跡班レースランナー》の窪双美くぼふたび理梨りりと偽り、優馬の前に現れた少女。彼女は、しかし、クオータニオンに属する歪わい曲きよく師しだった。

　螢火鉄葉はどういうわけか、優馬をクオータニオンに引き入れようとしていた。

　何な故ぜ……何のために……？

「五百月優馬？」

　水蜜が優馬の顔を覗のぞき込こんでくる。

　思いの外、近くに顔があった。ふわりとミルクのような香りがする。水蜜の眠たげな瞳と、柔らかそうな唇が目に入る。いつだか、彼女にキスされた記憶が頭をよぎった。正確にはキスではなく、彼女の能力《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》の力を最大限に引き出すための手続きのようなものらしいのだが……。

「あ、いや、僕は小さい頃ころに両親を亡くしてて……本当はよく覚えていないんだけど。鬼束おにづかさんに助けてもらって、それで『ひまわり荘』に連れていかれて。鬼束さんから調律士ってものの存在を教えてもらったんだ。一人で生きていくには仕事も必要だしさ」

　いくつかの理由が絡まり合って、優馬は調律士を目指すことになったのだが、それをきちんと順序立てて、しかも分かりやすく説明するのは難しかった。

「それより水蜜すいみつは？　《専任治療班ピクタススイフト》を目指したりはしなかったの？」

「目指していましたよ」

「え、そうなの？」

「水蜜のうちは代々優秀な《専任治療班ピクタススイフト》を輩出してきた家系なのです」

　ならどうして……、という呟つぶやきを優馬ゆうまはすんでのところで飲み込む。

　水蜜はいつも平へい坦たんな口調で話すし、表情が読み取りにくいところがある。もしかしたら水蜜にも人には言いたくないような複雑な事情があるのではないだろうか。

　家族仲が悪いというわけでもなさそうだったが、母親が《専任治療班ピクタススイフト》の主任だというのだから、そのことに関係があるのかもしれない。

　身近に自分が目指す理想形の人物がいると、不必要に劣等感を抱いてしまうものだ。

　優馬にもなじみのある感情だった。

　幼い頃ころからずっと、緋村ひむらあゆきというヒーローと暮らしてきたのだ。

　大好きな人の背中を追いかけるだけの人生は、ときに言葉にならないくらい苦しいことがある。その距離が絶対に縮まらないのだと知ってしまったときは、とても悲しい気持ちにもなる。まして離されてしまうのだとしたら……。

　そうなってしまうのなら、自分から距離を取る以外、方法がないのかもしれない。

　いや、本当はそんなことをする必要などないのだろう。それでも、ちっぽけなプライドを守るためにはそうするしかないと考えてしまうのは、優馬にはよく理解できた。

　水蜜にもそういう過去があったのかもしれない。彼女もまた、一人きりで悔し涙を流したことがあったのではないだろうか。そう思って優馬は言葉を飲み込んだのだ。

　だが水蜜はそのまま続けた。

「実は水蜜が秘密裏に行っていた実験がバレてしまいまして」

「………………………………何て？」

「《専任治療班ピクタススイフト》を目指していた時代、水蜜が患者に対して《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》を乱用したのが問題だったようで、クビになったのです。おかげで実験台の調達が面倒になりました。高尚な実験だったと言うのに、理解を得られなかったのです。これだから愚民どもは」

「………………………………きみはアレだな、危険思想の持ち主だな」

「もしご希望であれば、あなたを水蜜の実験台に迎えてもかまいませんよ、五百月いせづき優馬」

　水蜜はいつもなら眠たげな瞳ひとみを、今ばかりキラキラさせて言った。

「全力で断らせてもらう」

　水蜜は「チッ」と舌打ちをした。危ないヤツだ。

　そのとき、談話室に第三の声が響いた。

「失礼、五百月優馬くんはいるかな？」

　優馬ゆうまはそちらへ顔を向けた。

　男の人が立っていた。背が高い。機関の制服を着ている。見覚えはない。

「僕です……けど」

　優馬は小さく手を上げた。

「あぁ、きみが」

　男の人は頷うなずきながらこちらへ近づいてくる。髪は短く、端正な顔立ちをしていた。瞳ひとみの色が緑色で、それと同じ色の石のピアスを左右の耳にしている。

　彼の背後には《警備部隊ツリーアガマ》が数人立っている。

「アキト代表……」

　水蜜すいみつが不意に口を開いた。その声はどこか固いものだった。

「……誰だれ？」

　優馬は水蜜に小声で訊たずねる。

「《統括府フラツトリザード》に在籍するマスター・リザードのお一人です」

《統括府フラツトリザード》……その言葉に優馬は反応する。

　それは重層世界調律機関上層部の名称だ。

　そして、ノエルにイーサン・ソルトウォーターの抹殺を命じた連中を意味する。

　ノエルに死んでこいと命じた連中ということだ。

　そう認識した途端、優馬は男へ向かって敵意に満ちた視線を送った。

　こいつらが……！

　優馬の敵意に《警備部隊ツリーアガマ》たちが反応した。だが、代表自身が男たちを手で制する。

「アキト代表……こんなところで一体何をしていらっしゃるのですか？」

　水蜜が訊ねた。

「挨あい拶さつだよ、白銀しろがねくん」

　優馬の敵意に気づいていないはずはないのに、代表は気分を害した様子もなく変わらない口調で言った。そして、右手を差し出してくる。

「はじめまして、五百月いせづきくん。白銀くんが先に口にしてしまったが、僕はマスター・リザードの一人、アキトだ。肩書はただの書記長だがね」

　優馬は差し出された右手を取ることはせず、じっと見つめているだけだった。

　そこで、アキト代表はふっと笑みを浮かべる。

「そうか、きみの利き手は左だったね」

　言って右手を引っ込めると、かわりに左手を差し出してくる。

　彼の口調は、機関の代表者とは思えないほどくだけたものだった。「わたし」ではなく「僕」という一人称もまたどこか幼稚だ。容姿も、せいぜい三〇代半ばくらいにしか見えず、位の高い人物には見えなかった。

　優馬ゆうまは警戒しながら、一歩進み、代表の左手を取った。

「五百月いせづき……優馬です……」

　優馬の左手首にぶら下がる紅あかいクロスが小さく揺れる。

「きみの噂うわさは聞いてるよ。あの《影を歩む者シヤドウ・ウオーカー》から《混沌の柩パズル・ボツクス》を奪還し、さらには螢火ほたるび鉄葉ぶりきとも交戦して互角に渡り合ったそうだね」

「螢火鉄葉と戦ったのはノエルです」

　そう答えた優馬の服の裾すそを水蜜すいみつが握っている。くいくいと小さく引っ張るような仕草をした。言葉を慎みなさい、というメッセージかもしれなかった。

「そうだったね。でも、きみはアラン・スミシーの《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を止めたそうじゃないか。彼は第八七二一番円環地区を吹き飛ばして以後、消息不明になっていてね、迷宮入りしていたんだ。きみのお手柄だよ。《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の残ざん骸がいも回収されて現在調査中だ」

「友達を助けようとしただけです。僕はまだ、ただの見習いですので」

「謙虚だね。気に入ったよ」

「ありがとうございます」

　優馬の言葉は、敵意を孕はらんだまま発せられた。

　それを見て、アキト代表は小さく笑う。緑色の瞳ひとみが細められた。



    

  
    
      



    

  
    
      「いや、失礼。きみが僕に対して……いや我々《統括府フラツトリザード》全体を快く思っていないのは理解できるよ。ノエル・ローゼンバーグくんの扱いについてだろう？」

　代表は真面目まじめな顔に戻り、核心をついてくる。

「彼女には辛い思いをさせている。ここだけの話だが、ローゼンバーグくんに下された決断は、僕も不本意ではあったんだ」

　優馬ゆうまは代表の緑色の瞳ひとみを睨にらみ続ける。彼が本当のことを言っているのかどうか、そこから読み取るために。

「きみも聞いていると思うが、ローゼンバーグくんは非常に重大な罪を犯している。それは《龍騎士ナイトアノール》である彼女の地位を傷つけるものだ。同時に、彼女に《龍騎士ナイトアノール》の称号を与えた我々《統括府フラツトリザード》の名誉にもかかわる」

「示しがつかないってヤツですか？　だから公表せず、任務で命を落としたように差し向けた。そういうことですよね？」

　優馬は攻撃的な口調を緩めない。

「残念ながら、きみの言葉を否定することはできない」

「やり方が汚いですね。人の命より名誉なんですか？」

「マスター・リザードとしては、その通りだとしか答えられない」

「マスター・リザードとしては？　含みのある言い方じゃないですか」

「さっきも言ったように、僕はローゼンバーグくんの扱いに納得していない。そしてマスター・リザードという地位も組織の一部に過ぎない。僕一人で決断を覆くつがえすことはできないんだ。だが、個人的には彼女に下された決断は許されないことだと思う。あまりにも非人道的だ」

　そこで、アキト代表は眉まゆをしかめた。

「彼女もまた被害者に過ぎないというのに、我々はよってたかって彼女一人に罪を負わせてしまった。そればかりか彼女を切り捨てようとしたんだ。謝って許されることではないだろう。だから僕にできたのは、イーサン・ソルトウォーターの任務のあと、彼女を鬼束おにづかくんのもとへ再度預けることだった。それが精いっぱいだった」

　少し間を置き、代表は表情を緩める。

「だが、結果的にはそれが最良だったのかもしれない。彼女は、きみに出会えたんだからね、五百月いせづきくん」

　突然、自分の名が上がり、優馬はうろたえる。

「僕は……」

「ローゼンバーグくんにとってきみは救いだったろう。鬼束くんがきみを育てているそうだね。彼女の目に狂いはない。きみのように組織に屈しない人間が必要だ。機関も変わらなければならない」

　そんなふうに評価されたのははじめてだった。嬉うれしい気もするが、居心地も悪い。

「きみに言うのもおかしな話だが、どうか許してほしい」

　代表は頭を下げた。それを見て、背後の警備までも慌てる。

「……機関のトップにいる人が軽々しく頭なんか下げていいんですか？」

　優馬ゆうまが訊たずねるとアキト代表は顔を上げた。

「だからこそだよ。責任者というのは、いざというときに責任を取るためにいるんだ。頭を下げることこそ仕事だと言ってもいい」

「……僕にではなく、ノエルに言ってください」

「もちろんだ。彼女が回復したら、一番に伝えよう。きみらは、ここへもローゼンバーグくんのことを助けるためにきたのだろう？　彼女が回復することを心から願っている」

　代表は笑みを浮かべた。

「スタッフはみな優秀だ。きっとよくなるだろう」

　そこで水蜜すいみつが口を挟んだ。

「アキト代表。公務がおありなのではありませんか？　こんなところで油を売っていてよいのでしょうか？」

「ああ、そうか。いけないいけない」

　代表は鷹おう揚ように笑う。

「実はこれも公務なのだよ。僕個人の挨あい拶さつというのは不正確でね、実はきみを連れてくるように命じられたんだ。僕も組織の一部だと言ったろう？　使いっぱしりさ」

「どなたが、マスター・リザードを使いぱしりにすると言うのです？」

　水蜜が重ねて訊ねる。アキト代表は口の端に笑みをたたえて答えた。

「もちろん長老たちとアリスだよ。アリス・アマリリス」



　　　†



　ノエルは深い夢の中にいた。

　夢――はっきりとそう分かった。ノエルの目の前には、幼き日の自分がいたからだ。

　そこは旧ローゼンバーグ邸だった。古めかしい洋館のホールに幼き日の自分が佇たたずんでいる。彼女の手には汚れたアヒルのぬいぐるみが握られていた。伸ばしはじめたばかりの髪はまだ肩までしかない。彼女はある一点を見つめ続けていた。

　ノエルは、幼い自分が向けている視線の先を追いかけた。

「……姉上」

　ぽつりと夢の中でノエルは呟つぶやく。胸がちくりと痛む。

　そこには亡き姉、ミルア・ローゼンバーグの姿があった。白磁のような美しい肌に、すらりと長い手足、長く伸ばされた髪は神こう々ごうしく輝いている。

　ミルアに向かって両親が笑いかけている。ローゼンバーグ邸で働く者みなが、彼女に向けて「おめでとうございます」と祝福の言葉を口にしている。

　ミルアは天使のような笑みを浮かべながら「ありがとう」と応えていた。

　彼女の指に銀色の指輪が光っているのが見えた。あぁ、とノエルは思い出した。

「姉上が《龍騎士ナイトアノール》になった日か……」

　ノエルは今一度、幼い頃ころの自分を振り返った。

　ミルアを取り囲む輪の中に加われず、一人唇を引き結んでいる自分は、ボロボロのぬいぐるみを手にしたまま、途方に暮れたような顔をしていた。



　幼い身体からだには広過ぎる館やかたの中で、ノエルは一人ぼっちで育った。両親は不在であることのほうが多かった。とはいえ、身の回りの世話をしてくれる使用人や教育係が十数人ほど常駐してはいたのだ。にもかかわらず、ノエルはいつも一人ぼっちだった。

　彼らにとってノエルはミルアのおまけでしかなかった。

「ミルアさまのようにお淑しとやかに――」「ミルアさまならば、これくらいは簡単に――」「ミルアさまをよくご覧になって、ミルアさまと同じように――」

　彼らの基準はミルアであり、ノエルは常にミルアのレベルを強要された。

　しかし、ノエルはミルアのようにはできなかった。それはノエルが劣っていたということでは決してない。ただ、ミルアがあまりにも優秀過ぎたのだ。

　ノエル自身に価値を見出す者などいなかった。ノエルの価値は、ミルアの妹であるという、その一点にしかなかった。

　徹底的に反発するという人生もノエルは選べた。そうすれば努力もしなくていい。プライドも守れる。はじめから勝負をしなければ負けることもない。みなから嫌われるだろうが、たとえ嫌われたとしても、そんなことは今とそれほど違わないように思えた。

　だが、ノエルはこの道を選ばなかった。

　優秀な姉のことを誰だれよりも慕っていたからだ。ミルアを悲しませるようなことはしたくなかった。自分もまた、ミルアを中心に物を考えるようになっていたと、このときのノエルは気づくことができなかった。

　ノエルが選んだ人生は、ミルアのおまけであることを受け入れるというものだった。

　ノエル・ローゼンバーグであることはどうでもいい。

　ミルア・ローゼンバーグの妹であることを守ろうとした。ミルアの名を辱はずかしめることがないような存在にならなくてはいけない。どんなに頑張ってもミルアにはなれない。そう受け入れた上で、周囲の要求に応えられるよう努力を重ねた。

　だが……だから……、ノエルの心は分裂していった。

　ミルアを傷つけたくない。ミルアが大好きだ。ミルアのようになりたい。

　でもミルアにはなれない。ミルアに比べて自分はダメだ。こんな自分が好きじゃない。



　夢の中のノエルは、幼い頃ころの自分の後ろをゆっくりと追いかけて行く。

　幼い自分の足取りはひどく心もとない。歩幅も狭く、ひょこひょこと進むさまは、まるで鳥の雛ひなのようだ。

　誰だれもが寝静まった深夜、明かりもほとんどない暗がりの廊下を彼女は恐る恐るというように進んでいく。時折、振り返り、誰もいないことを確認してまた進む。

　ノエルはこれから起こることを知っていた。これから起こることと言うよりは、過去に起こったことと言うべきかもしれない。

　幼き日の自分が目指しているのはミルアの寝室だった。彼女はそこまで辿たどりつくと、小さな手でドアノブをひねる。幼いノエルは息を殺し、足音を忍ばせて、姉のベッドへと進んでいった。

　このとき、自分の心臓が激しく鼓動を打っていたのをよく覚えている。その音で姉を起こしてしまうのではないかと思ったほどだ。

　だが、ミルアはすやすやと眠ったままで目を覚ます様子はなかった。

　窓から月明かりが差し込んでいる。その光がある物を輝かせていた。ミルアの眠る天てん蓋がいつきのベッドのそばには化粧台があった。その上で《龍騎士ナイトアノール》の指輪が輝いている。

　調律士は「平行世界」の数だけ無数に存在する。その中で機関本部に所属している調律士はエリート中のエリートと言えた。そのエリートだけでも数千人が属しているというのに、その中のたった十二人にだけ与えられる称号、それが《龍騎士ナイトアノール》だ。

　常に十二人しか存在せず、引退とともに投票で選ばれた優秀な調律士に席が譲られる。新たな呼び名とともに受け継がれるのがこの銀色の指輪だ。

　その表面にはオオトカゲの紋章が刻まれていた。それは力強く、ゆえに美しい。

　幼い自分は指輪を手に取り――そしてその場を走り去った。

　そう、自分は姉から《龍騎士ナイトアノール》の指輪を盗んだのだ。

　その夜は興奮して一睡もできなかった。

　翌日、幼いノエルは昨夜の興奮から一転して、誰かに罪を糾きゆう弾だんされるのではないかと怯おびえていた。気づいたミルアに怒られると思った。

「おはよう、ノエル」

　姉の顔をまともに見ることができなかった。

「……おはようございます、姉上」

「あら、目が赤いわ。昨夜は眠れなかったの？」

「いえ、そんなことは……」

　けれど、ミルアはそれ以上何も言ってはこなかった。

　もしかしたら、ミルアは指輪がなくなっていることに気づいていないのだろうか？

　そんなふうにも思えた。

　誰だれかに叱しかられることもなく、幼いノエルは安心してその日はぐっすりと眠ってしまった。

　だから翌朝、大切にしていたアヒルのぬいぐるみがなくなっていたのには驚いた。

　さらに驚いたのは、枕まくら元もとに手紙があったことだ。そこにはこうあった。

『親愛なる妹ノエルへ　ふふふ、お友達は預かった。返してほしくば我が牙が城じようへ一人で来るのだ。ふはははは！　ミルア』

　過ぎし日の自分は慌てて自室を飛び出し、姉の部屋へと向かっていく。

　夢の中のノエルはそのあとを追った。

「姉上！」

　ノックもせずにかつての自分が姉の部屋に入っていく。

「あら、おちびさん。今朝は早いのね」

　ミルアは化粧台の前に座り、長い髪を梳とかしていた。朝日に透けて、きらきらと髪が輝いている。鏡越しに姉の顔が見えた。その顔は笑っていた。でも、だから逆に怖かった。あの手紙からすれば疑いようもなく、姉はノエルが指輪を盗った犯人であると気づいている。一日あった沈黙は、自分から指輪を返しにくることを促していたのかもしれない。

　けれど、愚かな自分は気づくことができず、それどころか罰せられないことに安あん堵どして過ごしてしまった。そのことを姉がどう思っているのか……。

　怒っているとしか思えなかった。

「あ、姉上……その、わたしは……」

　幼いノエルは両手でスカートをくちゃくちゃに握りしめながら声を詰まらせて言った。

「……ごめんなさい。ご、ごめ、ごめ、なさい……」

　責められる前にノエルは謝った。意図せず涙が出た。

　泣くなんて卑ひ怯きようだ、そう思いながらも涙は止まらなかった。怒られると思った。大切な指輪を自分が盗んだのだ。《龍騎士ナイトアノール》の指輪が、どれほど意味のあるものなのか、幼い自分とて十分に理解していた。それを黙って持ち出したのだ。きつく叱られる。いかに優しいミルアでもノエルを許しはしないだろう。そう思った。

　何よりノエルが恐れたのは、ミルアがノエルに失望することだった。盗みなどという卑劣で低俗なことをしでかした自分をミルアは見限る。ただでさえお荷物でしかないのに、ノエルはそれ以下に落ちてしまう。ミルア・ローゼンバーグの名を辱はずかしめないような存在になろうと努力していたのに、当のミルアから見捨てられてしまう。しかし、自分はそれほどのことをしでかしてしまった。どうしてこんなことをしてしまったのだろう。姉のようになりたかったから。姉と同じものを持っていたかったから。あるいは逆に、《龍騎士ナイトアノール》の指輪さえあれば、自分もミルアのようになれると思ったから？　それとも、姉を困らせてみたかったのだろうか。大切な指輪をなくした姉がどんな反応をするのか見てみたかったのだろうか？　どれも正解に思えるが、どれが正解なのか自分でも分からなかった。

「ノエル、こちらへいらっしゃい」

　ミルアに名前を呼ばれた。小さなノエルは涙をこぼしながら俯うつむき続けている。

「ごめなひゃい……あ、あねうえ……わ、わらひ」

「いいから、いらっしゃい」

　ノエルはとめどなく流れる涙を拭ぬぐい拭い、姉のそばに歩いて行った。姉の前に立ってもノエルは顔を上げることができなかった。

　涙でにじむ視界の端でスッと何かが動いた。それが姉の手であることをノエルはすぐさま理解した。叩たたかれる。思って覚悟した。歯を食いしばってその罰に耐えようとした。

　けれど、姉の手がノエルの頬ほおを打つことはなかった。かわりに、ノエルの頭を優しく撫なでるだけだった。

「はい、あなたのお友達よ」

　撫でてくれる手とは逆の手にアヒルのぬいぐるみが握られていた。

「『泣かないで、泣かないで』」

　ぬいぐるみでノエルの頬をくにくにとつつく。

「あ、姉上……わたしは、」

　言いかけたノエルをミルアは自分の言葉で制した。

「ねぇ、ノエル。実はわたし大切な指輪をうっかりどこかに忘れてしまったみたいなの。どこにあるか知らないかしら？」

　姉の言葉に小さなノエルは言葉を詰まらせた。ミルアはノエルが盗ったという言い方をしなかった。

　ノエルは鼻を大きくズズとすすり、涙を拭うと、ぬいぐるみを奪うように手にした。それから、ぬいぐるみの解ほつれに指を入れる。昔からずっと抱きしめていたぬいぐるみは、もうあちらこちらが解れていた。その解れの中から――。

「ごめんなさい、姉上」

　指輪はぬいぐるみの中に隠していた。

「………………まぁ、そう、そこにあったのね……気づかなかったわ」

　ちょっと複雑そうな表情でミルアは言った。

　それから、ミルアは幼いノエルを化粧台の前に座らせ髪を梳とかしてくれた。ミルアに憧あこがれて伸ばしはじめた髪を。髪を触られるのは何となく気持ちがいい。小さなノエルは胸にアヒルのぬいぐるみを抱きしめたまま、ミルアがするに任せた。

「そのぬいぐるみ、ずっと大切にしてるのね」

「……姉上がくれたものですから」

　それは元々ミルアがずっと幼い頃ころに持っていたぬいぐるみだった。アヒルの親子がちょこちょこと歩いているのを見て可愛かわいいと思ったミルアが両親にねだって買ってもらったものだ。もっといいものはいくらでもあったのに、ミルアはそれをほしがった。それを、そのときよりももっと幼かったノエルがねだって、姉から譲り受けたのだった。

「そうだったわね。ねぇ、ノエル知ってる？　『みにくいアヒルの子』ってお話」

「小さい頃はパッとしなかったアヒルの子が、本当は白鳥の子どもで、大きくなってから空を飛ぶお話ですよね」

　答えながら、そのときのノエルはわずかに心が沈むのを感じた。あれは物語であって現実とは違う。自分はどんなに憧あこがれても白鳥にはなれないアヒルだ。

「あれって失礼な話よね。最後の最後で美しく空を飛ぶ白鳥はアヒルよりも優れているみたいに書かれてるでしょ？　まぁ、主人公はずっといじめられてたんだから、一種の意趣返しなのかもしれないけれど。いいじゃない、アヒル。可愛いし。美お味いしそうだし」

「あ、姉上……」

「ジョークよ」

「目がちょっと本気でした」

「自分が本当は高貴な生まれだったから、下々の者より優れてる、みたいなラストが好きじゃないのよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　ミルアはノエルの髪を梳すきながら続ける。

「それって、自分では一つも努力してないわけじゃない。まぁ、努力だけに価値があるとも思わないけど。何て言うのかしら、『自分自身』で勝負したんじゃなくて、結局は『家柄』で勝ったみたいな感じが好きじゃないのかもしれないわね」

「家柄……ですか」

「虎とらの威を借る狐きつねって言葉あるじゃない。この場合、主人公のアヒルは『白鳥』っていう『虎の威』を利用した気がするのよ。わたしだったら、そんな自分を好きになれないわ。アヒルなら徹底的にアヒルとして勝負すべきよ」

　言ったミルアは「ほら」とノエルを鏡に映した。

「ノエルはこんなに可愛いのよ」

　ノエルの髪には金色の髪飾りがつけられていた。キラキラと光っている。

「あなたはあなたのままでいいのよ。そのままのノエルがわたしは好きだわ。もちろん、ノエルがノエルらしく変わろうとするなら応援するけどね。でも、ノエルがわたしになる必要はないわ。いい、ノエル？　あなたがわたしにはなれないように、わたしもあなたにはなれない。そして、そのことはとても大切なことなのよ」

　ノエルはもう一度泣いた。



　そこから、ときが飛ぶ。

　ノエルはあの日から生まれ変わったように「強く」なった。

　そして、ミルアの《片手袋メイト》となった鬼束おにづか響士朗きようしろうと知り合う。彼女は凄すさまじい美人だが、いつも男のようなしゃべり方や仕草をする。制服も男ものを着崩していた。

「よう、ミニミルア」

　鬼束響士朗はノエルのことを「ミニミルア」と呼んでいた。

「近ちか頃ごろ、派手にやってるってな。聞いたぜ、密輸組織を根こそぎやったらしいじゃん」

「世界」と「世界」が異なれば、そこに存在する物も異なる。調律士が持つ魔法具もその一つだ。使用の際には申請が必要になる。何の変哲もないおもちゃ一つで、その「世界」に不必要な影響を及ぼすこともある。その取り締まりも重層世界調律機関の仕事だ。

　この頃、ノエルはいくつかの大規模な任務における功績から着実に名を上げていった。幼いながらも次期《龍騎士ナイトアノール》とまで呼ばれるほどに。

「ふん、いつか姉上の《片手袋メイト》の座はわたしが奪う！　首を洗って待っていろ、響士朗！」

　ミルアと鬼束響士朗、《花か葬そうの姫君》と《追儺おにやらいノ命みこと》の名声は常にノエルの耳に届いた。けれどもう、卑屈な想いを抱くことはなかった。二人は目標であり、超えるべき壁だ。

　ノエルの名が知れ渡るのと同時に、人々は「さすがミルア・ローゼンバーグの妹君」と言ったが気にはならなかった。ミルアの妹であることは、もう重荷ではなかった。



　だが、その日が訪れる。

　かつてのノエルの前に鬼束おにづか響士朗きようしろうが立っている。

「どうしたのだ、響士朗？」

　鬼束響士朗の顔は彼女のものとは思えないほどに弱々しい。今にも泣き出しそうだが、しかし決定的な部分で涙を流すことができない、そんな顔だった。

「ノエル……」

　彼女は「ミニミルア」とは言わなかった。鬼束響士朗がノエルに告げる。信じられないくらい優しい声をしていた。

「ミルアが………………死んだ」

　ノエルの心臓が早鐘を打った。すぐに返事をしようとしたが口の中から水分が奪われ、奥歯がガクガクと噛かみ合あうばかりでなかなか声にならなかった。

「何を……何を言っているのだ」

　ようやく発した言葉は、ひどく震えていた。

「そ……そんな冗談は好かない。は、はは……姉上はどこだ？」

　鬼束響士朗は答えなかった。瞳ひとみを伏せていた。長いまつ毛が顔に影を落としていた。

　ノエルは急に不安を覚えた。

「…………何を…………姉上！　姉上はどこだ!?　答えろ、響士朗！」

　ノエルは鬼束響士朗の胸を何度も叩たたく。鬼束響士朗はただ殴られるまま、何も言わなかった。固く閉ざした唇から赤い血が流れるだけだった。それは……。

「バカな……姉上が……そんなことがあるものか！　姉上はどこだ！　あ、姉上！」

　それは任務の最中の出来事だったという。何者かによってミルア・ローゼンバーグは殺害された。鬼束響士朗と別行動をとっているときのことだった。

　犯人は見つからなかった。

　機関で死因究明のための解剖が行われた。ノエルは当初、遺体の解剖に反対した。ミルアの身体からだを傷つけることを許さなかった。しかし、事件の性質上、遺族の申し入れとは無関係に解剖は行われた。ミルアの死因は出血性ショック死だった。

《専任治療班ピクタススイフト》によって遺体は生前と変わらぬ美しさに修繕された。

　しかし、その姿が生前と変わらないおかげで、死んだことを受け入れることはいっそう難しかった。今にも起き上がりそうだったからだ。生きているとしか思えなかった。

　そう、生きているとしか思えなかったのだ。

　このとき、恐らくノエルは狂気にとりつかれていたのだろう思う。

　ミルアの葬儀は「花か葬そう」が採用された。弔ちよう列れつに並ぶ人々は手に一輪の花を持ち、故人に別れの言葉とともに花をおくる。機関全体が三日間、喪に服すことになった。

　そして、ミルアの死によってできた《龍騎士ナイトアノール》の欠員は、彼女の妹であるノエルが引き継ぐことになった。かつてない得票数で、ノエルは史上最年少の《龍騎士ナイトアノール》となった。それに異を唱える者は一人もいなかった。

　そしてミルアの死から三年、ノエルはただ静かに狂気を育てていき、そして――。
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　優馬ゆうまと水蜜すいみつは、アキト代表に連れられる形でレベラーに乗り込んだ。代表につき従っていた警備は、これ以上進むことができないという理由でレベラーには乗らなかった。

　代表は自身の右手をかざしスキャナーに読み込ませた。扉が閉じ、動き出す。

「中央塔セントラル・タワーはアクセス権が制限されていてね、上級職員でなければ入ることができない。マスター・リザードとしてのほとんど唯一の特権がこれだ」

「ねぇ、水蜜」と、優馬は小声で隣の水蜜に訊たずねる。

「アリスさんっていうのは？　僕に会いたいって一体……」

　水蜜が眠たげな目で優馬を見上げながら答えた。

「アリス・アマリリスは《龍騎士ナイトアノール》の一人です。同時に《統括府フラツトリザード》にも属しています。彼女は……便べん宜ぎ上じよう、彼女と言いますが、最年長の《龍騎士ナイトアノール》と呼べるでしょう」

　女性長老みたいなものなのだろうか。

「便宜上ってどういうこと？」

　優馬が訊ねると、アキト代表が答えを引き取った。いたずらを思いついた子どもの顔をしている。

「会えば分かるさ」

　限りなく振動音がゼロのレベラーが停止した。扉が開く。

　代表が先頭を行き、優馬と水蜜は並んで進んだ。優馬は上下左右を物珍しげに見渡す。

「何て言うか……ここは、印象はハイテクですけど、見た目はレトロなんですね」

　宮廷を思わせるアーチ状の廊下。装飾過多というわけではないものの、白い壁に長い柱が続いている。

「これでもかつては最先端だったのさ。そして技術は常に更新され続けている。ただ、中身ソフトが更新されるのに合わせて、入れ物ハードを変えるということをしていないだけさ。必要があればそうするが、今でもこの入れ物ハードは有効でね」

　廊下をまっすぐ進むと、観音開きの扉が自動的に開いた。

　まず目に飛び込んだのは三つの巨大な女神像だった。部屋の中央に佇たたずんでいる。普通の像と異なるのはそれらが幾重ものケーブルで結ばれているということだ。

　三つの女神像の中央には階段があり、上が台座になっているようだったが、優馬ゆうまの位置からはよく見えなかった。電子機器で装飾された祭壇のようでもある。

　それから優馬は部屋全体に視線を巡らす。

　不思議な部屋だった。液晶画面も何もないのに、無数の映像が凄すさまじいスピードで映し出されている。どこまでも高い壁は、様々な機械が組み合わされているものだ。

　優馬は声も出せずその部屋に見入ってしまう。まるでマンガの中の光景だった。

　そのとき――。

『おまえさんが五百月いせづき優馬だね』

　声が聞こえた。しわがれた老人のものだ。

　しかし優馬はその声がどこからしたのか一瞬分からなかった。前方から聞こえたようでもあり、頭上から聞こえたようでもあり……。優馬はきょろきょろと辺りを見回す。

　すると、くいっとシャツが引っ張られた。

　見れば、水蜜すいみつが優馬のことを見つめていた。彼女はこほんと小さく咳せきをする。

　アキト代表が肩をすくめるのが見えた。

「長老方、戯たわむれが過ぎますよ」

　そう言うと、また距離も方向も曖あい昧まいな笑いが起こった。複数の笑い声だ。

『こちらだよ、少年』

　声がして――。それは壁の上を流れて行く映像の一つからのものだった。そうと認識した瞬間に映像がぐんと近づいてくる。一つではない。一つ、二つ……都合五つの映像が優馬たちを取り囲むようにアップになった。それぞれに小さな老人たちが映っている。

　いきなりのことで、優馬は一歩後ずさってしまった。

「怖がることはないよ、五百月くん」

　アキト代表が笑みをたたえたまま口を開く。

「紹介しよう、彼らが重層世界調律機関上層部《統括府フラツトリザード》の長老方だ」

『なぁに、死にぞこないのジジイどもさ』

　当の老人たちの一人が言った。しわがれた笑い声が巻き起こる。町内会の会合か何かのような軽い雰囲気だ。

　優馬は言葉を失ったまま、映像に映る老人たちを見つめるばかり。

『そう驚くこともあるまい』

「彼の『世界』にはない技術ですから驚くのが普通なのですよ」

　アキト代表が窘たしなめるように言う。

『我々よりもアリスのほうがタチが悪かろう』

　誰だれかがそう口にしたとき。

「わッ!!」

　優馬ゆうまの背後から大きな声がした。

「うわッ!?」

　優馬は驚きのあまり、足をもつれさせその場に倒れてしまう。

　ケラケラと笑い声が響いた。老人たちの笑い声に混じって聞こえる不思議な声。

　優馬はすぐに顔を上げる。

「アリス、きみのお望み通り五百月いせづきくんを連れて来たのに、それはないだろう？」

　アキト代表が、やはりフランクな口調で言った。

　アリス……アリス・アマリリス？

「ふふ、ごめんなさい」

　不思議な声だった。男女に関係なく、複数の人間の声を合成したような声だ。

「噂うわさの調律士くんがどんな反応をするのか見てみたかったのよ」

　波打つ海を思わせる漆黒の髪は地面につくほど長いのに、足は地面から浮いている。唇は血のように赤い。大人の女性というにはまだ足りず、しかし少女と言いきるには妖よう艶えんだ。顔のつくりは整っているが、整い過ぎていて印象が薄い……。

「きみなら、彼がどんな反応をするのか予知できたはずだけどね」

　アキト代表が呆あきれたように言った。

　彼女がアリス・アマリリス……？　《龍騎士ナイトアノール》の一人？

　想像していたのとどこか違う。アキト代表と言い、老人たちと言い、威圧感はまるでない。優馬は《統括府フラツトリザード》の面々を、保守的で厳格な人々だと想像していた。

　アリスはにこりと笑って言った。

「よく来てくれました、五百月優馬。わたしがアリス・アマリリスです」

　彼女が手を差し伸べてくれる。優馬はおずおずとそこに手を伸ばし――。

　しかし、掴つかみ損ねた。彼女の手をするりと通り過ぎてしまったのだ。

　アリスと老人たちはまた盛大に笑った。

　優馬は上う手まく返事ができない。フォローを求めて水蜜すいみつを見み遣やれば、彼女は何とも言えない苦々しい顔をしていた。アキト代表はやれやれ、というように額に手を当てている。

　優馬が混乱しているのを見て、アリスは柔らかく微笑ほほえんだ。

「ごめんなさい。あなたの反応が面白くてつい」

　優馬は自力で立ち上がる。

「あなたは一体……」

　優馬は目の前のアリスを見て、それから自分の左手を見つめた。確かに彼女の手を取ったはずだったのに、しかし、すり抜けてしまった。どういうことだ？

「わたしには既に身体からだがないのです」

　言いながらアリスはくるりと回って見せる。映像が乱れるように一瞬ノイズが走った。

　いや、「ように」ではなく……。

「そう、これはホログラム映像みたいなもの。実体ではないの」

　優馬ゆうまはアリスをそれからマスター・リザードたちをかわるがわる見つめる。何とも言えない不思議な世界だ。

「ふふ、そんなに固くならないで」

　アリスはそう言って、優馬の後ろに目配せする。

「アキト、ご苦労さまです。もう下がってかまいません。マスター方も。白銀しろがね水蜜すいみつ、あなたもです。しばらく彼とお話しさせてください」

　老人たちはひと言、ふた言言葉をかわし、ぷつりとテレビが消えるようにいなくなった。

　アキト代表は「彼をいじめないように」と言い残して部屋を辞去する。

　水蜜は口を開きかけたが、実際には何も言わず、眠たげな目で優馬を見てから頭を下げて部屋を出ていった。

「さぁ、五百月いせづき優馬」

　全員が部屋から去ったのを確認して、アリスが言う。

「これでもうお邪魔虫はいません。誰だれの目も気にする必要はありませんよ。混乱しているのは理解できます。まずはあなたの質問を受けつけましょう。何でも訊きいてください。すべてお答えします」

　アリスは穏やかな口調で微笑ほほえむ。

　優馬は少しだけ肩の力を抜いた。別に代表や水蜜がいたから言葉に迷ったわけではなかったが、このほうが話しやすいのも事実だった。

「あの、ではまず、単純な質問なのですが、あなたの身体からだはどうなっているのですか？」

「わたしには肉体と呼べるものはありません。これは仮の姿です」

　アリスは言って、部屋の中央にある三体の女神像を指差した。

「あれが今のわたし。重層世界調律機関のメインコンピューター、魔法具《因果律朗読アカシツク・レコード》」

「アカシック……レコード」

「そう。わたしはあなたの時間的概念で言って二千年以上前に肉体を捨て、この《因果律朗読アカシツク・レコード》に精神を移植されたのです」

「……二千年!?」

　優馬は思わず驚きの声を上げた。それは事実上の不死ではないのか。

　だが、そう思ったのを見透かしたように、アリスは続ける。

「残念ながら、という言葉が正しいのかは分かりませんが、不死というわけではありません。《因果律朗読アカシツク・レコード》は自己修復機能が働いているので、寿命というものがないのです。ただし、自己修復機能を上回る速度で破損が続けば機能が停止します。幸運にもこれまでそんな事態には陥りませんでしたが」

　優馬ゆうまは女神像を見上げる。その像が何でできているのかよく分からなかった。優馬が知るいかなる材質とも異なるものが使用されているのだろう。

　顔を下ろして、映像のアリスに目を向ける。話をするのならば、こちらを見たほうがいい。彼女は床から十センチほど浮いており、時折、ノイズのようなものがピシリと走った。

「あなたが《龍騎士ナイトアノール》の一人だと聞きました」

「その通りです。とはいえ、わたしの役目は《歪わい曲きよく》現象を調律することではありません。わたしの役目は『世界』の因果律を無限に計算し続けることにあります。計算によって導き出された『答え』が『世界』を維持するために必要な指針となるのです」

　あまりにも壮大過ぎて、優馬には現実感がなかった。

「あなたが因果律を定めているのですか……？」

「そうではありません。因果律とは既にそこにある未来のことを意味します。原因という過去と結果という未来の必然的関係、その規則性を読むのが《因果律朗読アカシツク・レコード》であり、わたしはその操縦者でしかありません」

　分かったような、分からないような話だった。

　調律士が持ち出す図書館と一冊の本におけるたとえ話で言えば、図書館のすべての本を読むことができる存在、それがアリスなのだろう。

「他ほかに質問はありますか？」

　促された優馬は下唇を噛かみしめ、しばし考える。それからゆっくりと訊たずねた。

「ノエルに……ノエル・ローゼンバーグに死ぬように命じたのはあなたなんですか？」

　アリスは笑みを崩さない。複数の声を重ねたような音色で答えた。

「死になさいと命じたわけではありません」

「でも、ノエルには死んでもらおうとしていた。事実上、そういう命令だった」

　優馬は固い口調で言う。

「《統括府フラツトリザード》で話し合った結果です。彼女は《龍騎士ナイトアノール》でありながら重罪を犯した。《龍騎士ナイトアノール》は機関の象徴です。彼らには清せい廉れん潔けつ白ぱくであってもらわなくてはならないのです」

「人の命なんですよ？」

「過去にも同じ選択がなされています。『世界』を正しい姿として維持するためにある機関が人々の求心力を失うわけはいきません。非情な選択であったことは理解しています。あなたの主張は人として正しい。ですが、わたしも組織の一人として正しい行動を取ったまでです。ですが、甘んじてあなたから謗そしられましょう」

　代表に攻撃的な態度に出たときと異なり、優馬は何も言えなかった。優馬の主張はいつも感情に任せただけの子どもの主張だ。そう自覚していた。そう自覚させられた。

「ノエル・ローゼンバーグは幸運ですね」

　不意にアリスが言う。

「あなたと出会えたのだから」

　アリスもまたアキト代表と同じことを言った。

「僕は何も……」

　優馬ゆうまはそう呟つぶやき俯うつむいた。優馬はノエルに何もしてあげられていない。ノエルを救ってあげたりなんかできない。優馬が力不足だからこそ、ノエルは今苦しんでいるのだ……。

「今度はわたしから質問してもいいですか？　そもそも、わたしはあなたに興味があったのでアキトに連れて来てもらったのです。いいえ、わたしだけではありませんね。今やあなたは機関中の有名人なのですよ？」

「……螢火ほたるび鉄葉ぶりきにも言われました」

「イーサン・ソルトウォーターから《混沌の柩パズル・ボツクス》を奪い返した時点であなたの名前は知れ渡りました。その上、螢火鉄葉とアラン・スミシーとの戦闘でさらに株を上げた結果となったのです」

　そんなに注目されることなのだろうか。優馬はゆっくりと首の後ろをなでた。こつりと鎖骨に紅あかいクロスがぶつかる。

「《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》ですね」

　アリスが近づいてくる。だが、彼女が優馬に触れることはなかった。

「これはここだけの話なのですが、あなたがイーサン・ソルトウォーターを刺し貫いた瞬間、《因果律朗読アカシツク・レコード》は《歪わい曲きよく》を観測しました」

「……で、でも、調律士の使う魔法具はどれも、許可を得た《歪曲》で……」

　優馬はアリスの言葉に動揺した。アリスはそんな優馬の様子にまた微笑ほほえむ。

「咎とがめているわけではありません。これがここだけの話である所以ゆえんなのですが、《歪曲》の観測ポイントはあなたの刀ではありません。あなた自身から観測されたのです」

「……どういう、ことですか？」

　不意に優馬の脳裏にスローターという言葉が思い浮かんだ。螢火鉄葉が優馬に向けていった言葉だ。『糸を切る者スローター』と。

「それはわたしのほうこそお訊たずねしたいことなのです。その刀は、あなたの力を引き出すカギではあるものの、それはそれだけなのです。実を言いますと、《因果律朗読アカシツク・レコード》をしても、あなたの過去を調べることができませんでした」

「僕の……過去……？」

「厳密にはあなたが鬼束おにづか響士朗きようしろうに保護される以前の記録が存在しないのです」

「そんなこと言われても……僕は……」

「あなたのご両親は事故で亡くなられていますね？」

　そんなことは知らなかった。両親の記憶などないのだ。ただ覚えているのは、どこまでも暗い闇やみと、紅あかいクロスだけ。不意に吐き気がこみ上げる。ここは現実なのに悪夢が優馬ゆうまを追いかけてくる。額を汗が通り過ぎた。

「五百月いせづき優馬、あなたのことが知りたいのです。だから、わたしはあなたとお話がしたかったのです」

　アリスの映像が揺れる。ノイズが走った。まるで再生を繰り返し過ぎて劣化してしまったビデオテープの映像のようだった。

「教えてください、あなたの過去に何があったのですか？」

「……何があったも何も……」

　複数の人間を複合させたような声で、彼女は優馬に問いかける。優馬は答えに詰まる。

「《因果律朗読アカシツク・レコード》と同調しているわたしに分からないことは存在しません。ですが、あなたを知ることは難しい。ゆえに興味があるのです。あなたは何者なのですか？」

　そのときだ。壁に浮かぶ映像の一つがアリスの前に飛び出してきた。

　映像には《専任治療班ピクタススイフト》白銀しろがね甘夏あまなつの顔があった。

「どうしたの？」

　アリスが訊たずねると、甘夏は先ほどとは打って変わり、かしこまった調子で告げた。

『申し上げます。ただいま、ノエル・ローゼンバーグの検査が終了しました』



　　　†



　作りものの空を鬼束おにづか響士朗きようしろうは見上げる。

　そこは医療部から出た街路だった。人ひと気けのない道を選んでいた。

　重層世界調律機関は要よう塞さい都市であるが、壁の中に町が存在するわけではない。町はどの「世界」からも隔絶した「空間」に存在する。よって、この「空間」には本来、昼もなければ夜もない。大気圏が存在しないのだから、彼女が見上げた部分を「空」と表現することもできないのかもしれない。ただ、擬ぎ似じ的てきな一日が作り上げられている。

「……ノエル」

　苦しげなノエルの顔が脳裏に浮かぶ。背中を中心に浮き出ていたあの痣あざが一体何に起因するものなのか鬼束響士朗にも分からない。だが、あれが《咒カーズ》であることだけは明らかだった。

　鬼束響士朗の中で、ノエルの苦しげな顔が、次第にかつての《片手袋メイト》ミルアの顔と重なる。

　ノエルと姉のミルアは驚くほど似ている。意志の強そうな青い瞳ひとみも、透き通るような白い肌も、柔らかな髪も。ノエルがこのまま成長すればいずれはミルアのように、いや、もしかしたらミルア以上に美しくなるかもしれない。

　ミルアと出会う以前の鬼束おにづか響士朗きようしろうは文字通り剣の鬼だった。彼女は剣を手にしてから一度も負けたことがなかった。語り合う前にまず剣を向ける、それが彼女の流儀だった。「鬼束響士朗」という名さえ、師を打ち倒して奪った名前だ。

　調律士という仕事には興味がなかった。だが、実戦では強い敵と剣を交えることができる。強い敵と斬きり結びたい、それだけが鬼束響士朗の願いだった。

　だが実戦ですら命のやりとりにつながるような真実の勝負は少なかった。その頃ころ、鬼束響士朗は《追儺おにやらいノ命みこと》の異名で恐れられていた。誰だれも彼女に近寄ってはこなかった。鬼束響士朗は退屈していた。歪わい曲きよく師しでさえ、彼女の名を知れば無条件で降伏していた時期だ。

　そんな彼女の前に、ミルア・ローゼンバーグが現れる。

　鬼束響士朗にとって、ミルアは六人目の《片手袋メイト》候補だった。

　ミルア以前の五人は鬼束響士朗についていくことができず、みな去っていった。

　パートナーなど必要なかった。そもそも《片手袋メイト》の制度は、単独行動による調律士の死亡率を下げるための制度だ。そんなものが必要とは思えなかった。

　新しいパートナーの話は聞いていたが、顔を見てすぐに追い払うつもりだった。

　だが――。

「あなたが鬼束響士朗ね。はじめまして、わたしはミルア・ローゼンバーグ。あなたの《片手袋メイト》に任命されたの。よろしくね」

　そう言って手を差し伸べるミルアの美しさに鬼束響士朗は息をのんだ。まるで宗教画か何かに描かれている天使のような少女だった。けれど、だからこそ鬼束響士朗は言った。

「機関のお偉方が何を思ってあんたをわたしのところへ寄こしたのか知らないが、あんたみたいな女の子にわたしの《片手袋メイト》が務まるとは思えねぇ。つーか、そもそも、わたしはパートナーなんか必要としてねぇんだよ」

「そうなの？　それは困ったわ」

　ミルアは少しも困っているようには見えない様子でそう言った。

「知んねぇよ。わたしは困らん」

「このまま帰れないわよ」

「だから、知んねぇっての」

　ミルアは妙に可愛かわいらしい仕草で腕を組み、しばし考えたあと鬼束響士朗にこう言った。

「じゃあ、勝負しましょ」

「はぁ？」

　聞き間違いかと思った。

「だから、勝負しましょう。わたしが勝ったら、あなたの《片手袋メイト》にしてもらうわ」

「おいおい、何勝手に話進めてんだよ。んなことできるわけねぇだろ」

「どうして？」

「どうしてって……そりゃ」

　目の前の少女にどう言い聞かせるべきか迷い、しかし、下手に言葉を尽くすよりはっきり言ってやるべきだと思った鬼束おにづか響士朗きようしろうはこう告げた。

「下手すりゃあんたを殺しちまうし、そうでなくてもあんたのその可愛かわいらしい顔を傷つけることになるからだ」

　ミルアはぱちくりと数度瞬まばたきをしてから首を傾かしげた。

「やってみないと分からないわ」

「アホか。やらなくても、一足す一は二だし、水を分解すりゃ水素と酸素になんだよ」

　言った鬼束響士朗の前でミルアは剣を抜いた。何もない虚空から抜き出すさまは、少なくとも剣士のそれだった。彼女に相応ふさわしく透き通った剣だった。

　ミルアは切っ先を鬼束響士朗に突きつけた。鬼束響士朗は深く眉まゆを寄せた。そうされれば応えないわけにはいかなかった。仮に相手を傷つけたくなくとも、剣を向けられた以上応えないのは礼儀に反する。

「チッ、バカが」

　苦々しく吐き捨て、鬼束響士朗はミルアに対面した。

「抜いた以上は真剣勝負だ。覚悟しろよ？」

「してるわ。剣を向ける以上、人の命を奪うことだってあるんですもの」

「分かってるじゃねぇか」

　そう、剣は誰だれかを守ったりはしない。剣に限らず武器はすべて殺すための道具だ。キレイごとは通らない。剣を抜くということは命を賭かけるということだ。相手を殺すこともあるし、自分が殺されることもある。そこに正義はない。悪もない。必要なのはただ殺す覚悟と殺される覚悟だけだ。

　鬼束響士朗は唇だけで笑い、愛剣《天之尾羽張あめのおはばり》を抜いた。その長大な剣の切っ先をミルアに向ける。

「条件を提示して」と、ミルアは言った。

「条件？」

　鬼束響士朗は繰り返す。

「わたしが勝ったら、あなたの《片手袋メイト》になるの。あなたが勝ったら？」

「あー」わずかに思考を巡らせ、それから鬼束響士朗は言った。

「わたしが勝ったら、わたしの女になれ」

　ミルアはそこで可愛らしい顔をわずかに歪ゆがませた。

「………………ごめんなさい、あなた、そっちの人だったの？」

「冗談だっつーの。わたしが勝ったら、金輪際わたしの前に現れるな。これが条件だ」

　言ってしまってから、少しもったいなかったかな、とも思った。

「いいわ」

　ミルアは頷うなずいて見せる。

　条件は整った。

　そして二人は剣を交えた。勝負は一瞬だった。

　真の剣士の勝負に度重なる剣けん戟げきはない。全身全霊をかけた一いつ閃せんは、どちらがより優れているかだけを純粋に浮き彫りにし、勝者と敗者を生み出す。

　負けたのは鬼束おにづか響士朗きようしろうだった。

　彼女の剣は宙を舞い、ミルアの細い剣が鬼束響士朗の首筋で静止していた。

　それは、彼女が生まれてはじめて経験した絶対的な敗北だった。

「約束よ。わたしが勝ったのだから、今日からわたしがあなたの《片手袋メイト》よ、響士朗」

　ミルアは鬼束響士朗に手を差し伸べて言った。

　鬼束響士朗は地面に腰をついたまま、呆ぼう然ぜんとした顔でミルアを見上げた。

「何が……どうなって……」

　どのようにして自分が負けたのか鬼束響士朗は理解できなかった。

「あなたの敗因は、自分は絶対負けないと思っているところね。勝負に絶対はないのよ？」

　ミルアはそう言って下手くそなウィンクをした。両目が同時に閉じてしまっていた。可愛かわいらしい顔をして、鬼のように強く、それでいてひどく間抜けだ。

　それを見た鬼束響士朗は、

「は、はははははははははッ！」

　大きな声で笑った。腹がよじれるほど笑った。

「な、何よ？　何が可お笑かしいの？」

　ミルアは顔を赤くして鬼束響士朗に訊たずねる。

「いい女だ、気に入った」

　鬼束響士朗は差し出されたミルアの手を取った。

「いつかおまえをぶちのめす。そしてそのときは、わたしの女にしてやる」



　あの日々は、今はもう遠い。

　鬼束響士朗は暮れゆく空から顔を下ろしてもう一度呟つぶやく。

「ミルア、おまえが恋しいよ」

　ジーンズのポケットに手を差し込んで歩みを進めた。人の姿も今はなかった。

　――いや……。不意に、視界の隅に人影が映った。スッと建物の隙すき間まへ入っていく。

　普通ならばそれはそれだけだ。別にここが無人というわけではない。《警備部隊ツリーアガマ》の巡回もある。気にかけるほどのことはない。そう、普通ならば。

　だが、それは普通ではなかった。知らず、鬼束響士朗は駆け出していた。



    

  
    
      



    

  
    
      「おい、あんた！」

　声を上げる。ブーツが地面を蹴ける音が響いた。

　人影が進んだビルの隙すき間まへと走る。

　ただの見間違いだという思いと、見間違うはずがないという思いが拮きつ抗こうしている。

　胸が激しく高鳴った。いや、いるはずなどないのだ。いてはいけない人物なのだから。

　しかし確かめずにはいられなかった。

「ミルアッ!!」

　鬼束おにづか響士朗きようしろうは叫んで角を曲がった。右手はすがるように伸ばされていた。

　その瞬間――。鬼束響士朗の頬ほおを冷気が撫なで、眼前を氷の花弁が覆う。

　同時に右手が宙を舞った。痛みはなかった。切り離された右手がゆっくりと弧を描く。

　その向こうにいる人物が小さな唇を開いた。



「我が勝利に冷たき笑みを――」



　鬼束響士朗に刃やいばが降り注ぐ。

「……やべぇ、しくったぜ」

　それはひどく美しく、鬼束響士朗の視界を染める。



    

  
    
      
第２章　混沌の柩パズル・ボツクス

　　　　――Broken cage





　本物の暗くら闇やみを見たことがある。

　夜よりもなお濃く、

　暗闇という言葉そのものに何の意味も与えはしない――、

　そんな暗闇。

　どんな光であろうと、

　際限のない闇を照らすことはできないのだと、

　漠然と思った。

　最初の記憶は瓦が礫れきと静寂と炎。

　その炎が瓦礫を照らし、そして深い闇が生まれる。

　静寂の世界の中、自分はたった一人なのだと思った。

　自分はどうしようもなく無力なのだと悟った。

　一人だった。

　一人ぼっちだった。

　何日も、何日も。

　どこまでも続く瓦礫の中には食べる物など何もなく泥水をすすって生き延びた。

　身体からだからは力が失われ、

　立っていることもままならず、

　このまま自分は死ぬのだろうと思った。

　死を想いながら、赤い十字架を眺めていた。

　ただ純粋な絶望。

　そして、世界のどこかで平凡な日常を過ごしているだろう者に対する呪のろわしいまでの嫉しつ妬と心。彼らは自分が死んでいこうとしていることを知らないのだ。

　許せない、そう思った。

　世界は暗闇に満ちていたが、そこに悪意はなかった。

　暗闇に絶望を見いだすのは、人間だけなのだろう。

　人間の中にある本物の暗闇が、すなわち絶望なのだ。

　だから、世界が暗闇に満ちていると言うよりも、

　暗闇は人の心の中を満たしている、と言うべきなのかもしれない。

　あの暗闇を照らす方法が、今でも思いつけずにいる。



　　　†



　目が覚めた。眠りは浅かったようだ。腰と首が痛い。仕方がない。ベッドの横にあるスツールに腰かけて、壁に背中を預けるようにして眠ったのだから。

　優馬ゆうまはベッドで寝ているノエルに目を向ける。

　ベッドの周りには様々な機械がある。ノエルの腕には点滴の針が刺さり、顔は酸素マスクで覆われている。自発的な呼吸は行われているようで、胸が小さく上下していた。

　寝顔は、今はいくらか穏やかだ。鎮痛剤が効いているからだろう。

　ただし鎮痛剤の効果がどれくらい続くのかは不明だそうだ。投薬量を増やすのは、それはそれで危険であると説明を受けた。

　ひと晩が経過していた。

　優馬は検査を終えたノエルのそばについていた。

　水蜜すいみつは席を外している。

　鬼束おにづか響士朗きようしろうは、別れてから姿を現していない。どこで何をしているのやら。

　今、病室には優馬とノエルの二人きりだった。



　昨日、アリスとの面会後、優馬と水蜜は慌てて医療部に戻り、ノエルの検査結果を聞かされた。甘夏あまなつは優馬に言った。

「結論から言うと、ノエルちゃんは《咒カーズ》にかかっているの」

　水蜜とふざけ合っているときとは打って変わって、真剣な面持ちだった。

「カーズ、ですか？」

　見習いに過ぎない優馬は専門用語をほとんど知らない。新しい言葉を耳にする度に訊きき返さなくてはならなかった。

「感染性の『毒』のことね」

「毒……でもどうして？　食べ物か何かですか？」

　咄とつ嗟さに心当たりが思い浮かばなかった。

「原因は螢火ほたるび鉄葉ぶりきの《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》だと思われるわ」

「螢火……鉄葉……」

　しかし、螢火鉄葉との戦闘から随分と経っている。それに優馬のほうは何ともない。

「あなたもイーサン・ソルトウォーターが脱獄したときの報告は受けているでしょう？」

「……螢火鉄葉を含む二人組がイーサンを脱獄させた。でも、その二人組と言うのは、螢火鉄葉と彼女の使し役えきする人型魔法具《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》だった」

　えぇ、と甘夏は頷うなずき、そして続けた。

「現場を目撃した看守の調律士は、そう証言して、その後命を落としたわ」

「螢火ほたるび鉄葉ぶりきと遭遇した調律士の生還率は一割に満たない」

　水蜜すいみつが優馬ゆうまの隣で呟つぶやいた。

　それから甘夏あまなつが先を引き取った。

「亡くなった調律士からも、ノエルちゃんと同型の《咒カーズ》が検出されているの。恐らく傷口から感染したのね。報告によるとノエルちゃんは《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》に背中を傷つけられているわ。《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の指先には『毒』が仕込まれていたと考えて間違いないでしょうね」

　優馬は、あの日ノエルの背中が大きく切り裂かれていたことを思い出した。

　自分がアラン――あゆきのもとへ向かった後のことだ。ノエルは螢火鉄葉と戦闘になった。そのときにやられたのだ……。

「遅効性なのですね」と水蜜。

「潜伏期間が不定なの。感染しても発症するまで時間差がある。けれど、一度発症してしまえば、今のノエルちゃんのように苦しむことになるわ」

「どうすればいいんですか！　どうすればノエルは助かるんですか!?」

　優馬は声を張り上げた。

　しかし、甘夏は視線をわずかに下げて、顔を横に振った。

「はっきり言うわ。《専任治療班ピクタススイフト》にもサンプルがないから、手の施しようがない。この《咒カーズ》は、宿しゆく主しゆが死ぬと体内から排出されてしまうの。つまり採集が困難ということ。サンプルがないから研究もされておらず、治療法が確立されていない。今は鎮痛剤で痛みを緩和させることしか……」

「そんな……」

　目の前が揺れた。

「もちろん、全力で治療法を探すわ。言い方は不適切かもしれないけれど、今はノエルちゃんという生きたサンプルがあるんですもの。でも……」

　甘夏はそこまで言って、水蜜とそっくりの瞳ひとみを伏せた。

「でも、何ですか？」

　優馬の言葉に甘夏は下唇を噛かみしめ、それからゆっくりと続けた。

「でも、もしもこのまま治療法が見つからなければ、ノエルちゃんの命は保証できない」

　室内に沈黙が下りた。

　優馬は視界がぐらりと揺らぐのを感じた。吐き気がした。

　ノエルが助からない？　そんなバカなことがあってたまるものか。いつも信じられないくらいに大食いで健康そのものとしか思えないノエルが、毒だか《咒カーズ》だかわけの分からないもので死ぬって？　ありえない。そんなことはありえない……。

「螢火ほたるびとの戦いのあと、アランの《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を破壊するとき、ノエル……二回倒れたんです。一度目はツユリ・スカイ・タワーのエレベーター前で、あいつ、倒れて……でも、大丈夫だって言ってたんです。実際、すぐに立ち上がって……僕も大丈夫だって思ったんです。ただ……屋上についてから、ノエルはまた倒れました。銃口も定められなくて……。あのとき、もう感染してたってことですよね？　僕のせいだ。僕がすぐに気づいてたら、こんなことにはならなかったかもしれない」

「それは違います、五百月いせづき優馬ゆうま」

　優馬の横で水蜜すいみつが言った。

「その時点で《咒カーズ》は発症していませんし、その兆候を読み取るのも困難です。事実、その後しばらくの間、ノエル・ローゼンバーグは健康体でした。水蜜も気づけなかったのですから。あなただけの責任ではありません。また、ノエル・ローゼンバーグ自身も自分の体調の変化に気づいていなかったと思われます。誰だれにも予測は不可能だったのです」

　そう言われても、優馬は自分を責めずにはいられなかった。両手で頭を抱えて蹲うずくまる。

　そのとき、「ただ一つ」と甘夏あまなつが口を開いた。優馬は顔を上げて甘夏を見つめた。

「螢火鉄葉ぶりき自身なら、この《咒カーズ》の解除方法を知っているかもしれないわ」

　その言葉に水蜜が頷うなずいていた。アップにした髪が上下する。

「なるほど、確かに、誤って自身が感染してしまった場合を考え、解除方法を知っているはずですね。ですが……」

　水蜜の言葉を優馬が奪った。

「それだッ！」

　優馬は叫んだ。

「螢火鉄葉を捕まえればいいんだ！」

　しかし水蜜が優馬の目を見据えながら静かに窘たしなめた。

「落ち着いてください、五百月優馬」

「落ち着いてなんていられないだろ、一刻を争う事態だ！」

「では、あなたはどうやって螢火鉄葉と接触するつもりなのですか？」

「それは……」

　水蜜に問われ、優馬の頭からスッと血液が下りていく。

「仮に接触できたとしても、螢火鉄葉が協力を申し出るとは思えません」

　優馬は拳こぶしを握りしめた。紅あかいクロスが大きく揺れた。

　左半身を焼やけ爛ただれさせた螢火鉄葉の姿が思い浮かんだ。その呪のろわしい瞳ひとみも。

　これが彼女の憎悪の結果だった。

　螢火はただ負傷して逃げたわけじゃない。安全に離脱するために優馬たちを《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》へ向かわせた。螢火は決して親切であゆきとアランを分離したわけではないのだ。

　それでも優馬ゆうまとノエルは、螢火ほたるび鉄葉ぶりきのことを阻止したつもりでいた。

　まさかこんな置き土産を用意していただなんて思わなかった。



「ノエル……」

　目の前のノエルは酸素吸入器によって呼吸を補助されている。顔にマスクが取りつけられていた。その姿は優馬の知る彼女からあまりにもかけ離れていて痛ましかった。

　しかし、それでも、ノエルが小さく息を吐くと酸素マスクが曇る。それは、それだけは、まだ彼女が生きている証あかしだった。生きようとしている証拠だった。

「ちゃんと生きろよ、ノエル……」

　返事はない。ノエルは目を瞑つぶったまま目を覚まさない。今目を覚ましてしまったら、再び激痛に苦しむことになるだろう。だから、今は眠っていたほうがいいのだ。

　優馬はベッドの横で跪ひざまずき、ノエルの手を握った。小さな手だった。優馬の手よりも少し冷たい。でも脈がある。まだ生きてる。

「ノエル、元気になってくれよ」

　祈るように優馬は言った。知らず声が震えていた。鼻水をすする。

「頼むよ。何でもするよ。ごはん何杯食べても、もう怒らないからさ。僕もノエルの《片手袋メイト》として恥ずかしく思われないよう頑張るからさ、だから、早く……早く元気になって、それで……それで……」

　そのときだった。優馬の背後で妙にくぐもった男の声がした。

「お可哀かわい想そうに」

　優馬は咄とつ嗟さに振り返る。

　そこにいたのは機関に到着したときに優馬がぶつかった男だった。フードのついたコートを着ている。男はフードを脱いだ。顔中に包帯を巻いていて素顔は見えない。

「あの、何か用ですか……？」

　優馬はノエルの手を放して立ち上がった。包帯の男と対面する。

「ふふ」と、男はくぐもった声で笑った。

　優馬は眉まゆをしかめる。

「いや、失礼。ただ、こうも気づかれないものなのかと思いましてね」

　言った男の手にはナイフが握られていた。

「な!?」

　しかし、男はナイフを優馬に向けるのではなく、自身の首筋にあてがった。そのまま、切っ先を包帯の隙すき間まに差し入れ、乱暴に解ほどいていく。男の顔を隠していた包帯がバラバラに崩れ、床に落ちた。

「お久しぶりですね、調律士の少年」

　息の多いテノール。洋画の吹き替えを思わせるその声。

　最初に優馬ゆうまが見たのは彼の右目だった。暗い瞳ひとみだった。それは覗のぞいてはいけない奈な落らくの底を思わせた。次いで彼の左目が映る。いや、瞼まぶたは縫われて閉じられていた。その周囲に奇怪な紋様が刻まれている。

「イーサン……ソルトウォーター……やっぱり、生きていたのか」

　優馬は呟つぶやいた。次の刹せつ那な、優馬は左手にあるクロスを握ろうとして――しかし、動きを封じられた。イーサンの足もとの影から、複数の黒い剣が突き出し、優馬を捉とらえていたからだ。切っ先が優馬の頬ほおをかすめた。つ、と血が流れていく。

「くッ、《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》……」

　イーサンはゆっくりと二人の距離を詰め、自身の手にしているナイフを優馬の咽の喉どに突きつけた。ナイフの冷たさが伝わってくる。

「このまま咽喉を切り裂くこともできます。あなたに殺された仕返しとしてね」

　優馬はイーサンの顔を睨にらみつける。意識の半分は変わらず、左手につり下がっているクロスにある。

「……どうやってここに入り込んだ？　目的は何だ？　……どうして、どうしてあんたは生きてる？　あんたは……」

「確かに殺したはずなのに、ですか？」

　優馬は奥歯を強く噛かみしめた。

　イーサンは「ふふ」と笑い、優馬にナイフを突きつけたまま答えた。

「ここへは患者として入りました。堂々と正面から、正規の手続きを行って。《専任治療班ピクタススイフト》に通う実在する調律士のフリをしましてね。ご存じですか？　検問所では、一時的に能力が制限されます。あなたがたがどの検問所を通って機関に入ったのか知りませんが、その場ではあなたのその十字架は解除できないのです。あの場で力の行使が許されているのは《警備部隊ツリーアガマ》だけです。もっとも、《龍騎士ナイトアノール》の少女にかけられた《咒カーズ》も切断されなかったようですがね」

　イーサンは続ける。

「機関の内部に危険人物を入れるわけにはいきませんからね。ですが、能力の使用を制限しているという安心感があるのでしょうね。初歩的な認証システムでミスを犯す」

　優馬は悠々と語るイーサンを睨み続ける。

「指紋認証をどうやってクリアした？」

　無人のシステムならば偽造でも何でも可能だろうが、人が見ている前で指紋を偽造できるものだろうか？　まして能力が制限される監視下でならば、なおさらだ。

「簡単なことですよ」

　と、イーサンは言った。本当に簡単そうに。

「本人の手をお借りしました」

「お借りって……」

「何を驚いているのです？　わたしの右手を切断しておいて」

　イーサンは低く笑って続ける。

「包帯で巻いてしまえば、存外気づかれぬものです」

「……何てことを」

　優馬ゆうまは敵意を込めて再度、イーサンを睨にらむ。

　イーサンは笑顔でそれをかわした。長い髪がひと房こぼれ、左の目を隠した。

「ですが問題がありましてね。切断後、大分時間が経ってしまったせいで腐りはじめまして。あぁ、ご安心を既に処分済みです。今は義手を使用しております。しかし、認証が上う手まくいかなくなってしまったせいで、この塔から外へ出られない。そこで――」

　イーサンはナイフをわずかに持ち上げる。室内の光を反射してギラリと光った。

「あなたに協力していただきたいのです、調律士の少年」

「協力？」

「あなたの手が必要なのです」

　ゾッとする言葉だった。

「とはいえ、この場であなたの手首を斬きり落として持っていく気はありません。ここを血の海にすることは本意ではないのです。騒ぎも極力起こしたくありません。だから、協力していただきたいんですよ」

「何を企んでる？　あんたが螢火ほたるび鉄葉ぶりきとつるんでるのは知ってるんだぞ！　ノエルは、螢火鉄葉のせいでこんなに苦しんでるんだ！」

　イーサンは少しだけノエルのほうへ目を向けた。それから優馬に視線を戻す。

「心外ですね。その気ならば、あなたを背後から襲うこともできたのに、そうせずにこうして顔をさらし、お願いしているのに」

「ナイフを突きつけながらお願いか？」

　イーサンは右目だけで笑い、そして、ゆっくりとナイフを下ろす。同時に、影の中に《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》の黒い大剣も沈んでいく。

「協力してくださいますか？」

　優馬はたじろいだ。イーサンが一体どういうつもりで自分に協力を申し出ているのか、その意図が掴つかめなかった。

「……何なんだ？　あんたは、そうまでして、ここへ何をしに来たんだ？」

「あぁ、そうですね。肝心なことを言い忘れていました」

　イーサンはこの状況に似合わないくらい優雅に言葉を発する。

「わたしは《混沌の柩パズル・ボツクス》をもう一度、手に入れるためにこうしてやってきたのです」

　九九九人の絶望と引き換えに、持ち主の願いを叶かなえてくれるという魔法具だ。イーサンは機関の収容所を脱走する際に、《混沌の柩パズル・ボツクス》を盗み出している。

「盗みに協力しろって言うのか？　断る！」

「即断してしまってよいのですか？」

　イーサンは不気味な笑みを浮かべたまま言った。

「わたしに協力してくれるのなら、螢火ほたるび鉄葉ぶりきの情報をあなたにあげると、そう言っても断りますか、調律士の少年」

「……どういうことだ？」

「若き《龍騎士ナイトアノール》が、螢火鉄葉の《咒カーズ》に感染していることは明白です。そして、その《咒カーズ》が容易に解除できないことも。ですが、螢火ならば、その解除方法を知っているでしょう。そして、あなた方は彼女と接触する方法がない。ですから、わたしが間を取り持ってあげましょう、と言っているのです」

「仲間を売るってことか？」

「仲間？　わたしと螢火が？」

「同じクオータニオンだろ？　あんたを脱獄させたのだって螢火鉄葉だし……瀕ひん死しのあんたを助けたのもそうなんだろ？」

　優馬ゆうまの言葉を、しかしイーサンは鼻で笑う。

「まず、間違いを正しておきましょう。クオータニオンは一つの組織ではありますが、あなたの言う『仲間』などという概念は存在しません。同時に煩わしい上下関係も皆無です。クオータニオンというのはデータバンク的組織なのですよ。会員制の掲示板と考えてもいい。会員ならば誰だれでも自由にアクセスすることができ、情報を共有することが可能なのです。螢火鉄葉もわたしも会員の一人だ。だが『仲間』ではない。たまたま、わたしを脱獄させることが彼女の利益になったというだけのことでしょう。歪わい曲きよく師しは自身の欲望に忠実なのですよ。彼女は自分の欲望に従って行動した。わたしもそうするだけです」

　優馬の心がかすかに揺らぐ。でも――。

「……あんたが本物の情報をくれるとは限らない」

「それはその通りですね。わたしとしては、信用してくれとしか言いようがありません。と言って、簡単に信用を得られるとも思いませんが。だからこそ、わたしはまず正体を明かしたのです。もしも、あなたがわたしを信用できないと言うのであれば、他ほかの調律士を呼べばよいのです。表向きわたしに協力するふうを装ってそうすることもできるでしょう。わたしを騙だまし、みなで捕えればよい。そうされる危険を冒してまで、あなたの前に現れた、というところを酌んでいただきたい」

　イーサンは右目を細めた。

「その《龍騎士ナイトアノール》を助けたくはないのですか？」

　優馬ゆうまはノエルに視線を移す。

　ノエルの胸が呼吸によって小さく上下する。彼女は、今だけは穏やかに眠っている。

　しかし、いつまた苦しみ出すか分からない。《咒カーズ》とやらはいまだに解除されていないのだ。甘夏あまなつはその方法を探すと言っていたが、見つかる保障があるわけではない。時間もかかるだろう。それよりも螢火ほたるび鉄葉ぶりきに問いただすほうが早い。彼女が簡単に口を割るとは思えないが、それでも何もせずにはいられない。

　あるいは、螢火鉄葉自身はこの展開を予想していたのではないか。そうも考えられた。

　螢火は自分のもとに優馬が現れるようにノエルに《咒カーズ》を感染させた。ノエルが《咒カーズ》にかかれば、優馬は螢火に解除方法を訊たずねに行く、そう見越した上での行動だった。

　そうだとしたら、その目的は何だ？　恩赦の要求……いや、ありえない。

　それよりも、もっとありそうなこと……優馬をクオータニオンに引き入れる……。

　だが、螢火鉄葉はどうして優馬に固執するのだろうか。イーサンを倒したと言っても、実際には討ち損ない、彼はこうして生きているのに……。

　とはいえ、イーサンの提案は魅力的だった。イーサンに協力すれば、螢火鉄葉の情報がもらえる。彼女に会えば、ノエルは助かるかもしれない。

　イーサンが《混沌の柩パズル・ボツクス》を手に入れるために協力すべきか？

　それがバレたら、優馬もまた大罪を背負うことになるかもしれない。

　でも、それでも……。

　――そのとき、不意に。

　優馬の心を闇やみがよぎった。

　その闇はひどく具体的で、あまりにも現実的だった。

《混沌の柩パズル・ボツクス》を使えば、ノエルの《咒カーズ》を解除することができるのではないだろうか？

　だが同時に、イーサンの足もとで絶命していた日月ひづき明あきらの姿を思い出す。彼はイーサンによって復ふく讐しゆうの力を手に入れた。だが、それは日月明を絶望させるために用意したイーサンの罠わなだった。《混沌の柩パズル・ボツクス》は九九九人の絶望を必要とする。イーサンは日月明に希望を与えた上で、それを奪い去ることで彼を真実の絶望に落とし、そして殺したのだ。イーサンのその行為を許すことはできない。認めてもならない。

　ならば、ノエルのためでも《混沌の柩パズル・ボツクス》を使ってはならないはずだ……。

　しかし、心は揺れる。

《混沌の柩パズル・ボツクス》は真実、呪のろわれし魔法具である……。

「さぁ、どうなのです、調律士の少年。わたしに協力してくださいますか？」

　イーサンが優馬に答えを促す。

　優馬は――。
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　何か大変なことが起きている。

　白銀しろがね水蜜すいみつはレベラーを降りると、病室に続く廊下を急ぎ足で進んだ。アップにしている髪が大きく跳ねる。コツコツと自身の足音が響いた。

　報告が水蜜の耳に届いたのは、発見者がそれを見つけてからおよそ一時間が経過してからのことだった。

「情報の伝達が遅過ぎます！」

　水蜜の声は、彼女のものとは思えないほどに苛いら立だっていた。

　一時間前、機関の職員がそれを発見した。当初、彼は「グローブが落ちていると思った」と、そのときのことを証言している。彼は、そのグローブを拾い上げようとして、そして硬直してしまう。それはグローブではなく、人の手だったのだ。手首よりもやや上の部分でまっすぐに切断された人間の手だった。

　そこで、彼は貧血を起こし、そのまま倒れてしまう。

　彼はその後、巡回中の《警備部隊ツリーアガマ》によって発見されることとなる。

　手が発見された現場には血けつ痕こんはなかった。それは切断場所がそこではないことを意味していると思われた。どこかで切断され、手だけを移動した？

　通常ならば不可解なその状況も、機関の中では不可解とは言い切れない。そうする可能性がすぐさま思い浮かぶ。施設内の移動のために利用した、という可能性だ。

　機関に入るには特殊な指紋認証を通らなければならない。その関門を突破するために施設内の人間の手を切り取ったと推理するのはおかしな思考ではないだろう。

　それでも不可解な点がある。いや、それゆえに不可解であると言うべきか。

　施設の中を移動し続けるには切断した手はカギの役割をするので常に携帯し続ける必要がある。何な故ぜ、それが屋外に放置されていたのか。

　既に用済みとなったのか、それとも放置しなければならない事態に遭遇したのか？

　発見されれば、侵入の証拠となるのに……。

　現在、指紋とＤＮＡから手の該当者の検索が行われている。腐敗がはじまっており、通常認証よりも時間を要するが、それでも間もなく結果が出るだろう。手の持ち主の生死は今の段階では不明だ。調べれば、切断が生前か以後かもすぐに判明するはずだが、水蜜はまだそれらを確認していない。

　ただ、発見された手そのものから水蜜はある危き惧ぐを抱えている。

　発見された手は右手だった。恐らく、女性の右手であろうと思われた。また、手の平の皮が厚くなっていた。これは剣士に特有の手の平だった。

　そしてその手の平には、切断よりも前にできた切り傷が残されていた。

　そのことが水蜜すいみつにある場面を思い出させた。

　五百月いせづき優馬ゆうまがノエル・ローゼンバーグを幸福商会の事務所に運んだ際、鬼束おにづか響士朗きようしろうはノエル・ローゼンバーグの肌に浮かぶ髑髏ドクロの痣あざに手を当てた。

　そしてそのとき、右手を切り裂かれている。

　鬼束響士朗は現在どこにいるのだろう？　ノエル・ローゼンバーグを運んだ鬼束響士朗は「ブラブラしてくる」と言い残して以降、姿を見せていない……。

　ノエル・ローゼンバーグにかけられた《咒カーズ》。

　切断された何者かの手。

　鬼束響士朗は行方不明。

　何か大変なことが起きているのは間違いなかった。にもかかわらず伝達に齟そ齬ごが生じ、水蜜の耳に状況が伝わるのにタイムラグが発生してしまった。

「イヤな予感がします。水蜜の予感は当たるのです……」

　今現在、ようやく機関全体の警戒レベルが平時から引き上げられた。警戒レベル２だ。しかし、レベル２では《警備部隊ツリーアガマ》と、上級調律士にしか警戒が伝えられない。警報器など鳴りはしない。重層世界調律機関は巨大な組織、内部の混乱ですべてを危険にさらすわけにはいかないからだ。

　水蜜は、それでも優馬には知らせるべきだと判断し、ノエルの病室へ急いでいた。

　五百月優馬は、ノエル・ローゼンバーグの《咒カーズ》が螢火ほたるび鉄葉ぶりきの魔法具《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》によるものと判明して以後、ずっと彼女のそばを離れようとしない。

　螢火鉄葉……窪双美くぼふたび理梨りり。

　水蜜も彼女の正体に気づくことができなかった。

　それどころか、水蜜は勝手に飛び出した優馬を追いかけて行ったせいで《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》にからめとられるという失態を犯していた。

　水蜜が気づいていれば、あるいはこんな状況にもなっていなかったかもしれない……。

　だが今は、既に起きたことを振り返って悔やんでいるだけの余裕はない。

　廊下を抜けた水蜜は、ノエルの病室の扉に手の平を読み込ませる。

「五百月優馬！」

　しかし、そこに五百月優馬の姿はなかった。

　ノエル・ローゼンバーグが静かにベッドに横たわっているだけだ。彼女は今、酸素マスクをつけ、腕には点滴が刺さっている。

「……何であのこんこんちきは、いなきゃいけないときにどっか行っちまうんですかね、水蜜は非常に腹立たしいです！　ガッデムです！　どこに行きやがったですか！」

　すぐさま、水蜜は出入り口にとって返す。と同時に、向こうから扉が開いた。

　そこには――。

「アキト代表」

　マスター・リザードが立っていた。しかもたった一人だ。

「あぁ、白銀しろがねくん。きみもここにいたのか」

　アキト代表は水蜜すいみつの背後へ目をやる。真剣な瞳ひとみだった。

「五百月いせづきくんは？」

「それが、水蜜も今来たところなので分かりません。水蜜が来たときから五百月優馬ゆうまの姿はありませんでした。代表、一体何がどうなっているのです？　あの右手は？　鬼束おにづか響士朗きようしろうの所在は？」

　水蜜の問いに、代表は顔をしかめた。

「発見された右手の所有者の件について、まだ確認していないのか？」

「申し訳ありません……飛び出してしまいました」

「そうか。無理もないな。いいかい、よく聞いてほしい。右手の持ち主が判明した」

　水蜜は代表の顔を凝視する。代表はゆっくりと言った。

「右手は鬼束くんのものだった」

　水蜜は息をのむ。手足に痺しびれを感じる。

「そんな……それは……」

「残念だが、鬼束くんは何者かに襲われたようだ」

「切断は……生前なのですか？　それならば、」

「いや、鬼束くんが何者かと戦闘の結果、自害したとアリスが解析した」

「……自害」

　信じがたい言葉だった。

「追い込まれ、敗北を悟ったのかもしれない」

「……遺体は？」

「廃棄場に遺棄されたらしい、現在、捜索中だ」

　水蜜はかぶりを振る。それから足もとに視線を落とした。

　昨日から色々なことが立て続けに起こり過ぎている。これらはすべてつながっているのか？　こんなことになっているのに五百月優馬はどこへ行ったというのだ。

「白銀くん、こんなときにきみに伝えるのは心苦しいのだが」

　代表の言葉に水蜜は顔を上げた。

「きみに頼みごとがあるんだ」
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　優馬はイーサンと行動を共にしていた。

　スキャナーに手の平を乗せると赤い光が走り、優馬ゆうまの手の甲にトカゲの模様が浮かび上がった。手の中にＩＤカードが埋め込まれているようなものと水蜜すいみつは言っていた。

　優馬はイーサンに先立ち、レベラーに乗り込む。だが、目的地を入力するためにパネル前に立ったところで一体どこを目指せばいいのか自分が知らないことに思い至る。

「《混沌の柩パズル・ボツクス》がどこにあるのか、あんたは知ってるのか？」

　優馬は、ややぎこちない口調でイーサンに訊たずねた。

　仮にも、かつて殺し合った者同士だ、仲良くできるはずもない。

　本来ならば並んでいることも躊躇ためらわれる。イーサンは歪わい曲きよく師し、優馬は調律士見習いだ。

「わたしは機関の元調律士ですよ。魔法具の保管庫の場所くらいは分かります」

　イーサンはレベラー内のパネルを操作し、行き先を入力している。

「……でも、場所が変わっているかもしれないじゃないか」

　イーサンは優馬の言葉にかすかに笑った。

「それはありえません」

「何でだよ？」

「そもそも、保管庫はこの施設の中には存在しないからです。移すも何もありません」

「どういうことだ？」

「機関に入るときと同じですよ。入口と内部は必ずしも釣り合っていません。つながっているだけです」

　優馬は機関に入るときのことを振り返る。どこかの町の飲食店の二階、そこが入口だった。ここはあの扉と物理的に続いているわけではない。

「……つまり、ここには保管庫自体はなくて、その入口だけが存在するってことか」

「そうです。理解力がおありで何よりです」

　嫌味にしか聞こえなかった。

「でも、入口の位置が変わってることだってあるんじゃないか？」

「そうするメリットはないでしょう。この施設は、部外者は侵入できないことが前提です。万が一には備えますが、まずは侵入を阻止することに力を入れているのです。するとしたら位置を変えるのではなく、セキュリティの強化でしょうね。もしくは……」

「もしくは？」

　優馬はイーサンを見つめたが、彼はそれには答えなかった。レベラーが目的地へ到着したようだ。扉が開く。通路が続いていた。壁も天井も床も白い。人の姿はない。

　監視カメラのようなものは見当たらない。イーサンはゆっくりと顔を出した。

「足音がしますね」

　そう呟つぶやいて音を立てずに廊下を行く。

　優馬もイーサンに続いた。足音など聞こえなかったが。目的地である保管庫の入口がどこにあるのか知らない以上、優馬ゆうまはイーサンに従うしかない。

　通路はまっすぐに伸び、途中で別の通路と合流していた。ちょうどＴ字路のようになっている。イーサンが一歩を踏み出し、それに続こうとした優馬は、次の一瞬に、壁に押しつけられた。

　何だよ!?　そう言おうとしたが、口も塞ふさがれていた。

「人が来ます。やりすごしますので、じっとしていてください」

　イーサン自身も壁に身を寄せる。

　Ｔ字路の廊下を三人の《警備部隊ツリーアガマ》が駆けて行くのが見えた。三人ともこちらを見ようとはせずまっすぐに行ってしまう。何だか慌てているようにも見えた。何かを確認し合っていたが、何を言っているのか優馬には分からなかった。

「何かあったのかな？」

「さぁ。……それよりもお仕事ですよ」

　イーサンが扉を示す。今通り過ぎた《警備部隊ツリーアガマ》たちはここから来たらしい。

　優馬はスキャナーの上に手を置く。こうすることで移動は可能だ。ここまで問題なく進めている。だが、同時に記録も残るだろう。

　アリス・アマリリスは機関のメインコンピューターを操作しているという。彼女ならば優馬が今どこで何をしているのか即座に知ることができるのではないだろうか。

　しかも目指す先は魔法具の保管庫だ。そのような場所に侵入すればアリスが気づかないとは思えない。優馬はそのことに期待していた。

　イーサンに《混沌の柩パズル・ボツクス》を渡す気などない。

　だが、螢火ほたるび鉄葉ぶりきの情報は何としてでも手に入れたい。

　いや、絶対に手に入れる。

　騙だまし討うちのようでもあり、気が引けたが、手段を選んではいられなかった。

　魔法具の保管庫に入れば、セキュリティが反応するはずだ。かつて盗まれたことがあるのだから、セキュリティ強化は絶対だろう。優馬とイーサンが保管庫に侵入すれば絶対に誰だれかが気づく。そして、すぐに拘束されるはずだ。

　ただ、問題がないわけじゃない。

　一つは拘束前に如い何かにして螢火鉄葉の情報を聞き出すか。

　二つ目は優馬の計画をイーサンに知られないようにするにはどうするべきか、だ。

　イーサンには優馬が協力的であるように思わせなければならない。調律士として苦く渋じゆうの選択を強しいられ、仲間のほうを選んだのだと信じさせなければならない。

　だが……。

　あるいは、イーサンはとっくに優馬の腹のうちを読んでいるのではないかとも思える。イーサンの表情や言動からそれを判断するのは難しい。もしもイーサンが優馬の思考をトレースした上で、それでもなお行動を共にしているのだとしたら、実に危険だ。

　それはイーサンが何らかの対策を講じているということを意味する。絶対に掴つかまらない自信があるのだろうか。切り札を持っているのかもしれない。

　今はイーサンと行動するが、彼の動向には気をつけていないといけない。

「この向こうは研究エリアです」

　イーサンが言うのと同時に自動扉が開いた。イーサンは迷いのない足取りで進む。元々機関の調律士だったイーサンのほうが優馬ゆうまよりもこの施設については詳しい。

　優馬もすぐ後ろに続いた。イーサンのことは常に視界に入れておきたい。

　彼の言うように、そこは研究エリアらしかった。巨大な顕微鏡のような装置や、機械のアームが設置された部屋がガラス窓の向こうに見える。職員の姿はない。人がいないのは好都合だ。少なくとも今はまだ捕まってはならないのだから。

　イーサンは何も言わず、どんどん進んでいく。

　優馬はそれに続いた。

　仲間ではないどころか、互いに一八〇度違う立ち位置にいるのだから仲良く会話が弾はずむわけがない。それでも、どこか気詰まりに優馬は思った。

　そのせいだ――。

「……なぁ、イーサン」

　優馬が呼びかけると、先を行くイーサン・ソルトウォーターは右側から振り向いた。暗い瞳ひとみが優馬に向けられる。

「何ですか？」

　不機嫌というわけでもない。ただ、純粋に問い返したという雰囲気だった。

　呼びかけてから優馬は後悔した。イーサンは敵だ。話しかけるべきではなかった。会話をしたところで、最終的にはまた敵と味方に分かれるのだ。優馬はわずかに目を伏せ、それでも呼びかけた以上は訊たずねることにした。

「あんたは元々調律士だったのに……どうして機関を裏切ったんだ？」

「聞いてどうするのです？」

「……別にどうもしないけど……いいよ、忘れてくれ。ちょっと思っただけだ。ここで別れたらまた敵同士だしな。知る必要もない」

　イーサンは前に向き直り少しだけ沈黙した後、もう一度振り返り、逆に優馬に訊ねた。

「あなたは螢火ほたるび鉄葉ぶりきと戦ったのですよね？」

「まぁ、一応」と、優馬は頷うなずく。

　柳葉魚ししやもビルで窪双美くぼふたび理梨りりと一度戦闘になっている。

「彼女の使し役えきする魔法具を見ましたか？」

「《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》……」

　ノエルに《咒カーズ》をかけた元凶だ。血に染まったドレスを着た、人型魔法具。

　イーサンは歩みを止めずに話し続ける。

「《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》は機関で……、より正確に言うのなら、この研究エリアで作られました。あれは元々機関が生み出した魔法具なのです」

　そんなことは初耳だった。《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》が機関の魔法具？

「アキトとは対面しましたか？」

「マスター・リザードだろ？」

「彼は元々魔法具の研究家でしてね、様々な魔法具の開発にも協力しています」

「そう、なのか」

「ただし、アレは失敗作ですが」

「失敗作……って、どういうことだ？」

「機関は調律士が使用する魔法具の研究を行っています。研究には長い時間がかかりますし、その間に生み出されるもののすべてが成功ではありません。アレはその一つです。成功に失敗はつきものですから」

「アレで失敗作なのかよ……」

　あらゆる攻撃を相そう殺さいし、凄すさまじい破壊力を見せたあの人型魔法具が失敗作だとイーサンは言う。信じられない。

「まぁ、失敗と言うのは機関が求めていた結果からすれば、という意味ですがね」

「……一々、回りくどいな。あんたが何を言っているのかさっぱり分からない」

　イーサンは「せっかちですね」と笑う。

「機関はあるプロジェクトを立ち上げていました。それは端的に言うと、人型魔法具の大量生産です」

　確かに《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の力は強大だった。だが、あんなものを大量生産してどうするというのか。調律士一人ずつに配分するとでも？　強大過ぎる力は新たな争いを生むだけだ。同時に、相手方もそれに見合う戦力を保持することを意味する。争いは泥沼化し、終わることがない……。

「そんなもん作ってどんなメリットがあるって言うんだ？」

　優馬ゆうまは訊たずねる。純粋な質問だ。

　それに対してイーサンは息の多いテノールで答えた。

「死を恐れない軍隊の研究ですよ」

　思考が一瞬、止まる。

「……何だよ、それ」

「分かりませんか？」

　イーサンの右目に射抜かれ、優馬の足取りは鈍った。

　イーサンもそこで立ち止まる。

「機関は人の形をした兵器を作ろうとしていたんです」

「……ちょ、ちょっと待て。軍隊とか兵器とか、機関は戦争でも仕掛けるつもりなのか？」

「権力構造というものは常に他ほかを圧倒するための武力を保持しようとするものですよ。失望したのですか？」

　優馬ゆうまは上う手まく答えられず、イーサンはかすかに笑う。

「正確に言いますと《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》は人型兵器開発の際に生み出された試作品プロトタイプなのです。ですが軍隊では突出した力よりも、均一性が求められます。強大な力は制御が難しいですから」

　そう言って、さらにイーサンは続けた。

「そしてわたしもまた失敗作として生み出されたうちの一体です」

　イーサンの告白に、優馬は言葉を失った。

「わたしの身体からだは六〇パーセントまでが人間の身体を基礎にして作られています」

　イーサンは右手を上げ、拳こぶしを握って見せる。すぐさま開いて、そのまま見つめた。

　六〇パーセントまでが人間の身体を基礎にしている人型魔法具……それは、まさか……。

　優馬の頭の中を覗のぞいたかのようにイーサンは頷うなずいた。

「そう、人型魔法具の初期型であるわたしの身体は、死者を基礎にして作られています。そのせいでしょうか、わたしには自我がある。だか、それは機関が望む結果ではなかった。兵士に自我は必要ないのです。皮肉なものですね。完全な形での死者の蘇そ生せいは報告されていない。その最大のネックが意識の連続性であるというのに、わたしには意志がある。もっとも、わたしには生前の記憶というようなものはありませんが」

　イーサンは笑う。

「可お笑かしいでしょう？　死者を蘇よみがえらせた怪物の名を持つ《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》ではなく、わたしのほうこそ死者を基礎に作られたのですから」

　優馬の脳裏に、イーサンが使し役えきする黒い女騎士たちが浮かぶ。《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》と呼ばれる彼女たちは、イーサンの使う《死者恋ネクロマンテイツク》によって蘇生した死者たちだ。彼女たちはどれだけ損傷しようとも肉体を蘇生させ続ける。ただ主あるじの命に従い、意志を持たず、無限に再生を繰り返す存在。

「あんたは……」

　仲間を作ろうとしたのか、その言葉を優馬は発することができなかった。口を半開きにしたまま、イーサンを見つめることしかできなかった。

「これがあなたの質問への答えです。どうして機関を裏切ったのか？　わたしは裏切ってなどいない。わたしははじめから誰だれとも同胞たりえない」

　イーサンが優馬を見つめる。その暗黒の瞳ひとみが、今だけ悲しげに見えた。

　これが、かつて《影を歩む者シヤドウ・ウオーカー》と呼ばれた男の真実。

「だからこそ、わたしは《混沌の柩パズル・ボツクス》を欲する。わたしは人間になりたいのです」

「人間になりたい……。それがあんたの願いか」

　九九九人の絶望と引き換えにして叶かなえたい悲願。

「わたしは――」

　イーサンは途中まで言いかけて、しかし、そこでふっと微笑ほほえむ。

「わたしとしたことが、少し話し過ぎましたかね」

　イーサンはくるりときびすを返し、足を進めた。

　優馬ゆうまはそれ以上追及できず、その後ろに従った。イーサンが何を想い、何を求め、何を得られず、何を失ったのか、優馬は一つも知りえないのだ。

　再び沈黙が下り――それからイーサンは足を止める。

　同時に優馬も気づいた。廊下の先に誰だれかいる。それも三人だ。

　しまった、と優馬は思った。イーサンの告白を聞いてから、注意が散漫になっていた。

　ここでイーサンと自分が行動していることが知られたら、イーサンから螢火ほたるび鉄葉ぶりきの情報を聞き出すという作戦も終わる。かと言って、彼らと戦闘になるのも好ましくなかった。

　だが、彼ら――警備の調律士、がこちらを確認したときには、ことは終わっていた。

　一度足を止めたイーサンは、その後、何もなかったかのように進み出し、調律士たちの首に手刀を入れた。



    

  
    
      



    

  
    
      　その間、彼らは一切の抵抗を見せなかった。

　三人とも、ばさりと床に倒れる。

「今のは何だ……？」

　優馬ゆうまはぽつりと疑問を口にする。無意識だった。目の前のことに純粋に驚いたのだ。

　何な故ぜ、彼らはイーサンに倒されるまで何もしなかったのだ？

　イーサンは思い出したように、コートの中から革の眼帯を取り出した。

「協力関係にあるとはいえ、あなたは調律士でわたしは歪わい曲きよく師し。タネをお教えするわけにはいきません」

　そう言い、左目を隠すように眼帯を取りつけた。

「さぁ、入りましょう。この中が保管庫です」



　理解できないことは多かったが、優馬はそれらを考えることを一いつ旦たん、放棄する。

　まずは《混沌の柩パズル・ボツクス》を手に入れよう。

　そして、イーサンから螢火ほたるび鉄葉ぶりきの情報を手に入れる。

　頭をよぎる懸案事項はいくつもあったが、今はそのことだけに集中しよう。

　保管庫の中は、まるで巨大な美術館のようだった。同時に大聖堂のようでもある。

　イーサンの言う通り、扉の向こうは異空間につながっていたようだ。まったく雰囲気が異なる。天井は高く、壁画で覆われていた。壁画には聖人や天使、それと異形の者どもが描かれていた。人の形をしているが明らかに人ではない。宗教画に詳しいわけではないが、こういった絵は美術の教科書でも見たことがない。

　保管庫というだけあって周囲には見たこともない魔法具がいくつも飾られていた。それは収納というよりは展示されている。だからこそ美術館のようにも見えるのだった。

　想像していたよりもずっと簡単にここまで辿たどりついたようにも思う。イーサンが言ったようなセキュリティの強化も見受けられなかった。扉の前を守っていた《警備部隊ツリーアガマ》も一瞬でイーサンが気絶させてしまった。

　侵入する側としてはありがたいが、あまりにも無防備な印象だ。

　一度、《混沌の柩パズル・ボツクス》を盗まれていると言うのだから、もっと周到な罠わなが仕掛けられているのかと思ったのでなおさらだった。

　そうは思いつつも、今はむしろそのことに感謝すべきかもしれない。とにかく、ことはトントン拍子に進んでいる。

「あれですね」

　イーサンが奥の祭壇を指差す。

　そこに、ルービックキューブのような立方体の箱があった。きらびやかな装飾が施されている。その箱こそが《混沌の柩パズル・ボツクス》である。

　優馬ゆうまたちが回収したあと、こうしてここに戻されたのだ。

　イーサンはまっすぐに《混沌の柩パズル・ボツクス》のもとまで進み、それを手にした。

「ふふ」と、右目だけで笑う。

　優馬は一度、唾つばを飲み込み、それからイーサンの正面に回る。

「イーサン。僕はここまで協力したんだ。約束通り、螢火ほたるび鉄葉ぶりきの情報を教えてくれ」

　イーサンが目的を達成した以上、ここで優馬を裏切る可能性もある。優馬は左手のクロスを意識しながら言った。ここからが交渉だ。もしも、イーサンが螢火鉄葉の情報を優馬に伝えずに逃げようとするなら、無理やりにでも聞き出す。

　そう決意している優馬の顔を、イーサンはつまらなそうに見つめ返す。

「何を言っているのです、少年。これからではありませんか」

　どこか愉しむような声だ。

　その声と同時に、床や壁を光が走る。

　優馬はそれを視線で追う。三六〇度、壁という壁を光が駆け抜ける。

　次いで、壁に描かれていた異形の者どもが実体を伴って壁より姿を現しはじめた。薄い粘膜を破るように壁を押し、そこから腕を顔を脚を次々に突き出す……。

「何だよ……何が起こってるんだ！」

　二メートルを超えようかという巨体。三本の捻ねじれた角に、燃えるような赤い瞳ひとみ。その下半身は毛に覆われた獣のもので、長い尾が見える。毛深い手には棍こん棒ぼうが握られていた。

「異界より召喚されし魔物たちです。魔法具の番人と言ったところですね」

　イーサンの足もとからずぶりずぶりと黒い甲かつ冑ちゆうを身にまとった女騎士たちが現れる。全部で十三体。彼女たちは影より現れ、しかし、自身の影を持たない。仮面をかぶっていて顔は見えないが、黒いルージュが引かれた唇だけが覗のぞいている。

　彼女たちはイーサンを守るように剣を構えた。

　イーサンには動揺が見られない。彼はこの魔物が現れることまで想定済みだったのだ。

「かつて、魔王ルシファーより地獄の財宝を守るように言われた悪魔がいました。その名を取り、この者たちはこう呼ばれています。侮ぶ蔑べつをこめて、《光を厭う者ルキフゲス》と」

　イーサンがそう言い終えた瞬間に、魔物たちが咆ほう哮こうし、棍棒を振り上げた。ぶおんと風が圧縮される。

「斬きり捨すてなさい、《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》」

　イーサンは粛しゆく々しゆくと告げた。

「「「「「「「「「「「「「御意ノママニ」」」」」」」」」」」」」

　黒い騎士たちが大剣を振りかざして《光を厭う者ルキフゲス》に跳びかかる。

　それは――それこそは、一枚の絵を思わせた。

　彼女たちの黒い剣は召喚された魔物たちの腕を脚を首を容赦なく斬きり落としていく。重油を思わせる赤黒い血液が瞬またたく間に壁画を汚していった。

　古来より、剣とは分厚く大ぶりなもの、それは刃物というよりは鈍器であった。従って剣の用途は「斬る」よりも「打つ」ことにあったと言える。剣そのものの重みを、剣士が刃やいばに乗せて「打つ」ことで切断する。

　優馬ゆうまの目の前で展開されているのはそういう光景だった。

　黒い甲かつ冑ちゆうをまとった女騎士たちは、斧おので丸太でも斬るように魔物たちを切断していく。

　そのたびに凄すさまじい咆ほう哮こうが響いた。

　どす黒い血液が、優馬の視界を染めていく……。
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　ノエルはまだ夢の中にいた。

　そこは裁判所だった。裁判所は円形のスタジアムを思わせる作りをしている。

　中心に向かうほど下へ下へと向かう階段状になっていた。

　その中心――被告席に、かつてのノエルがいる。席とはいえイスがあるわけではない。そこは低い柵さくに囲われた台だ。手首には手錠がはめられている。

　マスター・リザードの面々をはじめ重鎮がぞろりと揃そろい、ノエルを見下ろしていた。

　普段ならば聴聞席が解放されているが、このときは機関に在籍しているごく一部の人間にしか開かれていなかった。

　そもそも、この裁判からして非公式であり、このときの発言は一切記録されていない。

「申し開きがあれば聞こうではないか」

　マスター・リザードの一人が訊たずねた。その声は威圧的であり、自分が正義であるという確信に満みち溢あふれていた。

　言うべきことなど一つもなかった。ノエルは何も答えず、背の低い柵を眺めていた。

「ノエル・ローゼンバーグ、きみは自分が何をしでかしたのか分かっているのかね？」

　別のマスターが声を上げる。その声には怒りの他ほかに不安も混ざっているようだ。

　そう、みな不安なのだ。一つ間違えば、自身にも責任が及ぶのだから……。

　彼らにあるのは結局のところ保身だ。権力者とは、そういうものなのかもしれない。

　上層部の人間たちが非難の言葉を口にする。大の大人が一人の少女に向かって声を荒げるさまは、傍はたから見れば異様以外の何ものでもない。当人たちの顔が不気味なほど生き生きとしているから余計に始末が悪い。

　この場でノエルを援護する者は誰だれもいない。

「模範たる《龍騎士ナイトアノール》とは思えない浅はかさ」「ミルア・ローゼンバーグならばこんなことにはならなかった」「恥を知りたまえ」「そもそもきみには《龍騎士ナイトアノール》になる資格などなかった」「姉の功績を利用しただけで実力が伴わない」「ミルア・ローゼンバーグの死に感化された者たちが『気分』で投票した結果」「歴史に残る汚点」「《龍騎士ナイトアノール》の地位を姉から奪い取るために殺したという話もある」「そういえば、ミルア・ローゼンバーグを手にかけた下げ手しゆ人にんはまだ掴つかまっていないそうだな」……。

　どれだけ貶けなされようとノエルは何も答えない。答えようもない。

　これは裁判などではなかった。

　調律士が罪を犯す例はゼロではない。いくつも記録に残っている。

　調律士と言っても聖人ではない。人間である以上、小さな罪から許されざる大罪まで、過去に様々な罪を犯してきた者たちがいた。

　だが《龍騎士ナイトアノール》が禁きん忌きを犯したのは、ノエルがはじめてだった。

　そして、すべての調律士の模範であるべき《龍騎士ナイトアノール》に汚点は許されない。

　ノエルを無罪放免にすることはできない。一握りとはいえ、ノエルの罪を知る者たちに示しがつかない。もみ消すことは不可能だった。さりとて、ノエルの罪を発表することも憚はばかられた。《龍騎士ナイトアノール》が罪を犯したなどと言えるわけがない。

　だから上層部が出した結論はこうだった。

「ノエル・ローゼンバーグ、本日付できみを《穢ケガレ憑ツキ》とする。同時に、イーサン・ソルトウォーターの討伐及び《混沌の柩パズル・ボツクス》の奪還を命じる。ただし、生きて戻ることは許可しない」

　それは事実上の死刑宣告だった。《穢ケガレ憑ツキ》の罪は発表されないまま、イーサンの討伐の任に就く。

　機関の精鋭を既に何人も屠ほふっているイーサン・ソルトウォーターにノエル一人で立ち向かえるはずがなかった。

　――ミルアの妹だったから。

　――姉の功績で。

　――実力不足。

　実際にその通りだったとしか言いようがない。ミルア・ローゼンバーグの妹でなければ、ノエルは《龍騎士ナイトアノール》にはなれなかっただろう。

　だからイーサンにはどうしたって敵かなうはずがなかったのだ……。

　こうして片翼の烙らく印いん――《穢ケガレ憑ツキ》を刻まれたノエルは、皮肉にも鬼束おにづか響士朗きようしろうのいる幸福商会へと派遣される。

　イーサンが向かった『世界』の栗花落市つゆりしとは、鬼束響士朗の管轄下だった。

　鬼束響士朗は、すべてを了解していた。たとえノエルの姉と《片手袋メイト》の関係にあったとしても、ノエルを見逃すことは許されない。

　その上、ノエルには逃亡できないように暗示がかけられた。もっとも、暗示など関係なく、ノエルには逃げる意志などなかったが。

　そして、イーサン・ソルトウォーターとの戦い――。

　そこでノエルは死ぬはずだった。

　だが死ななかった。死ななければならなかったのに……。

　助けられた。救われてしまった。

　絶対に助かってはいけなかったのに。

　決して救われてはいけなかったのに。

　ノエルを助けたのは――。

「ゆ、ぅ……ま」

　そこでノエルは目を覚ました。長く夢を見ていたようだが、目覚めるとそれは曖あい昧まいになる。右手を握られているような気がして、かすかに動かした。だが、それには信じがたい痛みを伴った。

「くッ……」

　一体いつ眠りに落ちたのか、記憶がなかった。

　最後に覚えているのは……？　記憶を手繰り寄せる。

　思い出せるのは――優馬ゆうまの顔だった。心配そうに自分を覗のぞき込こむ優馬の顔だ。優馬の口が動く。でも声が聞こえない。何と言っている？　はっきり言え。

　優馬の唇は、自分の名前を呼んでいるようだった。

　優馬に名前を呼ばれると、少し胸が痛い。不思議な感覚だ。はじめての感覚だ。ミルアに名前を呼ばれると嬉うれしかった。鬼束おにづか響士朗きようしろうに呼ばれると誇らしい気持ちになった。

　自分はここにいるのだと確信できた。姉のおまけじゃない。お飾りじゃない。

　ノエル・ローゼンバーグなのだ、と。

　でも、優馬に呼ばれると少し違った。何がどう違うのか分からない。ただ、胸が苦しくなった。心臓が大きく跳ねるのだ。

　優馬が自分の名前を呼ぶ。ノエルを仲間だと言ってくれる。

　自分はまだ優馬に何も伝えられていない。自分の罪も。

　優馬は何も知らない。何も知らないでノエルに対等に接してくれる。

　はじめはただ自分のことを知られたくなかった。それはノエル自身が優馬のことを知らなかったからでもある。赤の他人同士が深く入り込む必要などない。まして、任務はすぐに終わるはずだったのだ。互いのことなど知っても何にもならない。

　だが今は……知られるのが怖かった。

　知られたあとに優馬が自分に対して態度を変えるかもしれないと思うと怖かった。

　優馬と《片手袋メイト》にならなければ、きっとこうは思わなかっただろう。

　そうだ、赤の他人のままなら、万が一知られてしまっても、どうということはなかった。相手の態度は変わるだろうが、自分は何も変わらない。不愉快になるかもしれないが、しかし、それはそれだけだ。

　だけど今は……もし、優馬ゆうまがノエルに対して態度を変えてしまうのなら……。

　それは何よりも悲しいことだ。

　身体からだを起こそうとするが、そんな些さ細さいなことも叶かなわない。

「くッ……う」

　身体が熱い。どこが痛いのかも分からないような激痛が身体を支配している。

　ようやく自分が寝かされていたのだと気づいた。

　ここはどこだろう？　いつ眠った？　どこで記憶は途切れている？

　ゆっくりと視界が回復する。そこは発条館ぜんまいかんではなかった。幸福商会の事務所でもない。

　そこは祭壇だった。機械で装飾された祭壇。見上げると三体の女神像が見える。

　人がいる。

　ノエルは我が目を疑った。これはまだ悪夢の続きなのか？

「あ、ノエルちゃん、起きたんだ」

　赤い髪。細い肢体。焔ほのおの影を思わせるドレスで着飾る彼女――螢火ほたるび鉄葉ぶりきだった。

「何な故ぜ……きさまが…………ここはどこだッ!?」

　ノエルは再び身体を起こそうとしたが、同時に意識が飛ぶほどの激痛が全身を駆ける。

「がッ!!　……うぅ……う！」

「鎮痛剤が切れてきたんだよ。下手に動けばそれだけで死んじゃうよ？」

　螢火鉄葉がノエルに近づき、そして、ぐいとノエルの髪を掴つかんだ。

　鼻につく甘ったるい香りにノエルは吐き気を覚える。

「放せ！」

「会えて嬉うれしいよ、ノエルちゃん。ほら、見て。きみにやられた左腕」

　螢火鉄葉が、ノエルに機械の腕をさらす。ノエルが放った蒼そう焔えんの龍りゆうに喰くわれた螢火の左腕は炭化して使い物にならなくなったのだろう。

「機械の手と交換したのか？　ハッ、ざまぁないな」

　螢火鉄葉は左腕を振り上げ、ノエルの顔に拳こぶしを叩たたき込こんだ。

「くッ」

　すぐさま螢火はノエルの髪を引っ張り、顔を上げさせる。

　ノエルの小さな唇から赤い血が流れる。

「あははははは、そっちこそ、いいざま。ちめーてき」

「ここは……どこだ？」

　よく見れば両足首に鎖のついた枷かせがはめられている。自分は台座の上に、足あし枷かせをはめられて寝かされていた。……何のために？

「あたしよりノエルちゃんのが詳しーんじゃない？」

「……どういう、意味だ？」

　ノエルの問いに答えたのは、螢火ほたるび鉄葉ぶりきではなく――。

「ここが機関の中ちゆう枢すうだからです、ノエル・ローゼンバーグ」

　女神像だった。それは、複数の人間が同時に発したような声だった。

　ノエルは下から女神像を見上げる。思考がクリアになっていく。

　これは単なる像ではない。これは機関が所有する最大の魔法具《因果律朗読アカシツク・レコード》だ。つまり彼女は――。

「アリス・アマリリス……あなたなのか……？」

　ノエルは混乱する。どうして、歪わい曲きよく師しである螢火鉄葉と《龍騎士ナイトアノール》の一人、アリス・アマリリスが一緒にいるのだ？　そもそも螢火鉄葉は、何な故ぜ、機関の内部にいるのだ？　ノエルの言葉にならない問いには、彼が答えた。

「僕が招いたからさ」

　ノエルは第三の声の主に視線を送った。

　コツコツと乾いた靴音が反響する。緑の瞳ひとみが細められている。

「マスター……リザード……？」



    

  
    
      



    

  
    
      　螢火ほたるび鉄葉ぶりきを機関の中に招いたのが、《統括府フラツトリザード》の代表……？

　アキト代表はノエルを見下ろす位置で足を止め、口を開く。

「状況が理解できないだろうから説明しよう」

　その口調は、ノエルの知る彼のものと寸分の違いもない。

「きみは《咒カーズ》にかかっている。五百月いせづきくん、鬼束おにづかくん、白銀しろがねくんの三名が《専任治療班ピクタススイフト》へきみを運んだ。きみを助けるためにね」

「……みなは、どう、している、のです？」

　代表はノエルに向けて憐あわれむような笑みを浮かべた。

「鬼束くんは既に始末したよ」

　バカな。ありえないありえないありえないありえない。

「白銀くんには少しの間眠っていてもらっている。彼女の《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》はまだ利用価値がありそうだからね」

「……ゆう、ま、は？」

「間もなく捕らえるさ」

　バカな、今度は口をついて出そうになった。しかし結局はそうならなかった。ドクンと心臓が跳ね上がると同時に、激痛の波が押し寄せてきたからだ。

「あ……がッあ」

　ノエルは痛みから反射的に身体からだを折り曲げようとした。だが、螢火鉄葉がそれを許さない。無理やり顔を上げさせられた。

「痛い？　苦しい？」

　螢火鉄葉は心の底から嬉うれしそうに言う。

「あたしの《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》がきみにかけた《咒カーズ》は《永遠に美しくフオーエバー・ラブ》って言ってね。こいつは、身を裂くような激痛の果てに、精神を殺し身体を乗っ取るんだ。うまくいけば、ノエルちゃんもあたしの魔法具になる」

　螢火鉄葉は唇だけで笑う。

「――はずなんだけど、今回は違う趣向が用意されてるんだよ」

　ノエルは螢火鉄葉を強く睨にらみつける。

「《永遠に美しくフオーエバー・ラブ》を発症したノエルちゃんが《専任治療班ピクタススイフト》に連れられてくるであろうことは明らかだった。というか、ノエルちゃんにここへ来てもらうために《咒カーズ》をかけたと言ったほうがいいかもね」

　わずかに間を置いてから螢火鉄葉は言う。

「ノエルちゃんにはね、生いけ贄にえになってもらう」

「い……け、に……え」

　ノエルの呟つぶやきにアキト代表はくすりと笑った。

「『糸を切る者スローター』という存在を知っているかい？　そこに『在る』だけで因果律を歪ゆがめていくと言われている。因果律の糸を切るＫＩＬＬ存在、すなわち虐殺者スローター」

「……何の、話、なのですか？」

「端的に言おう。五百月いせづきくんは『糸を切る者スローター』である確率がきわめて高い」

　ノエルは言葉も出なかった。

「イーサン・ソルトウォーターとの戦闘の際に、彼が《歪わい曲きよく》を行使したことは観測済みだ。きみ自身も目の当たりにしたはずだよ」

　優馬ゆうまがイーサンの腹部を貫く瞬間が頭の中で再生される。

「イーサンには《混沌の柩パズル・ボツクス》に九九九人分の絶望を集めてもらう予定だったのだけど……実際にはそれよりもずっと面白い結果になった。まさか、あんな辺境の地に『糸を切る者スローター』がいるなんて思わないからね。すぐさま、五百月くんの情報を調べたが、不思議なことに機関のデータバンクに彼の情報はほとんどなかった」

「そこで、あたしがゆーまくんのそばで、彼が本物なのかどうかを調べたってわけ」

　重層世界調律機関のトップと歪わい曲きよく師しが通じていたなどと……。

「勘違いしないでほしいわ」

　大勢の人間の声を合成したような独特な響きで、そう聞こえた。

　不意にノエルの視界にこの部屋の主――アリス・アマリリスが現れる。

　波打つ漆黒の髪と真っ赤な唇が印象的な女性の姿。しかしそこに実体はなく、かすかにジジッとノイズが走る。彼女は空中で静止していた。髪だけがゆっくりと波打っている。

　代表と螢火ほたるび鉄葉ぶりきはアリスの前でこうべを垂れ、身を引いた。

「これは必要なことなのです」

「何を言って、いるのです？　あなたは……あなたが、因果律を守らねば『世界』は……」

「残念ながら手遅れなのです」

　どこか憐あわれむような口調でアリスは言う。

「これ以上、調律を続けることは叶かないません。今までは、かけ違えた因果律の糸はそのままでも修正がききました。ですが、一つの解ほつれが様々な乱れを引き起こし、それはもう修正がきかないところまできてしまったのです」

　口を挟もうとしたが、ノエルは痛みにうめくだけだった。

「今必要なのは、すべてをリセットし、やり直すことなのです。そのために、『糸を切る者スローター』の力が必要なのです。五百月優馬の中に眠る『糸を切る者スローター』の力が。そして、五百月優馬がイーサン・ソルトウォーターとの交戦の際にその力を解放したのは、あなたがいたからなのです、ノエル・ローゼンバーグ。正確には死にかけたあなたがいたからです。五百月優馬はあなたが命を落とすかもしれないという瀬戸際で、力を解放しました。彼自身、その方法を知らないのでしょう。ただ、今現在、彼は能力を解放しやすい状態にある。精神的なものでしょう。脳内物質の分泌が、それを促すのかもしれません。どうであるにせよ、必要なのはあなたの死です。彼の前であなたが死ねば、『糸を切る者スローター』としての力が解放されるものと思われます。《因果律朗読アカシツク・レコード》の計算でも九十八パーセントもの確度でそう出ているのです」

　アリス・アマリリスは嬉き々きとして続けた。

「『世界』のためです、死んでください、ノエル・ローゼンバーグ。あなたの死は尊い犠牲として永遠に刻まれます。それはミルア・ローゼンバーグ以上の功績となるでしょう」

「そんなことが、《統括府フラツトリザード》で可決されるはずが……」

「《統括府フラツトリザード》などというものは既にこの世に存在しない」

　その《統括府フラツトリザード》の一人が言った。

「何十年も前からね」

　アキト代表はそこでパチンと指を鳴らした。それを合図に、空中に五人の老人たちの映像が集まる。しかし、そこに映る彼らは、まるで一時停止ボタンを押されたように微動だにしない。

「必要とあらば視覚的に存在するように演出もしたが、基本的には誰だれも彼らを必要としていなかったようだね。誰にもバレなかった。《統括府フラツトリザード》には僕とアリスしかいない」

　代表がまた指を鳴らす。すると、今まで停止していた老人たちが一斉に笑い出した。不気味な笑い声が響き渡る。

　ノエルは老人たちを見み遣やる。ノエルの罪を言い渡した彼らは、あのとき既にこの世には存在していなかったというのか……。

「唯一、気づいたのは、ミルア・ローゼンバーグだけだった」

　ノエルは息が止まりそうになる。知らず身体からだが震えた。

「…………まさか……」

　任務で命を落としたと言われていた姉。

　犯人はいまだに捕まっていない。

「あなたが……あなた方が殺したのですかッ!!」

　代表は返事をせず、鈍く笑っているだけだった。

「うぁあああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　ノエルは代表に飛びかかろうとする。全身を痛みが支配しているがそれを振り切る。

　だが、足首には枷かせがはめられている。届くはずがない。

　それでもノエルは腕を伸ばした。

　すると、横から鉄の拳こぶしが飛んできた。螢火ほたるび鉄葉ぶりきの左手だ。何度も何度も拳が上下に振り下ろされる。

　ノエルは身体を丸めて殴られ続けた。ノエルの視界が歪ゆがんでいく。信じたものが瓦が解かいしていく。何と言うことだ。『世界』の根幹にあるべき機関の中ちゆう枢すうは、既に壊れている。

　いや、どうしてもっと早くに気づけなかったのだろう。

　ノエルに、秘密裏に死刑宣告を下した上層部さえ、とうの昔に消え失せていたのだ。

　激痛を堪こらえて、ノエルは壇上で蹲うずくまる。

　ノエルの瞳ひとみから涙がぽろぽろとこぼれる。

　嗚お咽えつを噛かみ殺ころしながら、ノエルは小さく、けれど何度も呟つぶやいた。

「ゅ、ゆう……ま。ゆう、ま…………」



    

  
    
      
第３章　鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド

　　　　――I promise





　一次調査報告書



　第八七九〇番円環地区にて観測された《歪わい曲きよく》現象に関する一次報告。

　被害面積、十五万平方キロメートル。第八七九〇番円環地区陸地面積に相当。

　被害人口、推定十億人超。要確認事項。

　　原因不明。調査延長を申請。（別紙）

　鳥獣類の生存、確認できず。要確認事項。



　第八七九〇番円環地区にて発生した《歪曲》現象の観測中心地を訪れるも、《歪曲》現象を誘発する物質の発見には至らず原因不明。調査の延長を要請する。

　歪わい曲きよく師しによる干渉の可能性を検討。過去の事例より該当者の情報公開を求める。（別紙）

　事前報告の中にあった生存者の少年は既に死亡しており救出には間に合わなかった。

　記述者　　鬼束おにづか響士朗きようしろう



　　　†



　優馬ゆうまは思わず「すごい」と呟つぶやいていた。

　保管庫の中は、今や血の海と化していた。腕や脚といったグロテスクな残ざん骸がいがその中に転がっている。壁も床もドロドロとした血で汚れている。イーサンが使し役えきする《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》は圧倒的な剣技を以って魔物たちを斬きり伏せていた。

「嫌味ですか？　彼女たちは一度、あなたに敗北しているのですがね」

　おどけるようにイーサンは肩を上下させる。長い髪が踊る。

　辺りは静けさを取り戻していた。もう魔物たちの断末魔の悲鳴はない。

　イーサンが優馬を正面に捉とらえた。左目は革の眼帯で隠れているので、右目だけが優馬を見つめている。その目をまっすぐ見返すことは躊躇ためらわれた。

　だが怖おじ気けづいている場合ではない。

　イーサンは目的通りその手に《混沌の柩パズル・ボツクス》を握っている。まるで最初からその手に収まるべきもののようにも見えるから不思議だ。

　そして目的を達成した以上、いつどこでイーサンが優馬ゆうまを裏切るか分からない。

「イーサン」

　優馬は意を決して呼びかける。

「あんたは目的を達したはずだ。僕に螢火ほたるび鉄葉ぶりきとの接触方法を教えてくれ」

「ふふ、まぁ、お約束していますからね。本当は機こ関こを安全に脱出してから、と思っていましたが、あなたは一分一秒が惜しいでしょう。あなたの思惑は別として、ここまで協力していただいたのは事実、わたしも誠意を見せるために螢火鉄葉の情報をお教えします」

　予想外の答えだった。イーサン・ソルトウォーターは最後の最後には優馬を裏切るだろうと腹の底では思っていた。だからこそ、自分もイーサンと駆け引きをするつもりでいたのだ。だが、イーサンはそうするまでもなく、螢火鉄葉の情報を口にする。

「彼女は今――」

　しかしそこで、イーサンの声は途切れた。扉が開かれる音がしたからだ。

　優馬もイーサンもそちらへ視線をやる。そこで優馬は自身の目を疑った。

「…………どうしてここに？」

　そこにノエル・ローゼンバーグが立っていた。光沢を放つ長い髪、丸みを帯びた頬ほおに尖とがった顎あご、そして白い肌。何もかもが恐ろしく整った彼女。

　優馬は彼女のほうへ踏み出す。

「ノエル、意識が戻ったのか？　でも、どうしたんだ？　歩いたりして大丈夫なのか？　痣あざは？　もう身体からだは……」

　前に踏み出したはいいものの、優馬の言葉は少しずつ小さくしぼんでいった。

　ノエルがここにいるはずがなかった。ノエルは病室にいるはずだ。ノエルにかけられた《咒カーズ》とやらは《専任治療班ピクタススイフト》でも解除できない。その解決方法が分からないのだ。だから、ノエルはベッドの上でまだ苦しんでいるはずだ。

　そのノエルを助けるために自分はここにいるのではないか。

「ノエル……？」

　ノエルの瞳ひとみは宝石のように青く澄んでいる。でも今、優馬の前に立っているノエルの目は、どこか曇っていた。光を反射していないかのようだ。暗く沈んでいる。

　不意に思い出す。

　ノエルがイーサンに向かっていったときのことを。あのときの彼女の瞳を。

　あのとき、水蜜すいみつの《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》によって命令を受けていたノエルはあんなふうに瞳を曇らせてはいなかったか……。

　また、あれが繰り返されようとしているのか？

　…………いや、違う。何かが違う。何もかもが違う。彼女はノエルじゃない。

　どうしてだか一瞬、そう見えただけで、彼女はノエルとは別人だ。むしろ、何な故ぜ、ノエルだと思ってしまったのか……。

　彼女がこちらへ近づいてくる。足もとは血で汚れているが、そんなものは目にも映っていないかのように。そして唐突に彼女が口を開いた。

「侵入者二名、確認――排除します」

　存外、穏やかな口調だった。彼女は優雅な仕草で手を上げて、そして唱える。



「我が勝利に冷たき笑みをフランテイツク・フリーザー、《氷の微笑キラー・スマイル》」



　空気中で、ガラスの破片が舞うように何かが輝いた。キラキラと光る何かが彼女の手元に集中している。空気中の水蒸気が凝結していた。

　ビシリ!!　大きな音をさせて結晶化する。

　彼女の手には、見るも涼やかな氷の剣が握られている。刀身から冷気が舞う。持っているだけで凍傷を負いそうな剣だ。

「どうやら、彼女はあなたの想い人とは別人のようですね」

　言ったのはイーサンだ。足もとから十三本の黒い剣が伸びた。

　気づいた優馬ゆうまは声を張った。

「待て、イーサンッ!!」

　しかし優馬の制止の声は、逆に合図となってしまう。

「斬きり捨すてなさい、《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》」

　魔物たちの遺体をすり抜けて十三体の影が動く。

　対する彼女に動揺はない。ただ、ゆっくりと剣を持ち上げただけ。

「目標変更。対象十三体、捕ほ捉そく――」

　急激に室温が下がる。



「――絶対零度の刃フロスト・バイト」



　彼女の詠唱の声と、《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》の大剣が彼女へ向かって伸びるのとは同時だった。

　だが、彼女のもとへ十三本もの剣が届くことはなかった。貫かれたのは《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》のほうだった。黒い女騎士たちは、全身を真っ黒い刃やいばに貫かれていた。その黒い刃は床から伸びていた。それは……。

「血だ。血が凍ってる……」

《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》が斬り伏せた《光を厭う者ルキフゲス》が流した血が刃の正体だった。

　彼女の手にしている氷の剣――《氷の微笑キラー・スマイル》の指揮に従うかのように、床にまき散らされた血液が氷となり《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》を襲った。血液は一瞬で凍結し、彼女を守るように刃の壁となったのだ。

「対象十三体、沈黙」

　彼女は、剣から放たれる冷気と同様の冷たい声で告げたが――。

「……否、復活」

《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》は魂を持たない死者の軍団だ。肉体だけは何度でも再生する。血の刃やいばで切り裂かれた腕も首もすぐさま元通りに修復していった。

「「「「「「「「「「「「「我ラガ、主あるじノ命ニ従イ、貴様ノ命ヲ戴ク」」」」」」」」」」」」」

　漆黒の女騎士たちは声を揃そろえ、同時に剣の切っ先を彼女へ向けた。

　次の一瞬、騎士たちは床の影に沈んだ。足場が急に液状化し、そこに落ちたような光景だった。とぷんと血が跳ねる。それきり辺りが静かになる。

　イーサンは何も言わない。動きもしない。

　優馬ゆうまは何も言えない。動くこともできない。

　彼女は何もない虚空をぼんやりと見つめている。あるいは何も見ていない。

　十秒……二十秒……。

　空気が張り詰めいている。彼女の《氷の微笑キラー・スマイル》によるものなのか、室温が異常に下がっている。優馬の吐き出す息がいつの間にか白くなっていた。

　そして静寂が破られた。天井、床、壁、ありとあらゆる影から黒い大剣が飛び出す。その切っ先の延長上にはただ一人、彼女だけがいる。

　十三本の刃は上下左右前後すべての逃げ道を封じていた。優馬ならば串くし刺ざしになっていたかもしれない。十三本の刃を一度にすべて受け切るのは困難だ。

　だが、またしても黒い剣は彼女に届かない。

　すなわち再演。血でできた氷の刃が女騎士たちを甲かつ冑ちゆうごと貫く。

　それでも、再演というのならば《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》にしても同じことだった。貫かれた肉はすぐさま回復する。

「……再度、復活……際限なし……」

　彼女はそこで白い息をこぼす。

「……この者たちが絶命する方法の提示を求めます」

　そのとき、イーサンが革の眼帯を外したのが見えた。奇怪な紋様と、縫いとめられた瞼まぶたが露あらわになる。イーサンはナイフを握っていた。

「死者というものは必ずしも死に切れているとは言えないのですよ。生者が必ずしも生き切れているとは言えないようにね。たとえば、あなたも」

　あなた、とナイフを彼女に向ける。二人の距離は十メートルほどもあった。

「理解不能」

　彼女が言い終えたのとほとんど同時に、イーサンの閉じられた瞼の下で、眼球が激しく動き出す。イーサンの背後には、復活した《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》が控えている。

　次の刹那、優馬の視界からイーサンが消えた。

《見閉じられた魔眼アイズ・ワイド・シヤツト》だ。

　人の肉体では決して耐えられない瞬間移動を可能とする、魔眼の力。

　イーサンが本当の人間ではなく、人型魔法具だと言うのなら、瞬間移動にも耐えられるのだろうか？　だが彼は人間になりたいと言う……。

　気づいたときには十メートルの距離はゼロとなり、イーサンは彼女の前に立ちはだかっていた。ナイフを逆手に持ち、振り上げている。

《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》が止とどめを刺すためだろう、刺突の構えで静止していた。

　イーサンのナイフが高速で振り下ろされる。その細い刃やいばがギラリと輝いた。

　それでも、ナイフが彼女に届くことはやはりなかった。

　イーサンは《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》ともども、血液の刃に貫かれていた。

「くッ……」

　イーサンの顔が歪ゆがんだ。唇から血を吐き出す。

　信じ難かった。イーサンの瞬間移動が破れたのだ。

　彼女は床に《氷の微笑キラー・スマイル》を突き刺す。



「Ａ級糖度の永久凍土テイツプ・オブ・ザ・アイスバーグ」



　優馬ゆうまの足もとが大きく揺れる。視界の端で、斬きり倒された魔物たちの身体からだが爆はぜるのが見えた。バランスを崩しながらも優馬は顔を上げる。そして息をのんだ。ほんの一瞬、時間が止まってしまったのかと錯覚した。

　イーサンが空中で静止していたからだ。

　しかし時間が止まったわけではなかった。

　イーサンは盛り上がった血の氷の中に閉じ込められていた。《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》も同様に氷に身体を囚とらわれている。いかに《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》が再生を繰り返すことが可能でも、これでは身動きが取れない。

「再度、目標変更。少年一名」

　優馬は彼女に目をやった。冷たい声に寒気を覚える。

「ま、待ってくれ。この状況では言いわけに聞こえるだろうけれど、僕は調律士だ。あなたと戦う気はない。これは……」

　一度、イーサンを見み遣やり、それから再度彼女に視線を戻す。みっともなく見えようと知ったことではない。優馬は彼女に事情を説明しなくてはならない。

「ノエル・ローゼンバーグという調律士を助けるためにしたことだ。《龍騎士ナイトアノール》のノエル・ローゼンバーグだ。彼女は今、《専任治療班ピクタススイフト》で《咒カーズ》の治療を受けている。螢火ほたるび鉄葉ぶりきっていう歪わい曲きよく師しに呪のろいをかけられていて、その治療なんだ。でも、《咒カーズ》の解除方法が分からない。方法を知っているのは、螢火鉄葉だけなんだそうだ。イーサンに協力すれば、螢火の情報をもらえるから、彼に協力してしまった。僕はどんな罰でも受ける。でも――」

　――イーサンから螢火の情報がどうしても欲しいんだ、と続けようとした優馬ゆうまの言葉は、しかし強制的に終了させられた。

　彼女が《氷の微笑キラー・スマイル》をその手に、優馬に向かって飛び込んできたからだ。

　優馬は瞬間的に反応し、右へ跳んで一撃を避ける。

《氷の微笑キラー・スマイル》が地面に突き立つことで氷の破片が飛び散った。

「話を聞いてくれ！」

　だが、優馬の言葉に耳を貸すつもりはないらしく、彼女は再度《氷の微笑キラー・スマイル》を振るう。

　優馬はもう一度、跳ぼうとバネをためるが、足もとが凍りついているためにバランスを崩してしまう。目の前を冷気漂う刃やいばが通り過ぎる。跳ぶこともできなかったが、予想外の動きのおかげで彼女の剣が優馬の首を刎はねることもなかった。刃は衣服をわずかに斬きりつけただけだ。優馬はあえてそのまま転がり、彼女と距離を取る。

「くそ、やりにくい……」

　床が凍っていることで、足運びが困難になっていた。

　片かた膝ひざ立ちで、体勢を安定させる。

　と、そのとき。優馬は足もとに小さな箱が落ちていることに気づいた。それは《混沌の柩パズル・ボツクス》だった。イーサンが戦闘中に落としたようだ。

　優馬は咄とつ嗟さにそれに手を伸ばしていた。

　深く考えての行動ではない。ただ、手が伸びていた。

　だが、戦闘中に、その戦闘行為以外の行動をとるのは賢明ではない。

　案の定、意識が逸それた一瞬に、再び《氷の微笑キラー・スマイル》が襲ってきた。

「待ってくれッ!!」

　だが、これは審判のいる剣道の試合ではない。一つ間違えば命を落とすこともある死合いである。待ってくれという言葉で相手が止まるはずもなく――。

　優馬の利き腕である左の肩を切り裂いた。

「くッ!!」

　大きく血が噴き出す……はずなのに、どういうわけか出血はなかった。傷口は熱いようでもあり、冷たいようでもある。右手で強く押さえ、確認すると、血は一滴も流れていなかった。それどころか……。

「傷口が凍ってる……」

　優馬は急いで視線を彼女に戻す。彼女は無表情だった。そこには感情が見えない。

「話を……聞いてもらえそうにはないな」

　彼女が何者かさえ分からない。だが、こんなところで時間を食っている場合ではない。氷漬けにされたイーサンは果たして無事なのか？　普通の人間ならば死んでいる。だが、彼は普通の人間ではないらしい。とにかく救出を試みるべきだ。

　それには彼女を止めなければならない。

　優馬ゆうまは左手に紅あかいクロスを握った。肩に鈍い痛みが走るが、気にしてはいられない。

　右の人差し指と中指を立て、クロスに強く当てる。クロスが刃やいばの役目を果たし、つ、と血がにじんだ。その刹せつ那な、ショートしたかのように紅い光が弾はじけた。



「Blood is thicker than water我が血の赤に従え」



　魔法具の解除呪じゆ文もんとともにクロスを撫なで上あげる。クロスが心臓のようにドクン、ドクンと脈打ち、直刀へと姿を変えていく。それは刀身の紅い、五十センチばかりの直刀だった。優馬の使用する魔法剣《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》である。

　血液に反応した直刀は目覚めとともに優馬へエネルギーを供給し、優馬もまた直刀へ力を送る。優馬の身体からだの中を、熱を帯びた血液が巡っている。肩の傷から血が流れ出した。

　どうする？　どう戦う？　優馬は咄とつ嗟さに思考を巡らせる。

　かつて、イーサンと戦闘になったとき、優馬はその瞬間移動を破っている。とはいえ、あれは水蜜すいみつの《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》に助けられたところが大きい。

　今、自分一人の力でそれができるかと問われれば、否と答えるしかない。

　目の前の彼女は、方法は不明だが、いとも容易たやすくイーサンの《見閉じられた魔眼アイズ・ワイド・シヤツト》を打ち破り、彼を拘束して見せた。正攻法で勝負して勝てるとは思えない。

　…………果たしてそうだろうか？

　優馬は切っ先を彼女に定める。

　勝機はある。この場には、もはや氷の刃や、壁を形成できるほどの液体が存在しないからだ。空気中の水分も、魔物たちの体液も、すべてを動員してイーサンたちは氷の中に閉じ込められている。ところどころ足もとが凍っているとはいえ、厚さ一センチに満たない。滑らせるのには十分だが、優馬を襲うことはできないだろう。

　ならば、この先は純粋な剣の腕ということになるはずだ。優馬は仮にも鬼束おにづか響士朗きようしろうの弟子。幼い頃ころから剣術は学んできた。イーサンとの戦闘、《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》との乱戦、螢火ほたるび鉄葉ぶりきやアラン・スミシーとも戦った。今まで不足してきた経験も重ねている。

　そして彼女の剣の腕は、それほどでもない。

　短い間に三度、彼女は優馬を捉とらえ損ねている。決定的な場面でさえ、優馬の肩をわずかに斬きることしかできなかった。純粋な剣の応酬ならば十分に優馬に勝機はある。

　彼女は優馬ゆうまの動きに反応を見せない。構えもしない。

　優馬は呼吸を整え――止める。スプリンターが一時的に無呼吸状態になるのと同様に。

　弾ダンッ!!

　息を止めたときには既に跳んでいた。

　直刀は紅あかい軌跡を残して、彼女へ伸びる。

　刺突は点の攻撃。一点に力を集中している分、攻撃力は高い。受ければ致命傷は避けられない。だが点の攻撃は、その面積の小ささゆえに避けられやすい。

　それは相手がたとえ構えていなくとも。彼女は流れるような動作で優馬の突きをかわした。にもかかわらず優馬は空中でにやりと笑う。そうなることは予定通りだったからだ。

　優馬は右足を地面と接触させる。

　点の攻撃が避けられることは想定済み。はじめから点の攻撃など狙ねらっていない。そのフリであり、予備動作でしかなかった。すなわち、狙いは線の攻撃。

　右の足裏が地面との摩擦でギュリッと音を立てた。

　彼女へ向けて高速で直進していた優馬の身体からだに別の力がかかる。

　元々の直進の力を削そぐことなく、空中で旋回した優馬は、彼女へ向けて《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を繰り出す。それは、横へ移動した彼女の進行方向を塞ふさぐ線の攻撃。

　もちろん殺す気はない。彼女の動きを封じられればいい。刀身は返してある。峰で打てば骨折くらいはするだろうが、命を奪うことはない――はずだった。

　牙吟ガギン！

　優馬の直刀は《氷の微笑キラー・スマイル》によって防がれてしまう。

　そして、最終的に動きが封じられたのは優馬のほうだった。

「くッ!?」

　今度こそ、優馬の左肩を刃が貫いている。氷の刃が。

　そんなことはありえないはずだった。剣は直刀と交わっている。新たな氷を作るための水もない……そのはずなのに。

　彼女は、自身の手を傷つけていた。そこから血が凍り、氷柱となって伸び、優馬の左肩を貫いたのだ。人の体重のおよそ七パーセントは血液だ。

「くそッ……」

　優馬は床に膝ひざをついた。

　彼女は涼しげに優馬を見下ろす。どこかノエルを思い出させるその顔。彼女の瞳ひとみに……しかし優馬は映っていない。

　何なんだ……この人は何者なんだ……？

「太た刀ち筋すじに既視感。類似の型……鬼束おにづか響士朗きようしろう」

　ハッとした。

「鬼束おにづかさんを知っているのか？」

　ノエルのことにかかりきりで、鬼束響士朗きようしろうのことを忘れていた。

　しかし、彼女の次の言葉に優馬ゆうまは一瞬言葉を失う。

「既に処分済み」

「な、何……言ってる？」

　どうにか発したその言葉は、ひどく震えていた。

「嘘うそだ……」

　身体からだを起こそうとしたが、左肩に刺さっている氷柱を強く押し込まれてそれは叶かなわなかった。優馬は痛みに顔を歪ゆがめる。

「鬼束さんが負けるはずない！」

　彼女は何も言わない。

　鬼束響士朗が負けるはずがない。それは絶対だった。だが、イーサンを簡単に拘束して見せた彼女もまた、優馬の前に絶対的な存在として映る。剣の腕が大したことがないなどというのは判断ミスもいいところだ。あるいは、彼女はワザとそのように優馬に思わせたのか？　優馬がそう判断し、突進してくることを予測して。体内の血液を使うのならば量は限られる。自身の血を使い過ぎれば死んでしまうからだ。巨大な刃やいばを作ることができない以上、接近する必要があった。それを自分から跳びかかるのではなく、優馬に跳びかからせた……。ならば、はじめから優馬に勝機などなかったのだ。

　虚脱感が全身を襲う。

「あんたは……何者なんだ？」

　優馬は彼女の前に跪ひざまずいたまま見上げる。

　彼女は、優馬の質問に答えない。ただ、腕を振り上げた。

　腹部に鈍い痛みが走り、優馬はそこで意識を失う。

　意識を失う寸前に、視界の端に《混沌の柩パズル・ボツクス》が映った。

　そして優馬は小さく呟つぶやく。

「ノ……エ、ル」



　　　†



　そこは中央塔セントラル・タワーの最下層部よりもさらに地下だった。

　螢火ほたるび鉄葉ぶりきは薄暗い通路を進む。とても機関の内部とは思えない造りは地下墓地を連想させる。ただし、天井や壁を走るパイプとケーブルは地下墓地にはそぐわないが。

　鉄葉の前を《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》が行く。人型魔法具の手にはランプがあった。

　最上部では、アリスによって因果律の最終調整が行われている。

　アキトは儀式の準備を進めているはずだ。

　五百月いせづき優馬ゆうまの目の前でノエル・ローゼンバーグを殺す。

　優馬はノエルの死によって覚かく醒せいするはずだ。優馬は『糸を切る者スローター』であるに違いない。ずっとずっと捜してきた存在だ。

　彼がそうであるならば、これで鉄葉の願いも叶かなう。

　カツン、カツンと自身の足音が通路に響き渡る。人型魔法具の足音はない。

　鉄葉ぶりきは自分の左手を眺めた。機械の腕だ。そこに濃い影が落ちている。強く握りしめるとギリギリと鉄が軋きしむ音がした。

　通路の左右には窪くぼみがある。そこにはミイラが納められている。

　それらはかつて重層世界調律機関のマスターだった者たちの遺体だった。

「食えないヤツ」

　鉄葉は小さくこぼす。

　アキトがいつから機関内で今の地位を獲得したのか。アキトは何者なのか、鉄葉にも分からない……。

　通路の先には鉄格子が見える。ただの鉄格子ではない。歪わい曲きよく師しを捕らえた場合に用いるものと同規格の特殊な鉄格子だ。そこでは一切の《歪曲》が制限される。

　鉄葉の役割はそこに閉じ込めていた少女を最上階へ連れていくことだった。一時的に地下に幽閉したが、儀式に失敗した場合は、彼女の力が必要になるかもしれない。

　万が一、優馬の力がノエル・ローゼンバーグの死で解放されなかったとしたら、彼女の能力をその予備として使用する。彼女の暗示の力は機関でもずば抜けている。

「でも、何で、あたしがこーんな下っ端みたいな仕事をしなきゃなんないわけ？」

　鉄葉は足もとを蹴けり上あげた。

　アキト曰いわく「信用に足る手て駒ごまが少ないのでね」ということだった。

　実際、ここには見張りすらいない。もっとも、この地下空洞自体知られてはならないのだからアキトの言葉は正論だ。機関の中で下手に仲間を作ろうとすれば情報漏えいの確率は上がる。味方は増えれば増えるほど統率が取りにくくなるものだ。

　とはいえ、何も無人というわけではない。鉄格子の前には――。

「何……これ？」

　鉄葉は足を止める。

　開け放たれた鉄格子の前で、四頭の合成獣キメラが眠りに落ちていた。
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　不思議な歌が聞こえる。

　ノエルは三体の女神像――《因果律朗読アカシツク・レコード》を首だけ動かして見上げた。不思議な歌、それは途切れることのない計算式だった。何人もの人々が祈りの声を上げるように、その計算式が聞こえてくる。《因果律朗読アカシツク・レコード》の周囲で、凄すさまじい速度で数字や記号が視覚化されていく。

　身体からだ中じゆうを激痛が支配しているはずだが、今やほとんど痛みを感じない。とても危険な状態だった。痛みは感じるべきなのだ。痛覚は人体の危険を知らせるシグナルなのだから。

　意識だけははっきりしていた。意識を失えたら楽になれるかもしれないのに、そうはならない。

　だからと言って身体を動かせるわけではない。足首には相変わらず枷かせがはめられたままであったし、何より腕を上げようにもまったく言うことを聞かない状態であった。

　痛みを感じないが、身体は確かにダメージを受けている。指一本動かすこともできない。

　祭壇に寝かされているノエルは長い髪が顔にかかっていて鬱うつ陶とうしいと思ったが、それを払うこともできない状態だった。涙ももう出てこなかった。声も出ない。何もできない。

　不思議と焦りや不安はなかった。この状況に身を任せている自分がいる。

　アキト代表が姉を殺した犯人かもしれない、そう知らされたときは飛び出したというのに、今はその気力がない。今の自分を見たらミルアはきっと失望するだろう……。

　鬼束おにづか響士朗きようしろうが始末された。水蜜すいみつは捕らえられた。

　優馬ゆうまも間もなく連れてこられる。

　自分は優馬の力を解放するための生いけ贄にえ……。

　自分は、どこから記憶を途切れさせているのだろう。振り返ってみるが、上う手まく思い出せなかった。記憶はひどく混乱している。

　朝、優馬が緋村ひむらあゆきのもとへ行ったのは覚えていた。

　緋村あゆき……。アラン・スミシーを体内に宿していた少女。優馬の幼なじみ。

　何となく気に食わない存在だ。優馬は彼女を家族だと言った。

　だが……彼は家族と離れる選択をしている。

　優馬は一人でいることを好む。

　ノエルも一人でいることが好きだった。そうすれば誰だれにも傷つけられないし、誰かを傷つけることもない。どうすれば自分を守れるか分からないから、傷つけられる前に相手を傷つけてしまう。だからノエルは一人だった。

　でも、それでよかった。自分は《龍騎士ナイトアノール》として優秀であればいい。寂しいなどと思ったこともなかった。

　だけど、今は思う。

　寂しいなんて感情を思い出せないくらい、ずっと寂しかったのだと……。

　優馬ゆうまの顔が思い浮かんだ。優馬が自分を抱き上げている。優馬が手を握っている。やけに顔が近い。優馬は泣きそうな顔でノエルの名前を呼んでいる。

　何だか無性に優馬に会いたかった。

　と、目の前に、水蜜すいみつの顔があった。ふてぶてしい目をした《調査班シユミツトモニター》。

　どうせ幻覚ならば水蜜以外がよかった。

　水蜜は唇に人差し指を当てている。静かにしていろというジェスチャーなのだろうが、そんな指示を受けなくても声など出ない。

　水蜜は、ゆっくりと声を発さずに唇を動かす。

『い　ま　あ　な　た　の　こ　う　そ　く　を　と　き　ま　す』

　今、あなたの拘束を解ほどきます。

　水蜜の幻覚がノエルの足もとに手を伸ばす。髪をアップにしているピンの一本だろう、それを手にして足あし枷かせのカギ穴に差し込む。音もなく足枷が外れた。

『お　き　ら　れ　ま　す　か』

　起きられますか？

　ノエルは答えられなかった。声も出なければ、首を横に振ることもできない。何より、これはただの幻覚……ではない、のか？　水蜜は本物なのか？　どうやってここへ？　いや、それよりも早く逃げろ。見つかったら殺される。

　よく見れば、水蜜は、あちこちに傷を負っていた。太ももには乱雑に包帯が巻かれている。しかも血がにじんでいた。水蜜は一度、顔を上げて周囲の安全を確認する。

『ま　ば　た　き　で　へ　ん　じ　を』

　瞬まばたきで返事を。

『い　え　す　な　ら　い　ち　ど　の　お　な　ら　に　ど』

　イエスなら一度、ノーなら二度。

『い　い　で　す　か』

　いいですか？

　ノエルは一度瞬きをした。

『じ　り　き　で　お　き　ら　れ　ま　す　か』

　自力で起きられますか？

　ノエルは二度瞬きをする。

『い　た　み　は　あ　り　ま　す　か』

　痛みはありますか？

　ノエルはこれにも二度瞬きをした。

　水蜜は難しい顔をする。起きることができないほどのダメージを負いながら、痛みを感じない。それがどれだけ危険なことなのか水蜜は考えているようだ。

『あ　な　た　を　お　い　て　は　い　け　ま　せ　ん』

　あなたを置いてはいけません。

　それから水蜜すいみつは舌を出して見せた。わざわざ指差す。舌の上に魔法円が見えた。

『あ　な　た　に　あ　ん　じ　を　か　け　ま　す』

　あなたに暗示をかけます。

　頭の中でかつての水蜜の声がする。

　――イーサン・ソルトウォーターと交戦となった場合、命を賭として絶命させよ。

　死ぬためだけに向かわされた任務。逃げることは絶対に許されない命令。

　機関上層部が体面を保つために下した命令なのだと思っていた。しかし、実際はそうではなかった。《統括府フラツトリザード》そのものが、既に保つべき体面すら失っていたのだ。今はもう、そのことに憤る心も萎しおれてしまっている。

　水蜜がまた背後を振り返り、それからそっとノエルに覆いかぶさる。

　ノエルの耳に水蜜は口を近づけた。水蜜の《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》は音声として強制命令の暗示を発動する。声が漏れないように耳元で囁ささやく。



「《Love me more絶対服従, love me long必定隷従》。あなたの身体は一時的に回復する」



　言葉は心地よい子こ守もり唄うたのように耳に入ってくる。途端に身体からだが軽くなった。

「ぁ」

　言葉が咽の喉どの奥から生まれる。慌てて塞ふさいだ。それで手が動くことを知る。驚いた。今までまったく自由に動かすことができなかった手が、今は何の不便もなく動いた。

「きさまの暗示は恐ろしいな」

　極力小さな声でノエルは言う。

「褒ほめ言葉として受け取ります」

　水蜜も極めて小さな声で応えた。

「暗示は、あくまで一時的なものです。《咒カーズ》は解除されていません。速やかにここを脱出し、然るべき治療を受けなければ死の危険があります。ご注意を」

《咒カーズ》……螢火ほたるび鉄葉ぶりきは《永遠に美しくフオーエバー・ラブ》と言ったか。《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》がかけた呪のろい。身を裂くような激痛の果てに、精神を殺し、身体を乗っ取るという。螢火鉄葉との戦闘の際に、背中を大きく切りつけられている。あのとき感染したのだ。

「あなたの銃です。回収しておきました」

　水蜜が銃身のないグリップとトリガーだけの銃をノエルに渡す。ノエルの魔法銃《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》である。ノエルは銃のグリップを握り、狙ねらいを定めるように目を細めた。それから水蜜へ視線を移す。

「どこまで把握している？　機関のことは？」

「分かっていることは、ここが危険だということです」

「…………響士朗きようしろうはどうなった？」

　水蜜すいみつは静かに首を振った。

　優馬ゆうまはどうしている？　そう訊きこうとして、しかし、ノエルは口をつぐんだ。

「考えるのは後回しです。今はここから脱出するのが先決です。態勢を立て直します」

　水蜜の言葉にノエルは頷うなずき返す。悠長に話をしている暇はない。

「ここへはどうやって来たのだ？」

　祭壇には階段が備えつけてある。それを利用するのが手っ取り早いが、誰だれかに見つかる恐れもある。

　すると水蜜は、祭壇を囲む三体の女神像を指差した。《因果律朗読アカシツク・レコード》だ。計算式が視覚化し、詠うたう声が聞こえてくる。

「せっせと上ったのです。アリス・アマリリスが起動中ならば気づかれないと踏みました」

「なるほど、灯台もと暗しというわけだな」

　様々なケーブルでつながられた像は、凹凸が多いため梯はし子ごのかわりになる。

「猿のようなヤツだな」

　水蜜は眠たげな目でノエルを見た。



    

  
    
      



    

  
    
      「ここを無事に出られたら覚えておきやがれです」

「無事に出られたらな」

「いいですか？　距離がありますので注意してください。物音にも」

「ふん、わたしを誰だれだと思っている」

　言って、ノエルは像に向かって跳んだ。ケーブルを掴つかみ、でっぱりに足を乗せる。

　水蜜すいみつも頷うなずいて同様に跳んだ。二人はゆっくりと像を下りていく。床に着地した。

「どうやって脱出する？　そもそも、どうやってこの部屋へ来ることができたのだ？」

「水蜜は地ち下か牢ろうに連れていかれました。そこには見張り番として合成獣キメラがいました。ですが、水蜜にかかれば犬ころも同然、脱出など造作もないことです」

「頼もしいことだ」とノエルが合いの手を入れる。

　どこか憮ぶ然ぜんとしながら水蜜は続けた。

「壁の裏の配管を通ってここまで上って来ました。今度は逆に下りましょう。配電の関係で壁の裏は空洞が多いようです。時間もかかりますし、迷うと大変ですが、見つかりにくいという利点があります。向こうです」

　水蜜の後ろについて、ノエルは女神像をぐるりと回る。

　そのとき観音扉が自動的に開いた。誰かが入ってくる。

　ここで見つかるわけにはいかない。身を隠さなければ。

　ノエルも水蜜も瞬時に判断し、素早く身を翻ひるがえす。

　――はずだった。

　だが、ノエルはそうできなかった。影が縫い止められたように動けない。扉の向こうを見てしまったからだ。そこから現れた人物に目を奪われ、ノエルは身動きが取れない。

　彼女の長い髪がふわりとなびいた。雪のような白い肌。桜色の唇。頬ほおはふっくらと丸みを帯びているが、顎あごはツンと尖とがっている。スラリと長い手足。

　こんなことはありえない。彼女がここにいるはずがない。彼女は死んだのだから。

　けれど目の前には彼女がいる。間違いようがない。

「……姉上」

　ノエルは呟つぶやいた。心臓の鼓動が速くなる。だが全身に血が巡っていない。身体からだが震え出した。苦しい。熱い涙がこみ上げてくる。

　それを水蜜が見み咎とがめる。

「ノエル・ローゼンバーグ!?　何をしているのです!?」

　しかし、ノエルの耳に水蜜の声は届いていない。

「姉上ッ!!」

　ノエルは大きく声を上げた。

　水蜜もノエルが見つめている人物へ目を向ける。そのまま、まるで暗示にかかったように身動きが取れなくなった。時間が止まってしまったかのように。

「そんな……ミルア・ローゼンバーグ……生きていたなんて」

　だが、すぐさま状況の悪化に気づいた。水蜜すいみつの時間は動き出す。

「ノエル・ローゼンバーグ。ここは退却です！」

　そう叫んで水蜜がノエルの手を取った。

　だが、ノエルは水蜜を振り払う。

「姉上!!　わたしです、ノエルです!!」

　その叫び声に、彼女――ミルア・ローゼンバーグがノエルのほうへ顔を向けた。

　ノエルはもう一度口を開きかける。だが声を発する前に視界に何かが飛び込んでくる。

「何、勝手に抜け出してんの、白銀しろがねちゃん、ノエルちゃん！」

　螢火ほたるび鉄葉ぶりきの声は背後から聞こえた。ノエルの眼前に現れたのは《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》だった。挟まれている。ミルアに目を奪われ、まったく気づくことができなかった。人型魔法具は全身をバネのようにしならせ、ノエルに向かって両腕を振り下ろす。ノエルは反応できない。

「あぁああああああッ!!」

《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の爪つめが肉を裂く。

　そして水蜜が血を流しながら地に伏した。

「水蜜ッ！」

　水蜜はノエルの前に飛び出してかわりに人型魔法具の爪を受けたのだ。

　床にとろりと粘度の高い血が広がっていく。

「な、何してやがりますか、ノエル……ローゼン、バーグ。せっかく、水蜜が、助けに、来たのに……とっとと、逃げろ……です」

　そう言われても水蜜を置いて行くわけにはいかない。仲間を守らないと。水蜜はノエルを守って傷ついたのだ。今度はノエルが守る番だ。

　けれど身体からだは満足に動かない。ノエルの時間は止まったままだった。

「殺さつ戮りくに酔え、《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》」

　螢火鉄葉が人型魔法具に命令を下す。ノエルの前に再び《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の鋭い爪が繰り出されようとして――。

「お待ちなさい」

　声がした。アリス・アマリリスがホログラム映像となって再び眼前に現れる。

　人型魔法具は腕を振り上げたまま静止している。

「どういうつもり、アリス？　あたしの《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》に何をした？」

　螢火鉄葉が噛かみつくように言う。

「『時間軸』を少し歪ゆがめただけです。それよりも、あなたこそどういうつもり？　ノエル・ローゼンバーグは五百月いせづき優馬ゆうまの前で処刑するはずでしょう？　あなたは白銀しろがね水蜜すいみつを連れてくるはずだったのではありませんか？　これはどういうことなのですか？」

　螢火ほたるび鉄葉ぶりきは苦々しい表情をした。

「……あたしの落ち度じゃない。アキトが白銀ちゃんをあんなとこにやるのが悪い」

「僕のせいかい？」

　そこにもう一人の声が響く。

　ノエルはそちらを見み遣やる。

　アキト代表の姿があった。彼の背後には魔法円がいくつも描かれていた。それらを照らすように松たい明まつが灯されている。

　ノエルの理解はこの状況に追いつけない。ただ、どうにもならない状況に自分が立たされていることだけは分かった。ノエルはもう一度、今度は縋すがるように扉のほうへ目を向けた。そこには、確かにミルア・ローゼンバーグが立っている。

　いや、それだけではなかった。

　ミルアの後方、その足もとに何かある――いや、誰だれかが蹲うずくまっている。

　それは五百月優馬だった。力なくこうべを垂れ、手足をだらんと投げ出している。

「……優馬ッ!!」

　ノエルは自身のパートナーの名前を呼んだ。

　だが、反応はない。無事なのかどうかも分からない。

　ミルアは優馬のシャツの襟元を掴つかんで、引きずってくる。

「あね、うえ……本当に姉上なのですか？　姉上はどうして……何な故ぜ、応えてくださらないのです？　わたしです！　ノエルです！」

　ノエルは呼びかけるが、ミルアはまったく反応しなかった。優馬を左手で引きずり、右手には彼女の愛剣《氷の微笑キラー・スマイル》が握られている。

「姉上……？」

　ノエルの呼び掛けには一切応じず、ミルアは一定の足取りでアリスの前に進んだ。彼女が魔法円を横切るたびに、足もとの一つ一つが鈍く発光した。

　ノエルはその光景を信じられない想いで見つめていた。

「『糸を切る者スローター』の捕獲を完了しました」

「ご苦労さまです」

　アリスは軽い口調でねぎらいの言葉をミルアにかける。

　ミルアは優馬の胸倉を掴んで引き起こした。

「カハッ……が、ガハッ……く」

　優馬の咳せき込こむ声が聞こえる。

「優馬ッ!!」

　ノエルの身体からだは勝手に前に出るが――。

「動かないでよ」

　すぐ後ろから声がした。螢火ほたるび鉄葉ぶりきの声だった。カチャリと硬質な音がする。

「少しでも動いたら白銀しろがねちゃんがちめーてきなことになるよ」

　振り返ることもできないが、螢火鉄葉が何を意味して言ったのか理解できた。彼女は《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》という追尾式魔法ランチャーを愛用している。その銃口が水蜜すいみつを狙ねらっている。

　ノエルは奥歯を噛かみしめ、それからまたミルアに呼びかける。

「姉上！　これはどういうことなのですか？　答えてください。姉上！」

　それでもミルアは何も答えなかった。ノエルが何を言っているのか理解できないような顔をしている。

　何な故ぜ、死んだはずのミルアが生きているのだ？　彼女はミルアではないのか？

　人型魔法具がノエルの身体を押さえつける。骨が軋きしんだ。
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「く、ぁ……ガハッ、ガッ!?」

　息苦しさから優馬ゆうまは目を開けた。記憶はブツリブツリと途切れている。状況がすぐに理解できなかった。優馬の視界の先には――アリス・アマリリスの顔があった。

「お目覚めですね」

　アリスが言った。男女混成の声が響く。

「……何なんですか？」

　言って、自分が何者かに胸倉を掴つかまれていることを知る。首にシャツが食い込む。無理やり身体をねじると、それが保管庫で戦った彼女であると分かった。

　彼女はさらに腕を上げた。すると、優馬の咽の喉どが締まっていく。

「な……ガハッ……はな、してくれ……く、くそ、放せよッ！」

「暴れるのはよしたまえ」

　そう言ったのはアキト代表だ。

　優馬は彼女の手首を掴む。振り解ほどこうとするが、まったく力が緩む気配がない。

「く……そ……は……な、せ」

「優馬ッ!!」

　そのとき声がした。

　優馬はそちらへ目だけ向けた。

「…………ノ、エル？」

　今度こそ、そこに立っているのはノエルだった。いや、ノエルは病室で寝ているはずだ。回復しているはずがない。だが、そこにいるのは間違いなくノエルだった。

　ノエルのほうへ視線を動かしたことで部屋全体が目に入る。

　そこはアリス・アマリリスと面会した部屋だった。しかし、様々なものがおかしい。

　ノエルの背後に螢火ほたるび鉄葉ぶりきがいる。彼女が機関にいるだけでも十分におかしいが、構えた《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》の先には水蜜すいみつがいた。水蜜は血を流して倒れている。

　ノエルは動こうとしない……いや、動けないのだ。《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》がノエルを押さえている。

　まるで幽霊のように宙に浮くアリス・アマリリスは、機関の中に歪わい曲きよく師しがいるというのにそちらに関心を払っていない。

「これですべてが整いました」

　アリスが言った。彼女の姿にノイズが走る。

「これで『世界』をやりなおすことが可能です」

「な、何を言っている!?」

　優馬ゆうまは混乱した。何がどうなっているのだ？

「姉上!!　どうされたというのですか？　何な故ぜ、返事をしてくださらないのですか!?」

　ノエルの声で優馬は彼女へ視線を戻す。

　姉上……？

　そうだ、ノエルにはお姉さんがいるという話だった。鬼束おにづか響士朗きようしろうはノエルの姉の《片手袋メイト》だった。しかし、ノエルのお姉さんは……亡くなったのではないのか……。

　そのときアキト代表が口を開いた。

「確かにすべて整った」

　ふふ、と笑い、まるで優馬の疑問に答えるように彼は続ける。

「だが、きみらは今一つ自分たちがどういう状況にあるのか理解していないようだね。最期なんだ、教えてあげるよ」

　彼はそう言って深く笑う。相変わらず口調はどこか幼い。

「彼女はミルア・ローゼンバーグ。ノエル・ローゼンバーグくんの亡き姉君だ」

　亡き姉君……おかしな物言いだ。死者が動いているなどと……。

「五百月いせづきくん、ローゼンバーグくんが何故、《穢ケガレ憑ツキ》などという罪を背負っているか知っているかい？」

　一瞬、間が空あいた。

　優馬はノエルを見る。

　ノエルは今にも泣き出しそうな顔で、唇を噛かみしめていた。

　心臓が早鐘を打つ。

　言うな。言わなくていい！

　だが、優馬ゆうまの思考など関係なく代表はそれを口にする。

「彼女はね、死んだ姉を生き返らせようとしたんだよ」

　アキト代表――アキトは言った。

「生き物が死ぬのは万物の法則だ。これだけは決して歪ゆがめてはならない。だが、ノエル・ローゼンバーグはそれを破った。それが彼女の罪だ」

　優馬は胸倉を掴つかまれたまま、呼吸も定まらない状態でノエルに視線を向ける。

　ノエルは、泣いていた。声を出さず、大粒の涙がこぼれ落ちる。

　ノエルが背負う罪《穢ケガレ憑ツキ》、それは肉親を生き返らせようとしたものだった。

　記憶が巡る。

　ノエルとはじめて出会った夜、優馬は夢を見た。それは何な故ぜか、いつも見る悪い夢とは違う夢だった。夢の中にはノエルがいた。どこだか分からない暗くら闇やみの中で、ノエルが立っていて、彼女は女の人の生首を抱きしめていて……。

　あの夢は、ノエルの――。

「死者の蘇そ生せいとひと口に言っても、術者の能力でできることは限られる。たとえばイーサン・ソルトウォーターの《死者恋ネクロマンテイツク》は、肉体を無限に再生させることが可能だ。だが、それは一つの《咒カーズ》に過ぎない。生き返るのではなく、死ぬことが許されない魔物と化すだけだ。ゾンビみたいなものだね。古来より『永遠の命』と『死者の蘇生』はセットで研究されてきた。だが、成功例は報告されていない。生き物は生まれ、そして死ぬ。これはどんな《歪わい曲きよく》でも歪められない、絶対の因果なのだよ」

　アキトはそこまで言って、唇を湿らせた。まるでトカゲかヘビのような舌。

「だが、多くの愚か者たちが過ちを繰り返し続ける。五百月いせづきくん、死者の蘇生で最も難しいことは何だと思う？」

　問われた優馬は、しかし首が締まって答えられない。言葉を封じられている。

「は……な……せ、よ」

「そもそも『死』とは何だろう？　心臓が止まること？　思考をやめること？　自発呼吸ができないことも大問題だ。とはいえ、脳死の概念すら流動的だね。『死』というのは実に相対的であり、ゆえに社会的だと思わないかい？　肉体は劣化する。それを止めれば老化は防げる。だが、それだけで永遠の命と言えるだろうか？　答えはノーだ。永遠の命とは永遠を観測することができる精神のことだ。肉体よりも精神のほうが劣化しやすい。そして問題は、脳の働きだけが精神を作り上げているわけではないということ。肉体を再生させる術はいくらもあるのに、どういうわけか精神を、魂を再生することだけはできない。『永遠の命』と『死者の蘇生』において共通する課題だ」

　アキトはノエルに爬は虫ちゆう類るいじみた目を向ける。

「姉君の蘇生はね、失敗ではなかったのさ」

「姉上は……生き返っていた」

　ノエルが脱力したのが分かった。その小さな身体からだは、人型魔法具に押さえつけられていると言うよりも今は支えられているように見える。

　アキトは続ける。

「ローゼンバーグくんは天才と言われるだけのことはある。肉体面では九十五パーセントもの精度で再生させた。ただ残念だったのは、彼女には視力がない。それ以外は完かん璧ぺきだ。完璧ゆえに視力がないことさえ負担にならない。視覚以外の情報で何でもできるのだから感服するしかない。ただし、精神のほうは……蘇よみがえることはなかった」

　アキトはそこで一拍置いた。

「そして、それはね、実に好都合だった。ミルア・ローゼンバーグという最強の駒こまを手に入れることができたんだ」

「そのとき、わたしは一つの計画をアキトに告げたの」

　アキトの言葉をアリスが引き継いだ。

「機関で長い間保管されてきた魔法具《混沌の柩パズル・ボツクス》を利用して、『世界』をリセットするという計画をね。鉄葉ぶりきを使ってソルトウォーターを脱獄させ、《混沌の柩パズル・ボツクス》も盗ませた。九九九人の絶望を集めさせたの。そして、ノエル・ローゼンバーグをイーサン討伐の任に就けた。彼女は姉の顔を見たら気づいてしまうもの。気づく前に死んでもらいたかったの。ミルアは誰だれにも顔を見られてはいけない」

「イーサンも一緒に死んでくれればなおよかったんだ」

　アキトは言い、「だが」と続ける。

「信じがたいことに、ここで我々の予測が外れる。きみの存在だよ、五百月いせづきくん。きみはノエル・ローゼンバーグを助けるために、イーサン・ソルトウォーターを倒した。その際にきみ自身から《歪わい曲きよく》が観測された。きみの存在は《因果律朗読アカシツク・レコード》をしてもなお読みきれないイレギュラーだ」

「そこであたしが派遣されることになったんだよ」

　螢火ほたるび鉄葉がここで声を上げる。

「きみが何者か知る必要があった。どういうわけかゆーまくんのデータはほとんど何も残されていない。今思えば、《追儺おにやらいノ命みこと》が意図的に操作してたんだね。イーサンを倒したときのゆーまくんは普通ならありえないことをしたんだ。ゆーまくんには何かあるんでしょ？」

「んなこと……知る、かよ」

「そう、たぶんきみは知らないんだよ。でもイーサンがノエルちゃんをきみの目の前で殺そうとしたときにきみは力を解放した。あたしがあゆきちゃんの名前を出したときも力を解放しかけたね」

「僕らはきみに『糸を切る者スローター』の可能性を見た」

　アキトが言い、アリスも口を開いた。

「『糸を切る者スローター』とは、因果律の糸を切る者のこと。あなたの《歪わい曲きよく》は、原因と結果の間にある切断不可能な糸を切ってしまえるの。瞬間移動など大したことではないわ。あなたはその気になれば世界を終わらせることもできる」

「世界を……終わらせる……？」

「そう、この世界は既に調律不可能なところまできてしまっているの。世界を救うには一度リセットしなければならないわ。そう計算に出てる」

「何を、わけの、分からないことを……」

「分からなくはないさ」

　アキトが合図をすると、ミルアは優馬ゆうまを後方へ引っ張った。

「放せよ！」

　優馬の声は無視される。次の瞬間、身体からだに何かが巻きつく感覚があった。

　見れば、巨大なおじぎ草のような拘束具が魔法円の一つから伸びていた。身体が触れた途端に、触手にも似た爪つめが身体を包み込み、優馬は動けなくなってしまう。

「く……ッ!!　何すんだ!?」

「きみの力を解放するのには、こうするのが手っ取り早い」

　アキトが言った。

「ミルア、ノエル・ローゼンバーグを殺せ」

　ミルアは静かに優馬に背を向ける。その手には《氷の微笑キラー・スマイル》が握られていた。

「よい趣向だろ？　姉妹同士で殺し殺される」

「ふざけろッ！　妹を、家族を殺すってのかよ！」

　優馬は怒鳴るが、ミルアは何の反応も見せない。

「姉上……姉上……ぁ、あねぅえ」

　ノエルも姉に呼びかけている。

　それでも反応はない。ミルアはゆっくりとした足取りでノエルのほうへ向かうだけだ。

「ノエル！　逃げろッ!!」

　優馬は叫んだ。叫ばずにはいられなかった。

　だがノエルは逃げられない。身体は《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》に自由を封じられているし、ノエルの背後ではまだ螢火ほたるび鉄葉ぶりきがいて、彼女の《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》が水蜜すいみつを狙ねらっている。妙な真ま似ねをすれば水蜜を殺すというアピールだ。

「姉上ぇえええええええええええええ!!」

　ノエルも叫んだ。

　優馬は拘束を解ほどこうと暴れる。

「放せ、放せよクソッ！　ノエルッ!!　ノエル、逃げろッ!!」

　目が見えていないとは思えない確実な足取りで、ミルアがノエルのほうへ進んでいく。

　優馬ゆうまはきつく締めつけられている左腕に思いきり力を入れた。

　クロスを握ることさえできれば――。

「大人しくしていなさい」

　だが、アキトに顔面を殴りつけられる。口の中に血の味が広がる。

　人型魔法具がノエルの膝ひざを後ろから蹴けるのが見えた。

　ノエルは膝を床につける。長い髪が大きく舞う。

「クソッ！　ノエル！　頼む、逃げてくれッ！　ノエル！　ノエル――ッ!!」

　ノエルの前でミルアが立ち止まった。

　後ろを向いているミルアの顔は見えない。どんな顔で妹と向き合っているのか。

　ノエルのほうは――瞳ひとみから光が消えかけていた。それは何もかも諦あきらめた目だった。

　ミルアが《氷の微笑キラー・スマイル》を振り上げる。

　その動作はやけにゆっくりに見えた。

「対象一名――斬ざん首しゆします」

　ミルアが静かに言った。

「よく見ておきなさい」

　アキトが囁ささやく。

「やめろぉおおおおおおおおおお!!」

　ミルアは剣を振り下ろした。

　視界が涙でかすんだ。とにかく身体からだを暴れさせる。だが、きつく締まるばかりで自由にはならない。そして――。

　琴キンッ！

　甲高い金属音がした。次いで、聞きなれた声が耳を刺激する。

「おいおい」

　そこで、声の主はタバコの煙を吐き出した。禁煙はもう止やめたらしい。

「随分生ぬるりぃ剣だなぁ、おい、《花か葬そうの姫君》さんよぉ」

　柄つかだけで十握りはあろうかという大剣、それを軽々と扱う彼女の姿が目に入る。分厚い刃やいばが、振り下ろされた《氷の微笑キラー・スマイル》を受け止めていた。

「鬼束おにづかさん！」「響士朗きようしろう？」

　優馬とノエルは同時に彼女の名前を呼んだ。
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　時間は巻き戻る。



　鬼束おにづか響士朗きようしろうは駆け出していた。

「おい、あんた！」

　声を上げる。ブーツが地面を蹴ける音が響いた。

　人影が進んだビルの隙すき間まへと走る。

　ただの見間違いだという思いと、見間違うはずがないという思いが拮きつ抗こうしている。

　胸が激しく高鳴った。いや、いるはずなどないのだ。いてはいけない人物なのだから。

　しかし確かめずにはいられなかった。

「ミルアッ!!」

　鬼束響士朗は叫んで角を曲がった。右手はすがるように伸ばされていた。

　その瞬間、鬼束響士朗の頬ほおを冷気が撫なで、眼前を氷の花弁が覆う。

　同時に右手が宙を舞った。痛みはなかった。切り離された右手がゆっくりと弧を描く。

　その向こうにいる人物が小さな唇を開いた。

「我が勝利に冷たき笑みを――」

　鬼束響士朗に刃やいばが降り注ぐ。

「……やべぇ、しくったぜ」

　血が飛び散るということはなかった。切断された右腕は凍りついていたからだ。それがぼとりと地面に落ちた。

　鬼束響士朗は、彼女の目を射抜くように見つめる。次の行動を読み解くために。

　だが、彼女の瞳ひとみからは何も感じられなかった。それどころか、自分のことを見ているようにも思えなかった。動きが予測できない。予測できない相手と斬きり結ぶのは安全とは言えない。何より、片手を失ってしまった現状では。

　氷の飛礫つぶてが迫りくる。

「チッ」

　鬼束響士朗は右手を回収せずに踵きびすを返した。

「一名、逃亡――追跡」

　背中から声がする。

　ミルアの技だった。あの氷の剣はミルアの魔法剣《氷の微笑キラー・スマイル》だ。

　でも、ミルアは死んだ。これは絶対だ。なら、どうして自分の前に現れた？

「ミルアの蘇そ生せいは…………成功していたのか？」

　ミルアの妹、ノエルは姉を生き返らせようとした罪で《穢ケガレ憑ツキ》となった。

　しかし成功はしなかったはずだ。

　死者の蘇生には莫ばく大だいなエネルギーを必要とする。死ぬことはエネルギーを必要としないが、流れに逆らうには凄すさまじいエネルギーが必要だ。ボールが坂道を転がるのに助けはいらない。ただし、坂道の下にあるボールは決して坂を上らない。それが生と死の関係だ。ボールが坂を上るには尋常ならざるエネルギーを必要とする。

　ノエルはそれを、あろうことか機関の中ちゆう枢すう、《因果律朗読アカシツク・レコード》から引き出そうとした。確かにこれほど効率的で巨大なエネルギーはない。また、《龍騎士ナイトアノール》ならば中央塔セントラル・タワーに入ることも造作ない。

　そうだったからこそノエルの企みは失敗した。発見され、現行犯で捕らえられたのだ。

　しかし、あのとき、ミルアの蘇そ生せいが成功していたとしたら？

　していたらどうだと言うのだ……？

　それは機関が、ミルアが生き返ったことを隠していたということにならないだろうか。

　何のために？　分からない。

　だが、あれは間違いなくミルアだった。それだけは確信できる。

「何がどうなってやがる！」

　鬼束おにづか響士朗きようしろうは走りながら毒づいた。

　鬼束響士朗は無意識のうちに人通りのない道を選んでいた。他ほかの人間を巻き込むわけにはいかなかったし、思考をクリアにする必要があった。何より《警備部隊ツリーアガマ》に発見されたくない。機関がミルアの蘇生を黙っていたのなら、機関の犬である《警備部隊ツリーアガマ》どもは鬼束響士朗の味方ではないかもしれない。

　角を折れる。

　そこは――焼却場だった。人目はなく場所も広い。ここで迎え撃つか？

　そう思ったが、予想に反して人がいた。しかも予想外の人物だった。
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「《影を歩む者シヤドウ・ウオーカー》と出くわしたんだよ。あいつは、ちょうど自分の腕を捨ててるところだった」

　鬼束響士朗の言葉で優馬ゆうまは思い出す。

　イーサンは指紋認証をクリアするために別人の手を斬きり落として利用していたのだ。

「腕を捨てて包帯を巻きなおしてたところでバッタリとな。それで、わたしはヤツと取引をかわした。ヤツを見逃すのと引き換えに《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》から一人借りて、わたしのかわりに死んでもらった。即席にしちゃ上う手まくいった。アリスにもわたしが自害したと思わせられたようだしな」

　鬼束響士朗はミルアの剣を押し込む。左手一本とは思えない力強さだった。

「死んだことにして、それからは色々調べさせてもらった。話も全部聞いたぜ。ミルア、おまえ目が見えてねぇんだな。わたしが《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》と入れ替わったのも見えてなかったわけだ」

　ミルアは答えない。鬼束おにづか響士朗きようしろうは交差させた《天之尾羽張あめのおはばり》をミルアに押し込んでいく。ミルアは一歩後退した。

「ミルア、てめぇ何してんだよ！　ノエルに剣向けて殺す気なのかよ！」

　ミルアは何も答えなかった。

「お行儀よく命令聞くだけのお人形にされちまったのかよ」

　そのとき、優馬ゆうまのそばで静観していたアキトが声を張った。

「ミルア、鬼束響士朗を殺せ」

「了解」

　静かにミルアは言う。

「やってみろよ、《花か葬そうの姫君》」

　鬼束響士朗は挑発的に口にする。

　しかし鬼束響士朗は左腕しか使えない。いかに鬼束響士朗でも危険である。相手は彼女の右腕を斬きり落とした張本人なのだから。

　アキトの命令が下された瞬間にミルアは《氷の微笑キラー・スマイル》を展開する。

「絶対零度の刃フロスト・バイト」

　つばぜり合いの中、空気中の水分が凍りつき、鬼束響士朗を狙ねらう。氷の花が舞うようでもあり、それはどこか美しい光景でもあった。

　刃燐バリン！　刃凛バリン！　刃麟バリン！

　氷河に亀き裂れつが走るような音が響く。

　そして血の霧が舞い上がった。

　鬼束響士朗は刃やいばが跳びかかる瞬間に剣を引くことをしなかった。片手しか使えない状況で、しかも塞ふさがっているのだから、鬼束響士朗には後退しか選択肢はなかった。

　だが、彼女はそうしなかった。

　鬼束響士朗の身体からだに無数の刃が突き立っている。口から大量の血を吐いた。火のついたタバコが落下する。真っ赤な鮮血が彼女の唇を妖よう艶えんに濡ぬらす。

　それでも、彼女は倒れなかった。

「あぁ……」

　ミルア・ローゼンバーグも口から、つ、と血を流した。

　鬼束響士朗は後退ではなく前進を選んだ。彼女は愛剣さえも手放していた。そうしてミルアを抱きしめていた。鬼束響士朗を狙った氷の刃は鬼束響士朗ごと、ミルアを貫いたのだ。

「言ったはずだ、てめぇを倒して、わたしの女にするとな」

　鬼束おにづか響士朗きようしろうはミルアの唇を自身の唇で塞ふさぐ。同時に、鬼束響士朗は身体からだに刺さった刃やいばの一つを手にし、躊躇ためらうことなくミルアの咽の喉どに突き刺した。刃はミルアの咽喉を貫通する。すぐに引き抜くと真っ赤な血液を溢あふれさせた。

「――ガハ……カッ……」

　ミルアは咽喉を押さえてガクガクと身体を痙けい攣れんさせる。そのまま、鬼束響士朗にもたれかかった。鬼束響士朗はミルアをひと際強く抱きしめ、それからゆっくりと身をかがめ、床に横たわらせる。

「あ、あね、え……あねうぅえ……姉上！　返事を、返事をしてください姉上！」

　ノエルが大粒の涙を流しながら繰り返す。

　そのノエルを立ち上がった鬼束響士朗が見下ろしている。

「響士朗……何てことを……あ、姉上……姉上、ぁ、あぁ」

　鬼束響士朗は何も言わなかった。

　その光景を全員が手出しできずに見つめていた。

　彼女は巨大な剣《天之尾羽張あめのおはばり》を左手に携える。

「その手をどけろや」

　鬼束響士朗はスッと大剣を振り上げた。ただそれだけの動作だった。

　だが、次の瞬間にはノエルの身体を押さえつけていた《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の腕が切断されていた。グラリと人型魔法具が揺らぐ。彼女を守るはずの鏡は反応することはなかった。誰だれの目にも鬼束響士朗の太た刀ち筋すじは見えていなかった。

「な!?　何だよ!!」

　声を上げたのは螢火ほたるび鉄葉ぶりきだった。

　螢火鉄葉は水蜜すいみつに向けていた《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》の銃口を鬼束響士朗に移した。

　だが、その引ひき鉄がねが引かれる前に――。

「わたしは今、虫の居所がわりぃんだ」

《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》の銃身は五つの部品に斬きり分けられていた。

　螢火鉄葉は目を見開く。優馬ゆうまも同様だった。

「螢火、ノエルにかかってる《咒カーズ》を解除しろよ」

　静かな声で鬼束響士朗は告げた。

「そ、そんなことすると思ってんの？」

「しなきゃ殺す」

　静かであるがゆえに、その声にこもる殺意は本物だと理解できた。

「そんなこと、」

「できるさ」

　鬼束響士朗は《天之尾羽張あめのおはばり》の切っ先を螢火鉄葉の咽喉に突きつけた。予備動作は見えなかった。ほんの数ミリ押し込むだけで螢火ほたるびの細い首を斬きり落とすことができるのかもしれない。皮を削そぎ、赤い血が流れていく。

「くぅ」

　螢火鉄葉ぶりきは顔を歪ゆがめた。

《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》から解放されたノエルがミルアの亡なき骸がらに縋すがりつく。

「ぁ……あね……うぇ、ああああああああああああああああッ」

　鬼束おにづか響士朗きようしろうはノエルに向けて小さく視線を送っただけで声はかけない。

「おらよ、早くしろよ」

　螢火鉄葉にそう迫る。

　鬼束響士朗一人で、ミルアも螢火鉄葉も制圧してしまった。圧倒的だった。

　だが、そのときだった。



「まったく、使い物にならないな」



　優馬ゆうまのそばに立つアキトが――、

「消し飛べ」

　言い放つ。そして、パチン、と指を鳴らした。



    

  
    
      



    

  
    
      　瞬間、床に描かれたいくつもの魔法円が光った。同時に、両腕を失った《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》が膨れ上がる。

　弩巌ドガン!!

　凄すさまじい爆風が優馬ゆうまの目を襲った。何も見えなくなる。優馬は土煙が舞い上がる中で目を凝らした。目をこすりたかったが、手が自由にならない。

「ノエル！　鬼束おにづかさん！　水蜜すいみつ……？」

　爆発は凄まじかったが、粉ふん塵じんは次第に治まる。視界が開けてくる。

　そして優馬は見た。

　爆発の中心地である《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の周囲が抉えぐれている。人型魔法具は無残にも上半身を失っていた。

　爆発に巻き込まれる形で鬼束響士朗きようしろうは地面に伏していた。

　水蜜は最初に倒れていた位置からさらに遠いところへ吹き飛ばされていた。

　二人とも流血が激しい。地面にとろりとチョコレートのような血液が広がっていく。

「鬼束さんッ!!　水蜜ッ!!」

　粉塵が消え去り、彼の姿が露あらわになった。彼と、彼女の姿が。

　アキトの腕の中にはノエルがいた。

　ノエルは呆ぼう然ぜんとしている。その顔には生気が感じられない。心が限界に達しているのだ。アキトはノエルにナイフを突きつけている。ノエルはそれにも抗あらがえないでいる。

「予想外だ。まったく予想外だったよ」

「ノエルを放せ！　この爆発は何だ？」

「僕が仕込んでいた爆弾が爆発しただけだ。《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》は元々、僕が作った魔法具だからね」

「なんてことを」

　そうだ、イーサンが言っていたはずだ。《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》は機関の研究所で作られたと。

「予定とは違ったが、まぁ、いいさ」

　ノエルの首にナイフを強く押しつけて言う。

「なぁ、アリス？」

「ごごごごご誤差はいいいいいい一パーセントに満たないわ」

　もはやホログラム映像は存在しない。爆風とともにアリスの姿も消えた。彼女の声は、はるか頭上、女神像の頂上から響いた。男女ごちゃ混ぜにしたような声は――。

　これは、壊れている声じゃないか！

「ノエルを放せっつってんだろ!!」

　優馬は暴れる。だが、拘束具はビクともしない。

　ノエルは力ない瞳ひとみで優馬ゆうまを見ている――いや、映ってはいない、のか。

「言ったはずだ。僕らの望みは、きみの力を解放することだと。きみに『糸を切る者スローター』として目覚めてもらいたい」

　アキトは口元を歪ゆがめ、そして優馬に見せつけるようにナイフを振りかぶった。

「ふざけろよッ!!」

　刃やいばがギラリと光る。ノエルはされるがままだった。

　優馬は奥歯が砕けんばかりに食いしばる。

　ノエルの悲しい顔を見てると苦しくなる。傷ついてほしくないんだ。何でノエルばっかりがこんな苦しい目に遭うんだ。理不尽だろ。糸を切る者スローター？　知るかよ。そんなもん関係ない。

　でも、ノエルを助けられる力を本当に持っているのだとしたら――。

　もしもこの瞬間に、全部を引っ繰り返せるだけの力が本当に自分の中にあるのなら。

　それがたとえ悪魔に魂を売る行為であるのだとしても構わない。ノエルを助けたいんだ。あの強がりばっか言ってる女の子を助けたいんだ。友達なんかいらない、ノエルはそう言ったけど、でも優馬は彼女を友達だと思ってる。友達って言葉が適当じゃないなら、別に何でもいい。友達ってのはただの言葉で、それは全然重要じゃない。ノエルのことが大切なんだ。一人でいたい気持ちも理解できる。一人のほうが気楽なときもある。でも、一人の寂しさも知ってる。遠い昔、ずっと一人ぼっちだった。あの暗くら闇やみを知っているから、あの孤独を知っているから。

　怖かったんだ。またあんなふうに全部失ってしまうのが怖かったから、全部を遠ざけようとしてたんだ。はじめから何も望まず、何も持たなければ失望もしないし、悲しくもない。でも、何も望まないということは、結局はあの暗闇に通じている。

　一人は寂しいことだよ。

　だから、きみを失いたくないし、きみにも何も失わせたくない。

　失わせない。全部失ってからじゃ手遅れだから……。

　――わたしを血の赤に染めてカラー・ミー・ブラツド・レツド。

「うぁああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　優馬は骨を軋きしませながら全身に力を入れる。筋が何本も切れる音がした。頭の中が沸騰しそうだ。それでも力を抜かない。拘束具がぐにゃりと歪わい曲きよくする。

「ほう」

　アキトが小さく呟つぶやいたような気がする。

　優馬は拘束具の隙すき間まを縫い、左手首のバングルからクロスをもぎ取る。

　たとえば、悪魔メフイストフエレスは人間の魂と引き換えに願いを叶かなえると言う。

　魂と言うのはどこにあるのだろう？　心臓？　それとも脳？　魂は心と同義なのか？

　死者の蘇そ生せいでは、魂を蘇よみがえらせることまではできない。それはきっと命そのものなのだ。

　ならば、この命を捧ささげよう。

「どんな手を使っても、ノエルは絶対に助けるッ!!」

　優馬ゆうまはクロスを胸に突き刺した。小さな刃やいばが血に濡ぬれる。

　そのとき優馬の心臓がドクと跳ねた。

「カッ――」

　苦しい。全身が燃えるように熱い。視界がかすむ。

　紅あかいクロスが、その姿を変える。刀身が伸び、優馬の胸を貫く。

　そして――――――――――視界が紅く染まる。
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　それは過去の出来事。

　ひと際高い壇上には木製の絞首台があった。その周囲には観衆がひしめいている。

　黒いマスクで顔を覆った男が鎖に繋つながれた少年を連れてくる。少年の首には真っ赤な十字架がぶら下がっていた。

　人々が怒号を上げた。一つ一つを聞き取ることは困難だった。

　ただ、彼らが少年に対して並々ならぬ敵意を向けていることだけははっきりしていた。

　絞首台から離れた場所に、やはり壇がある。そこには厳いかめしい顔の神官たちが座っていた。その中で、最もきらびやかな意匠の僧服をまとった男が立ち上がる。

「静せい粛しゆくに」

　男は言った。その声と同時に観衆はぴたりと口をつぐむ。

「これより、未来不適合者第五百番の公開処刑を執り行う。刑が執行されるようになってから千年あまり、その中で五百番目という節目である。我々、未来世界運営委員会は、因果律の読み取りにより、未来に起きるであろう災厄を事前に取り除くという方法でこれまで世界の平和を保ってきた。この少年は、これまでの千年の中でも最も凶悪な犯罪の可能性を秘めている。罪状は『因果律切断による世界的テロ』である」

　男は執行官に合図を送った。執行官が少年にマスクをかぶせ、首に縄を通す。

　少年は言った。

「どうして僕が死ななければならないの？」

　答える者はいなかった。少年は罪人であり、彼を処刑することは当然だと誰だれもが思っていた。彼を処刑することで世界はこれからも平和を保ち続ける。

　そうして刑は執行された。

　ただし、それによって命を落としたのは少年ではなく、少年以外の全人類だった。

　未来世界運営委員会だか何だかの神官の言葉は当たっていたのかもしれない。

　この事件は重層世界調律機関に《歪わい曲きよく》として観測される。《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の再演とまで言われた巨大な《歪曲》だった。

　一次調査で派遣された調律士の一人が鬼束おにづか響士朗きようしろうだった。

　そこで彼女は一人生き残った少年と出会う。

　少年は紅あかい十字架を持っていた。それが罪人の証あかしであることはすぐに知れた。従って、少年が《歪曲》の中心であったことも彼女はすぐに理解した。少年が残されたことは事前に報告を受けていたが、まさか彼がこの《歪曲》の原因だとは思ってもみなかったことだ。

　鬼束響士朗は少年を機関に移送しなければならない。そこで少年がどんな扱いを受けるのか、想像したくもなかった。

　鬼束響士朗は少年の目を見た。

　誰だれからも愛されたことのない者の目をしていた。深く暗い。誰のことも愛したことのない目だ。誰も信用していないのだろう。敵意だけが宿っていた。

「おい、ガキ、大丈夫か？」

　鬼束響士朗が少年に手を伸ばすと、彼はビクリと身体からだを震わせた。それだけで彼がどんな目に遭ってきたのか知れると言うものだった。

「これ全部、おめぇがやったのか？」

　鬼束響士朗の質問にたっぷりと時間をかけてから少年は答えた。

「…………知らない」

「名前は？」

「…………ユーマ」

「そうか」鬼束響士朗は頷うなずき、「おまえ生きたいか？」そう問いかけた。

　少年はパサパサの唇を少し湿らせて答える。

「僕は……生きてたら……ダメだって。みんなをフシアワセにするんだって。だから、ショケイされるはず、だったんだ」

「んなことは訊きいてねぇ。生きたいかどうか訊いてんだ」

「……分かんない」

「分からねぇってこたぁねぇだろうがよ」

　少年は暗い瞳ひとみを伏せた。

「おまえをこのまま機関に連れてけば、正直どう処分されるかは分からん。少なくともまともに生きられることはない。だが、もしも、おまえがそうされるのはイヤだっつーんなら、わたしがおまえを助けてやる」

「分かんない」

「そうか……じゃあ、コイントスで決めるか」

　鬼束おにづか響士朗きようしろうはポケットからメダルを取り出した。

「表か裏を選べよ。当たったらおまえを助けてやる。自分で決められないなら、運を天に任せるのもアリだろ？　おまえが生きる運命にあるなら、そういう結果が出るさ。逆もまた然しかりだ。ほら、選べよ」

　たっぷり時間をかけてから少年は言った。

「…………オモテ」

　鬼束響士朗はにやりと笑って、メダルを宙に投げた。
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　螢火ほたるび鉄葉ぶりきはそれを目撃した。

　優馬ゆうまが自身の胸に《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》のクロスを突き刺した瞬間に、すべての終りがはじまった。優馬を中心に床にも壁にも大きな亀き裂れつが走る。

　優馬の力の解放とともに、見えない何かによって身体からだが押さえつけられている。見えない何かが鉄葉の身体を床にめり込ませる。

「あぁああああああああああ!!」

　骨が軋きしむ感覚。内臓が破裂する。眼球が飛び出しそうだ。息が吸えない。

　因果律が狂い出している。重力制御がおかしくなっているのだ。通常では耐えることができないほどの力が鉄葉の身体に伸し掛かっていた。指がへしゃげた。

　だがそれでいい。

　鉄葉は笑った。これで復ふく讐しゆうは完成する。そう思った。

　復讐――それは自分を生み出したこの世界への復讐だ。

　この世界は残酷にできている。ルールは不完全で、全員が幸せに生きられるものではない。選ばれた者は生き残り、それ以外は容易たやすく命を奪われる。その命にはパンひとかけらの値打ちもない。

　いつからそう思ったかというと、はじめからそう思っていた。

　鉄葉が生まれたとき母親は死んでいた。彼女が生まれたことで命を落としたのではない。鉄葉が生まれる瞬間には、既に母親は息絶えていた。鉄葉は死者から生まれた。

　鉄葉の両親は強盗に殺されていた。遺体の発見までに丸一日がかかった。

　赤ん坊だった鉄葉は両親の亡なき骸がらのそばで泣いていたという。

　孤児院で育てられた鉄葉は「不吉な子ども」と呼ばれた。

　通りを歩けば石を投げられ、言葉を発すれば唾つばを吐きかけられる。目を向ければ睨にらんだと言われ、そばにいるだけで臭いとなじられた。鉄葉がいると不幸になる。誰だれもがそう言ったし、自分でもそうなのだと思っていた。鉄葉は逆らわず、されるがままに従った。反抗などしたことがない。思いつきもしなかった。殴られても抵抗せず、泥を食べさせられれば飲み込んだ。それを楽しむ者もいたし、反応がつまらないと言う者もいた。鉄葉ぶりきは常に傷だらけだった。まともに食事もとらせてもらえなかったのでひどくやせ細った身体からだをしていた。プライドなどはじめからなかったが、毎日毎日心はすり減り続けた。

　そのときが来るまで、鉄葉はそんな生活を送っていた。

　ある夜のことだ。いつものように一日中小突かれ続けた鉄葉は寝床である納屋で身を横たえていた。眠るときだけは穏やかになれる。意識がぷっつりとなくなるからだ。何も聞かなくていいし、何も見なくていい。痛くもない。

　そう思って深く眠った鉄葉は夢を見た。町の人々が何の前触れもなく死ぬ夢だった。

　そして翌朝――その朝のことを忘れられない。静かな朝だった。

　まず最初に見たのは同じ孤児院の子どもたちの遺体だ。院長たちも死んでいた。孤児院を出ると、通りにも遺体が転がっていた。生きている人間は一人もいなかった。

　それはまるで自分が見た夢そのものだった。どうしてこんなことになったのかまったく理解できなかった。ずっと長い間「不吉な子ども」と呼ばれてきたが、まさか自分が見た夢がそのまま現実になるなどとは思っていなかった。

　鉄葉は近くの民家に入り、生まれてはじめて満腹になるまでごはんを食べた。家の中には三人の遺体が転がっていたが気にはならなかった。

　――そこで夢が覚めた。

　そこまでが夢だった。何もかもが幻だったのだ。

　目覚めればまたいつもの絶望にちじようが待っている。

　このとき、鉄葉は本当の絶望を知った。

　イーサンは絶望を集めるために、まず希望を与えそれを奪ったが、鉄葉はそれまで一度も希望を抱いたことがなかった。日々、絶望が更新され続けるだけの日々だった。

　だが夢の中とはいえ、一瞬でもこの苦痛から逃れる経験をしてしまった鉄葉はこのときに今まで感じたことのないほどの絶望を知ったのだ。

　嗚お咽えつが漏れた。

「ヤダ……も、ぅ……ヤダ……こ、なの、こんなの……もうヤダ」

　その鉄葉の前に、彼が現れた。

「やぁ、はじめまして」

　どこから現れたと言うのだろう。

　短い髪、緑色の瞳ひとみ。その瞳と同じ色のピアスを左右の耳にしていた……。

　今思えば、あの夢さえも彼が見させたのかもしれない。

　鉄葉は町の人間をことごとく殺害した。迫害者が自分に命いのち乞ごいをするのは実に気持ちがよかった。夢を再現するように全員一人残らず命を奪った。誰だれもが言ったように「不吉な子ども」として振舞ってやった。不幸をもたらしてやった。

　螢火ほたるび鉄葉ぶりきはその日、歪わい曲きよく師しとなった。歪曲師は自身の欲望に忠実に生きる者のこと、ルールは関係ない。自分が願うことのためには好きなだけ捻ねじ曲まげることが許される。

　そして、鉄葉の欲望はただ一つだ。

　世界最後の日に、自分一人が生き残ること。あの夢のように。

　それが今叶かなおうとしている。世界の終りとともに自分も消えるだろうが、最後の最後を目撃することができれば、もう何も思い残すことはない。

　壁が削れていく。床が剥はがれていく。女神像に亀き裂れつが走った。倒れた松たい明まつが大きな炎を生み出している。

「いいいいい今こそ……スすべてヲ　やり　な　おす　のでででですッッッッ」

　アリスは歓喜している。

　バカな女、と鉄葉は思う。アレは、人を辞めた時点で壊れていたのだろう。永遠の精神などない。自分で決定しているつもりだったのかもしれないが、それはそう思わされていただけだ。そんなことにも気づかないなんて。それとも、何も気づかないということは幸せなのだろうか。かつて自分が希望というものを知らなかったのと同じように。

　そう、すべては彼が……。

　血管が破裂する。視界がにじむ。もう身体からだのどこが痛むのかも分からない。

　だが、まだ意識はある。最後の最後を目撃する。でなければ死ねない。

「ねぇ、ゆーまくん。全部ふっ飛ばしちゃってよ。このちめーてきな世界をさ」



　　　†



　同時刻、栗花落市つゆりし時間守じかんもり町、発条館ぜんまいかん。

　女郎花おみなえし美毬みまりは一人内玄関でマンガを読み散らかしていた。

「にゃんだよー、ゆまにゃんもノエルたんも帰ってこないのかよーつまんないよー」

　そう呟つぶやいて、ごろんと後ろへ寝転がる。

　そこで、ぜんまい式の大時計を見上げた。発条館の名にふさわしい大時計だが、あまりにも古過ぎて壊れていた。その時計の針が左回転に勢いよく回っている。

「にゃ？」



　同時刻、栗花落市内、「ひまわり荘」。

　湯上りの緋村ひむらあゆきは、みゆの濡ぬれた髪を乾かしていた。

「今日、優馬ゆうま、来なかったね」

　あゆきはヘアドライヤーの音にかき消されないように少し大きな声で言った。

　みゆは髪を撫なでられながら、足をじたばたさせている。彼女はわけあって話すことができないから、不満があっても言葉で伝えることができない。

　そのとき、不意にヘアドライヤーが止まった。

「あれ？」

　次いで部屋が揺れ出す。地震だ。

「きゃっ」

　あゆきはみゆを抱きしめた。

　揺れは激しい。そして停電が起こった。



　　　†



　アキトが手にしていたナイフは、ノエルに届くことなく終わった。

　優馬ゆうまは拘束具を無理やり破壊し、自由になった手で《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を掴つかむと自らの胸に突き立てた。

　次の瞬間、アキトの身体からだは壁に吹き飛ばされていた。気づいたときには、見えない圧力で身体が壁に押さえつけられていた。

「ガハッ!?」

　口から大量の血液がこぼれ出す。それでもなお、アキトは言った。

「実に素晴らしい。期待以上だ」

　建物全体が揺れている。だが、この先に起こるであろうことはこんなものでは済まないはずだ。たった一人の少年によって「全世界」が文字通り消滅しかねない。

　いや、消滅というのは正確ではない。これより先、今まで作り上げてきた「常識」が一切通用しなくなる。一足す一が二ではない世界がはじまる。

「これが『糸を切る者スローター』の力なのか」

　優馬は虚うつろな表情でそこに立ちすくんでいる。彼はアキトがノエル・ローゼンバーグにナイフを下ろす前に自ら力を解放させた。ノエルを助けるために。

　だが、今起こっていることは、彼女をも危険にさらしている。

　優馬は存在するだけで因果律の糸を切る者、そこに彼の意志が介入する余地はない。絶大な力も制御が効かないのならば意味がない。だから――。

「僕がきみの力をコントロールしてやる」

　アキトは優馬へ向けて手を伸ばした。筋が千切れる音が響く。骨がみしみしと軋きしんだ。だが、アキトはそれにも構わない。両の手の平に魔法円が浮かぶ。それと呼応するかのように床に結ばれた幾重もの魔法円が発光をはじめる。いくつかは亀き裂れつによって失われていたが想定内の破損だ。

「さぁ、きみの身体を僕にくれ。僕はきみの身体がほしいんだよ」

　だがそのとき、虚うつろな顔をしていた優馬ゆうまがアキトを見た。その目は、焦点を結んでいないにもかかわらず、確かにアキトを捉とらえていた。アキトは一瞬だけ寒気を覚える。優馬の目は少年のものとは思えないほど暗く深い。虚無よりもなお虚しく、夜の闇やみよりもなお寂しい。そして優馬は薄く、嗤わらった。

　次の瞬間、アキトの右腕が弾はじけた。

「なッ!?」

　肉が吹き飛ぶ。血のしぶきが顔にかかった。続いて左の腹部が弾けた。咽の喉どの奥から大量の血液が逆流してくる。立て続けに、左足が消し飛んだ。何がどうなっているのか、アキトが把握するまでに数秒を要した。

　肉体の崩壊がはじまっていた。

　優馬の力は因果律の糸を切るもの。それはアキトの身体に巻きつく糸をも切断してしまう。アキトの《彷徨える傀儡イージー・マリオネツト》の糸を。肉体を奪い、魂を凌りよう辱じよくし、個を存続させる《彷徨える傀儡イージー・マリオネツト》によって、アキトは生き永らえてきた。身体からだを取り換え、数百年にわたって……。

　この身体は限界だ。次の身体が必要になる。しかし、今、優馬に迫っても肉体の崩壊とともにこの精神も消えてなくなってしまう。

　アキトは舌打ちをした。かわりの身体を捜し――。

　アキトの頭部が吹き飛んだ。肉片が壁にぶちまけられる。



　　　†



　ミルアが鬼束おにづか響士朗きようしろうの手にかかったとき、ノエルの心も一緒に死んだ。鬼束響士朗を恨むのは筋違いだ。頭では分かっていても割り切れるものではない。

　ノエルはミルアの身体に縋すがりついた。

　そしてどうなった？

　状況が動いたときには、自分は代表の手の中にいた。そうして優馬と対面させられていた。優馬は身体の自由を奪われていた。代表に怒鳴っている。その声は、けれど遠かった。見えてはいるが、その意味が焦点を結ばない……。

　代表がナイフを自分の首に突きつけていたのは分かった。漠然と、自分は死ぬのだと思った。死の恐怖はその瞬間には存在しなかった。

　むしろ、死ねばミルアに会えるのではないか、なんて思った。

　けれど――。

　優馬は拘束を解ほどき、クロスをもぎ取ると、大きく振りかぶった。

　そのとき、あ、と思った。あ、だ。それだけだ。意味のある何かではなくて。

「どんな手を使っても、ノエルは絶対に助けるッ!!」

　優馬ゆうまが一瞬、笑ったように見えた。

　そうして涙がひと筋、ノエルの頬ほおを濡ぬらし、顎あごを伝ってぽたりと落ちた。

　優馬がクロスを胸に突き刺した。

　一時的に世界は無音に支配された。だが次の瞬間に、叩たたきつけるような衝撃が身体からだを通り過ぎていった。無様に吹き飛ばされた。

「く……あ……がッ……」

　声が出ない。息が吸えない。肺が潰つぶされる。ノエルは膝ひざ立ちになり、目を凝らす。

　優馬の血を吸い上げるように《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》は脈打ち、巨大化している。それはまだ優馬の胸を貫いたままだ。優馬は抜こうともしない。いや、優馬に意識があるように見えない。

　ノエルの意識が現実に帰ってくるのとは逆に優馬は意識を失ってしまった。

　優馬を中心に壁が床が破壊されていく。倒された松たい明まつから大きな炎が生まれている。

　優馬の目が虚うつろな穴のように見えた。何も映していない。何も見ようとしていない。

「ゅ……ま」

　彼の名前を呼ぼうとしたが、満足にできなかった。声は調律チユーニングの狂ったギターのように歪ゆがんだ。

　そのとき、床に描かれていた魔法円のいくつかが発光をはじめた。

　優馬が首をかすかに巡らす。何かを見る動作だったが、果たして彼に何が見えているのだろう。ノエルも彼の視線の先を追う。そこにはアキト代表がいた。彼の身体は半ば壁にめり込んでいる。代表は両手を前に突き出していた。その手の平にも魔法円が見える。

　と、代表の右腕が消し飛んだ。血の霧が舞い上がるのが見えた。次いで左腹部、左足が内部から爆発するように弾はじけた。

　何が起こっているのかノエルは分からなかった。ただ、まるで優馬が見ているだけで、代表の身体が吹き飛んでいるようにしか見えなかった。

　そして最後に代表の頭部が吹き飛び、壁が消失した。そこから空が覗のぞく。ぐるぐると渦巻く暗黒の空が広がっている。

　そのとき建物全体が傾いたように感じた。感じただけではない。足もとが大きく歪んでいく。《因果律朗読アカシツク・レコード》の三つの像の一つが大きく傾き、そのまま倒壊した。破片が散らばる。炎が大きく揺らいだ。アリスが何か分からない言葉を発し続けていた。

　これらがすべて優馬の力に因ると言うのか？

　ノエルは途と轍てつもない力を前になす術すべもなかった。だが、このままでは優馬も危険だ。こんなふうに力を使って彼の身体がもつとは思えなかった。それにこの中央塔セントラル・タワーももたない。

「……く、ゆ……ゆう……ま！」

　凄すさまじい力に耐えながら、ノエルは必死に優馬ゆうまの名前を呼ぶ。

「……頼む……もう、やめろ！　もう……終ったんだ……おまえの、おかげだ」

　だが、優馬は反応しない。

「……これ、以上は、み、みんなを、傷つけることになる。おまえ自身も……傷つくぞ。やめるんだ！　やめてくれ！　優馬！　優馬……聞こえない、のか……」

　彼に声が届かないこと、それはとても悲しいことだった。涙が流れた。

「おまえには、まだ……色んなことを、話せてないんだ。姉上の、ことも、わたしの罪も……おまえになら、伝えたい。聞いて……ほしいんだ」

　ノエルは続ける。優馬に届くように。優馬がそうしてくれたように。何度も何度も。

「それから……もっと、おまえの、話を、聞かせてくれ。もっと……おまえのことが知りたい。だから、もう、やめよう。帰ろう……こんなの、わたしは、望んでいない。もう、終わりにしよう。じゃないと……」

　また誰だれかを失ってしまう。大切な人を失ってしまう。

　イヤだ。もうイヤだ。悲しいのはイヤだ。寂しいのはイヤだ。

　もう一人になりたくない。やっとできた大切な仲間なんだ。

「優馬……聞こえない……のか」

　ノエルは唇を結び、目を伏せる。涙が溢あふれる。

「……優馬」

　――俺おれを頼れよッ！　仲間だろッ！

　優馬に言われた言葉が蘇よみがえる。大切な言葉だ。誰にも譲れない大切な大切な言葉。

　ノエルはずっと一人で何でもできるように頑張ってきた。頼ることは恥ずべきことだと思ってきた。でも、それは正しくない。

　優馬は本当に怒ると「俺」と言う。普段は「僕」と言うくせに、自制が利かなくなると素が出る。本人も気づいていないのかもしれない。彼も本当の自分を他人にさらすことに恐怖を覚えている。そんな優馬が心の底から言った言葉。とても嬉うれしくて、嬉しくて。だから――。

　ノエルはすんと鼻をすすり、ごしごしと顔を拭ぬぐった。そして顔を上げる。

「……おまえが、わたしを、仲間と言ってくれたこと、すごく、嬉しかった。ありがとう。ずっと言いたかった。でも、上う手まく言えなかった」

　しかし、優馬は何も言わない。その目にはノエルを映していない。

　ノエルは全身に鞭むち打うち、銃身のない拳けん銃じゆうを構える。重力変化のせいで鉛のように重い。

「わ、わたしを……無視、する、なんて……許さないのだからな」

　涙がこぼれそうになるのを堪こらえて、ノエルは続けた。

「今度は、わたしが、おまえを、助ける……助ける、絶対に！」

　ノエルはすかさず魔法銃を展開する。



「牙を剥けプレパレーシヨン、《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》」



　魔法具の解除呪じゆ文もんとともに、拳けん銃じゆうの周囲が青い光に包まれる。帯状に数字が躍った。異界の法則を読み込む方程式だ。銃身のなかった銃は、その質量を無視して形を組み替え、大口径の単発銃へと姿を変える。



「装填ロード、《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》」



　大口径にエネルギーを充じゆう填てんさせる。狙ねらうは、優馬ゆうまの胸を貫いている《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》。あれを破壊すれば優馬を止められるかもしれない。優馬が《歪わい曲きよく》を行うとき、引ひき鉄がねとなるのはあの刀だった。イーサンとの戦闘の際もそうだったし、今も優馬の血を貪むさぼるように巨大化し脈打っている。



「獲物を貫けクイツク・アンド・デツド、大団円アポテオーズ!!」



　大口径が青い焔ほのおの龍りゆうを吐き出す。焔の龍は優馬が生み出す《歪曲》を潜り抜ける。壁を穿うがち、床を蹂じゆう躙りんしながら、青龍せいりゆうは焔の牙きばを剥むき出だしにする。

　そして優馬の胸から直刀を奪い去る――ことは叶かなわなかった。

　優馬はただ左手を振り上げるだけの仕草で、《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》をかき消して見せた。焔は圧縮され、何事もなかったかのように消えていった。

　これが『糸を切る者スローター』か。焔が燃えるには酸素を必要とする。ならば因果律を歪ゆがめ、その空間から酸素を失なくしてしまえば効力はゼロとなる。

「くッ!!」

　それでもノエルは跳んだ。身体からだが重いが、振り切るように力強く。

　自分が止めなくては優馬を止められない。死の運命からノエルを守ってくれたのは優馬だ。力尽きたノエルの身体を支えてくれたのもやっぱり優馬だ。

「優馬ぁああああああああああああああああああああああッ!!」

　ノエルは大口径を振り上げる。

　ゼロ距離で当てさえすればまだ勝機はある。命を奪うのではなく、意識を奪えればいい。

「装填ロード、《魔酔虚無スリーピー・ホロウ》」

　ノエルが呪文を唱えると、大口径から青い放電がはじまる。雷撃によって意識を奪うため、膨大な電子が加速し稲妻を組み上げる。

　ノエルは素早く身を切り返し、優馬ゆうまとの距離を縮める。ノエルにはまだ《咒カーズ》がかかったままである。水蜜すいみつの《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》の暗示はまだ有効だが、身体からだは限界を超えている。いつ命を落としてもおかしくはない状態にあった。

　それでも、ノエルの想いは肉体を凌りよう駕がし――。

　大口径を優馬の胸に押し当てる。

「優馬ッ!!」

　ノエルは指に力を入れ、引ひき鉄がねを引いた。放たれる雷撃。

　しかし、次の瞬間、ノエルの細い身体は吹き飛ばされていた。

「ぐぁああああああああああああッ!?」

　身体中が斬きり刻まれる。受け身を取ることもできず地面に何度も身体を打ちつける。骨が軋きしんだ。皮膚は床との摩擦で焼ける。長い髪からは艶つやが失われ、顔は血と泥で汚れる。

「く、ぅ……ゆ、ぅ、ま……」

　ノエルはうめいた。傷を負うことは慣れている。でも、優馬に傷つけられた痛みは心をじくじくと蝕むしばんだ。

　ノエルは血を流しながら身体を起こし、優馬へ目を向ける。優馬の瞳ひとみを見る。

　しかし、やはりそこにノエルは映っていない。



    

  
    
      



    

  
    
      「優馬ゆうま、一人は……寂しい、ことだよ。だから、もう……誰だれも、傷つけないで。わたしは、おまえのことが、大切だよ。おまえが、誰かを傷つけるなら、わたしは、とても悲しいよ」

　優馬は何も言わない。暗くて冷たくて寂しい目で、顔はこちらに向いているのに、何も見てはいない。

「優馬…………どう、したら……どうしたら、おまえに届く？」

　優馬が一歩こちらに詰め寄った。

　瞬間、ノエルの小さな身体からだが吹き飛ばされた。地面を転がり、傷を増やす。

　身体を起こそうとするが、腕に上う手まく力が入らない。それでも首を持ち上げる。

　そのとき、ノエルの瞳ひとみがそれを捉とらえた。小さな箱だ。まるでルービックキューブのようだが、きらびやかな装飾が施されている。

　何な故ぜ、こんなところに？

　それは《混沌の柩パズル・ボツクス》だった。九九九人の絶望と引き換えに所有者の願いを叶かなえてくれるという魔法具だ。

　ノエルは縋すがりつくように拾い上げる。

　九九九人の絶望を集めるとは、すなわち失意のうちに絶命した者の血を集めると言うことだ。ならば、今ここで、自分の血を捧ささげれば！　ノエルはそう考える。

《混沌の柩パズル・ボツクス》が今までに何人の絶望を集めたのかノエルは知らない。それを判断できるものは何も窺うかがえない。

　だが、《混沌の柩パズル・ボツクス》には正確に九九九人の絶望が必要なのだろうか？

　ノエルはイーサンの言葉を思い出す。

　イーサンの城に単独で潜入したノエルにイーサンはこう言った。

　――あなたの血ならば、数十人分の価値があるかもしれない。

　正確には、あのとき、イーサンは言い終わらないうちに瞬間移動しノエルを蹴けりつけたのだが、それでも、これは傾聴に値する。

《混沌の柩パズル・ボツクス》に必要なのは九九九人の絶望に匹敵するだけの巨大な絶望ではないか。

　試してみる価値はある。今ここで《混沌の柩パズル・ボツクス》の力を使うことができれば、優馬を元に戻すこともできるかもしれない。

　ノエルは優馬を見た。優馬はノエルを見ていない。ただ、こちらへまた足を進めてきた。

　ノエルは大口径の銃口を自身の顎あごの下に当てた。

　頭を吹き飛ばせばノエルは死ぬ。盛大に吹き飛ぶだろう。その血は飛び散り、《混沌の柩パズル・ボツクス》の中に落ちる。一滴といわず、大量にこぼれ落ちるだろう。

　ノエルの願いは優馬を元に戻すこと。

　優馬はいいヤツだ。緋村ひむらあゆきが慕っているのも頷うなずける。ノエルのことも助けてくれた。本当の意味で助けてくれた。真実の意味で救ってくれた。一人がいいと言って、でも、いつも誰だれかのことを助けようとするお人好しだ。ノエルのことなんて放ほうっておいてもよかったんだ。なのに、追いかけてきて、それで……。

　――どうして生きるほうに手を伸ばさない！

　優馬ゆうまはそう言ったんだ。

　――おまえ、イーサンが刀を振り上げたとき抵抗しなかっただろ？　死のうとしたな！　ふざけるなよ！

　優馬はそう言ってノエルを怒鳴りつけたんだ。ノエルは死ぬしかなかったのに。それしか許されてなかったはずなのに。

　――俺おれを頼れよッ！　仲間だろッ！

　はじめて本当に仲間と呼べるような存在に出会えたのだ。あんなふうにノエルを叱しかってくれる人なんていなかった。はじめて同じ目線で対等に肩を並べる人と出会えたのだ。

　その人を――――裏切れない。

　ノエルの手は震えた。今ここで引ひき鉄がねを引くことは重大な裏切り行為だった。

　ぽろぽろ、ぽろぽろ、涙がこぼれる。

　死ぬ覚悟はとうの昔にしたはずだった。ノエルはとっくに死んでいてもおかしくなかった。けれど、今は引鉄が引けない。怖い。優馬を裏切るのが怖い。優馬に嫌われるのが怖い。優馬に二度と会えなくなるのが怖い。

　ノエルの震える手から《混沌の柩パズル・ボツクス》が落ちる。

「……ぅ……ゅ…………う……ま、ゆ……う、ま。お願いだから、もうやめて。もう誰も傷つけないで。おまえは、優しいヤツだから、あとできっと後悔する。優馬が悲しい想いをするのはヤダ。見たくない。だから、優馬、優馬ぁあああああああああああああああッ!!」

　優馬がノエルの目の前に立つ。

　そして、ゆっくりと左手を上げた。



　　　†



　世界が紅あかい。血でデコレーションされているみたいに真っ赤だ。何も聞こえない。

　心の中までも血の色に塗ぬり潰つぶされる。それが快感だ。

　何の制御もない。何の制限もない。

　今この瞬間、あらゆる呪じゆ縛ばくから解き放たれ、因果の一切が自由だ。

　望めば空は地に落ち、海は沸騰し、木々は腐り果て、人々は絶命する。

　そんなふうに――痺しびれた頭で優馬は思った。奇妙な酩めい酊てい感。身体からだの末端まで自分の意志で操れている気がしない。それでいてドクドクと心臓が血液を送り出す。身体中が熱い。満たされている感覚があるのと同時に、何かが決定的に足りない。

　記憶が断絶している。断絶して絶縁している。



　人々が上げる怒りの声と、そこに混じる歓喜。

　優馬ゆうまは身に覚えのない罪で絞首台に立たされている。誰だれも助けてくれない。

「どうして僕が死ななければならないの？」

　誰も答えてくれなかった。人が怖い。その目が怖い。見ないで……。



「下手くそだなぁ」

　と、鬼束おにづか響士朗きようしろうが悲劇的なことに遭遇したとでも言うように優馬に告げた。

　優馬はその手に木刀を握っている。優馬には大き過ぎた。

「見込みねぇわ。剣を振ってるっつーより、振り回されてるみてぇだな」

　優馬は俯うつむくしかなかった。見捨てられるのだと思った。

　その優馬の頭を、鬼束響士朗はくしゃくしゃとかき回す。

「ほれ、貸してみ」

　優馬から木刀を受け取った鬼束響士朗は、それを真ん中からボキリと折った。およそ五十センチほどの長さになる。

「子ども用だよ。これで練習しろ」

　優馬は彼女の凄すさまじい力に呆ぼう然ぜんとするばかりだった……。



「ねぇ、どうしてしゃべんないの？」

　女の子が優馬に言った。

　鬼束響士朗に連れられ、はじめて「ひまわり荘」にやってきたその日、優馬は自分に与えられたスペースで大人しくしていた。そこへ自分と同じくらいの子どもたちが集まり、色々なことを訊たずねてきた。優馬は何も答えずにただ静かにしていた。そのせいで、みんな、次第に優馬から興味を失い離れていった。それでよかった。

　自分の周りから誰もいなくなって、優馬は一人立ち上がった。そこがどういう場所だか知らないが、自分の居場所はないだろうと思った。迷惑をかける前に出て行こうと思った。

　しかし、廊下に出たところで肩を叩たたかれた。

「ねぇねぇ」

　背後から声をかけられ、優馬はビクリとして振り返った。

　すると、頬ほおに人差し指がぐさりと刺さった。

「あはは、引っかかった、引っかかった」

　女の子――緋村ひむらあゆきが笑った……。



　そして。

「きさま、何者だ？」

　彼女が言った。

　初対面でいきなり拳けん銃じゆうを突きつけられた。まったくひどいことをする。鬼束おにづかさんも鬼束さんだ。わざとそう仕組んだ。

　それでも、優馬ゆうまはあのときこう思った。もしかしたら、命を落とすかもしれないというそのときに、キレイだ、なんて。

　月もないのに、神こう々ごうしく輝く長い髪も白い肌も。意志の強そうな瞳ひとみも。全部が。

　……ノエル…………ノエル？

　………………ノエル！

「おまえは、わたしの《片手袋メイト》として献身することとなった。誇りに思うがよい」「何だ、まるでわたしたちが食べ過ぎのような言い方だな。生意気な」「歯を食いしばれ、ミドリムシ」……「群れるのは好きじゃない。群れるのは弱いヤツだ」「おまえは、本当に何も知らんのだな」「だが……わたしは、憎悪以外で戦う方法を知らない」……。



「仲間なら、わたしを頼れッ!!」



　そうだ。ノエルだ。ノエルの身体からだに髑髏ドクロの痣あざが浮き上がっていて、ノエルは倒れて、それから機関の《専任治療班ピクタススイフト》に運んで……。

　違う。そのあとだ。イーサンが……代表が……女の人が……アリスが……水蜜すいみつが……鬼束響士朗きようしろうが……螢火ほたるび鉄葉ぶりきが……。

　ノエルは？　ノエルはアキトにナイフを突きつけられていて……。

　優馬は『糸を切る者スローター』で。

　ノエルを助けるために、優馬は――。

　そのとき。不意に。視界が蘇よみがえる。

「優馬ぁああああああああああああああああああああああッ!!」

　声が聞こえる。

　ノエルの声だった。

　優馬の手が肉を貫いている。長い髪が優馬の頬ほおを撫なでた。透き通るような白い肌には血が浮いている。青い瞳は、しかし、今は曇っていた。

「……ノエル？」

　優馬は呟つぶやく。ありえない。ノエルを助けるために、一か八かで賭かけたのだ。優馬に力とやらがあるのなら、それを利用してでもノエルを助けたかったのだ。

　なのに、優馬は、その手に、ノエルを―――――…………。

　いや、そうではなかった。

　優馬ゆうまが貫いていた人物――それは……ミルアだった。

「……あね、うえ……姉上ッ!?」

　死んだはずのミルアが、優馬とノエルの間に割って入ったのだ。まるでノエルを守るように。優馬の手からミルアの身体からだが崩れた。

「姉上ッ!!」

　ノエルがミルアを抱きとめる。ノエルは何度もミルアに呼びかけた。声はとっくにかすれている。それでも何度も繰り返した。

　ミルアは、そっとノエルに手を伸ばした。ノエルの頬ほおに触れて、

「――――――」

　何事かを囁ささやいた。けれど、それは優馬の耳には届かなかった。

　ドクン。心臓が爆発しそうなほど跳ね上がる。優馬はその場に膝ひざをついた。

　世界はなおも終わり続けていた。壁が崩れる。像が崩れる。今、世界は終わろうとしている。足もとが揺らいだ。亀き裂れつが走る。炎が舞い上がり、灰が降り注ぐ。このままでは遠からず、この塔は崩れる。

　優馬は膝をついたまま顔を上げた。

　天井は半壊し、そこに渦を巻く暗黒の空が広がっていた。

　ノエルが優馬の名前を呼ぶ。姉の身体を放してでも、優馬のほうへ近寄ろうとした。

　だが、ノエルはバランスを崩して前に倒れた。

　ノエル!!　名前を呼ぼうとしたがそれも叶かなわない。

　ノエルはそれでも小さな身体を懸命に起こし、こちらへ近づこうとする。そしてまた倒れる。そこで、ようやく、自分のほうへ近づこうとするほどノエルが傷ついていくことに気づいた。

　床の亀裂が増した。亀裂に沿って床の一部が崩落する。

　もうやめろ!!　伝えようとしたが、声が出ない。咽の喉どが焼けるようだ。

　身体が燃えるように熱い。力が漲みなぎっている。胸には自分で突き立てた《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》がある。それは優馬の血を媒介にして巨大な直刀へと姿を変えていた、完全に胸を貫いている。そこから力が無限に湧わいてくるかのようだ。これが『糸を切る者スローター』の力なのか。気を抜けば、またそちらへ引きずられてしまいそうだ。気持ちが悪い。吐き気がする。今、ノエルが近くに来れば彼女をさらに傷つけてしまう。そんなことは絶対にしてはならない。ノエルを守るんだ。守るんだ。大切な仲間を守るんだ。自分に世界を終わらせる力があるなんて、そんなの知らないけれど、もし油断して本当にそんなことになってしまったら、決して自分を許せない。ノエルを守る。みんなを守る。絶対に守る。守って見せる。

　あゆきを、みゆを、綾乃あやのを、鬼束おにづか響士朗きようしろうを、水蜜すいみつを――。

　ノエルを守る!!

　優馬ゆうまは胸に刺さっている《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》に手をかけた。強く握り、そのまま思い切り引き抜く。肉が内側にめり込むような感覚があった。

　血が迸ほとばしった。ばちゃばちゃと地面にこぼれる。

「がぁああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　想像を絶する痛みが生まれた。意識が焼き切れそうだ。だが、力は抜かない。思い切り引き抜く。口からはとめどなく血が溢あふれた。傷口からも鮮血が滴したたる。ダメだ。抜けない。このままでは死んでしまうかもしれない……。

「優馬ッ!?　優馬ッ!!」

　ノエルが名前を呼んでくれる。その声が聞こえる。ノエルはこちらを見て泣いている。

「な……に、な……か……せ、て、ん……だよッッッ!!」

　ごぼごぼ口から血が流れる。胸が熱い。でも、指先がどんどん凍るようだ。冷たい。感覚がなくなってく。けれど、刃やいばは少しずつ確実に抜けていく。柄つかから手を放し、刀身を握った。指が傷つく。血が流れる。溢れる。足もとがどんどん崩れていく。

　守るんだろ？　なら、やり通せよ。

　鬼束おにづか響士朗きようしろうの声が聞こえた気がした。

「うぁあああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　そして――。

　優馬は直刀を引き抜いた。同時に身体からだが傾かしぐ。優馬を中心に走っていた亀き裂れつが決定的な落差を生み出していた。床の半分がビスケットのように砕けた。身体が宙に浮いた。咄とつ嗟さに手を伸ばしたが、掴つかめるものは何もなかった。仮に何かを掴んでいても、もう手に力が入らない。目がかすむ。そして落下する感覚。

　あぁ、でも、これならノエルは助かる。そう思い、安あん堵どし、意識は途絶えた。

　だが、それは一瞬のことで、すぐさま現実に引き戻される。ガクンと身体が揺れ、右肩に激痛が走った。

「バカ者！」

　声のするほうを見上げれば、ノエルが優馬の右腕を掴んでいた。身体が空中で揺れていた。足もとがない。掴まれた衝撃で、肩が脱だつ臼きゆうしていた。

　ノエル。名前を呼ぼうとしたけれど、声が出なかった。

　ふと、《龍騎士ナイトアノール》の指輪が落ちかけているのに気づいた。壁に鎖で引っかかっている状態だった。ポケットから落ちたのだ。

　優馬は無意識のうちにそちらへ左手を伸ばした。

「こちらに手を伸ばすんだッ！」

　でも、あれはきみのもので、たった十二人しかいない《龍騎士ナイトアノール》の証あかしで、お守りでもあって、つまり、大切なものだろ？

「証あかしより、おまえのほうが大切だッ！」

　ノエルのいる足場にも小さな亀き裂れつがいくつもある。ぼろぼろと崩れていく。そこも決して安全とは言えない。

「何をしている、早く左手をッ!!」

　ぽとぽとと頬ほおを温かい雫しずくが濡ぬらす。

　きみって、偉そうにしてるけどさ、結構、泣き虫だよね。

　優馬ゆうまは利き手をノエルに伸ばした。生きるほうに。同時に、指輪が落ちていくのが視界の端に映った。キラキラと輝き、すぐに見えなくなる。

　ノエルが優馬を抱き上げる。

「優馬、大丈夫か？　生きてるのか？」

　優馬は大丈夫と言おうとして、やはり上う手まく声が出せないことを知る。

　仕方なくノエルに笑いかけた。笑ったつもりだが、顔の筋肉が上手に使えず、正直笑えていたか微妙なところだ。

　でも、これで、ようやく終わった。

　優馬は最後の力を込めて、ノエルを抱きしめ返そうとしたが、それもできなかった。

　ノエルは泣いている。大きな声で泣いていた。

　優馬はもう何も言えない。

　黙ってノエルに抱きしめられるだけ。

　ノエルの体温を感じながら優馬は思った。

　ノエル、きみが無事でよかった。

　きみが生きててくれて、僕は本当に嬉うれしい。



    

  









    
      
第４章　幸福商会

　　　　――The 500th moon





「ねぇ、優馬ゆうま」

　不意に声をかけられて優馬は振り返る。

　ぐさりと頬ほおに人差し指が刺さった。別に油断していたわけじゃない。知っててわざと刺されてあげてるんだ。……そういうことにしておいてほしい。

　クラスメイトたちは部活へ出る者や帰宅する者、どこかへ遊びに行く者に分かれて教室を出ていく。

「何だよ、あゆき？」

　優馬は頭脳優秀の美少女幼なじみに訊たずねる。

「ねぇ、今日、『ひまわり荘』に寄りなさいよ」

「何だよ急に。先週も寄ったじゃないか。みゆも綾乃あやのさんも、みんな元気だったし。取り立てて用事も思いつかない」

「来なさいって言ってんの。夏休みは勉強教えてあげてたけど、あれから結構サボッてたじゃない。また成績下がるわよ」

　あゆきは左向きに跳ねるくせ毛をぴょんぴょん跳ねさせて言う。

　ぐにぃぐにぃと人差し指が頬に刺さった。

「そんなに下がってない……はずだ」

　夏休み明けの実力テストは、まぁ、可もなく不可もなくだった。

「油断大敵火がぼーぼーよ」

「何だよ、それ……とにかく、今日はちょっとダメなんだ」

「ん……何かあるの？」

　あゆきが目を細めて顔を近づけてくる。

「ちょ、ちょっとね。バイト先で――」



　あれから二カ月が経っていた。

　季節は夏から秋に変わっている。過ごしやすい陽気が続いていたが、そろそろ冬の気配も漂っている。朝夕は冷える。木から葉が落ち、空気は乾燥しはじめていた。

　優馬は日常の生活に戻っていた。日常の強度というものはなかなかのものだ。否応なく優馬を現実に引き戻した。そして、存外簡単にそちらに引きずられてしまうものらしい。

　あゆきはこの通りだし、発条館ぜんまいかんに戻れば女郎花おみなえし美毬みまりもいつもの通りだ。いつものように優馬ゆうまの部屋に勝手に入り、食材を調理し、マンガを読みながら食い散らかす。

　ただ、少し違うことと言えば――。

　幸福商会はあれから開店休業状態が続いていた。

　重層世界調律機関の受けた壊滅的打撃。

　機関の主軸たる因果律の崩壊、アリス・アマリリスの暴走と、《統括府フラツトリザード》の不在。アキト代表の背信行為によって機関は麻ま痺ひしていた。

　優馬の責任によるところも大きい。仕組まれたこととはいえ、優馬が「世界」の因果律の糸を切断したことは紛れもない事実であり、それによる影響も少なくなかった。同時多発的な因果律の乱れによる天変地異なども各所で観測されたらしい。

　もっとも、水蜜すいみつの言葉を信じるなら「誤差三パーセントといった程度のことです。気に病むことはありません」ということだった。

《調査班シユミツトモニター》であるところの水蜜は、現在、機関の修復作業にかかりきりである。

　これまで《龍騎士ナイトアノール》の一人でもあり、《因果律朗読アカシツク・レコード》を管理し続けていたアリスが破壊されたことにより、かなり負担が増加しているようだ。アリスを破壊したのは言うまでもなく優馬だった。しかし、その自覚は実のところない。意識がなかった、というのは都合がよ過ぎるだろう。アリス自身が促したとはいっても、優馬がしたことに変わりはない。

　どんな罰でも受けるつもりだった。けれど、優馬の処罰は保留にされてしまった。やはり、今は機関の修復のほうが優先だからだ。

　鬼束おにづか響士朗きようしろうは、戦闘終結後、どこかへ姿をくらましてしまった。誰だれにも気づかれることなく、どこかへ行ってしまった。どういうわけか、ミルア・ローゼンバーグの遺体も発見されなかった。もしかしたら、鬼束響士朗が彼女の遺体をどこかへ連れていったのではないかと優馬は思ったが、真相は知れない。

　あのとき、優馬は力の解放とともに、幼い日の記憶を取り戻した。

　長い間見続けていた夢の正体。どうやって自分は助かったのか。



「おまえをこのまま機関に連れてけば、正直どう処分されるかは分からん。少なくともまともに生きられることはない。だが、もしもおまえがそうされるのはイヤだっつーんなら、わたしがおまえを助けてやる」

「分かんない」

「そうか……じゃあ、コイントスで決めるか」

「コイントス？」

　鬼束響士朗はポケットからメダルを取り出した。

「表か裏を選べよ。当たったらおまえを助けてやる。自分で決められないなら、運を天に任せるのもアリだろ？　おまえが生きる運命にあるなら、そういう結果が出るさ。逆もまた然しかりだ。ほら、選べよ」

「……オモテ」

　鬼束おにづか響士朗きようしろうはにやりと笑って、メダルを宙に投げた。



　優馬ゆうまは表を選んだ。運を天に任せる。それは因果律に従うということなのだろうか。

　とはいっても、あれはイカサマだ。よく考えれば、コイントスの前に、どちらが表でどちらが裏か確認しなかった。だから、どっちが出ても表と言い張れば表だったのではないだろうか……。

　その鬼束響士朗が無断で姿を消したために幸福商会は事実上、放置されていた。

　責任者が不在なのだ、仕方がない。優馬は所しよ詮せん、調律士見習いでしかない。

　元調律士であり、稀き代たいの歪わい曲きよく師しであるイーサン・ソルトウォーターは保管庫の中から救出され、その後拘束されている。今はまた独房に入れられているはずだ。彼に今後、どのような刑罰が下されるのか、優馬にも分からない。彼の語った告白を信じるならば、彼もまた犠牲者でしかないようにも思う。

　歪曲師といえば、螢火ほたるび鉄葉ぶりきは瀕ひん死しの重傷を負っていたところを救助されていた。現在、集中治療室にいると聞いている。治療後に、彼女がかかわった事件への取り調べが行われる予定だ。これまで一切が謎なぞに包まれてきた歪曲師、螢火鉄葉。その関与が疑われる未解決事件はかなりの数に及ぶ。協力次第で、機関は彼女と何らかの司法取引をするのではないか、というのは水蜜すいみつの言。

　アキト代表は死亡した。

　事件後、彼の素性が明らかになるにつれ、すべての黒幕は彼であった可能性が出てきた。

　アリス・アマリリスを狂わせたのは彼ではないか、という疑惑がある。アリスの命令に従うよう振る舞い、その実、アリスにはそう命じるよう仕向けていた。彼の目的は何だったのか。余罪を含めて調査中である。

　そして、ノエルは機関に残った。

　まだ、ノエルは《咒カーズ》が解除されていない状態にあったためだ。無理をして身体からだを酷使したために、かなり悪化していたようだ。精神的にも追い詰められ、肉体ともども安静を必要としていた。

　今は《専任治療班ピクタススイフト》である甘夏あまなつの保護下にある。螢火鉄葉が協力的であれば解除方法も明らかになるだろうし、甘夏らも解除方法を探っている。

　お別れの言葉はなかった。

　ノエルはすぐに意識を失ってしまったし、そもそも、また会えるはずだ。別れの言葉は必要ない。そう思った。

　あの日々は、何だか遠い過去の出来事のようだ。



　繁華街の裏道を三区画ほど入ったところに、六階建ての共同ビル、柳葉魚ししやもビルが身を隠すようにひっそりとたたずんでいる。

「あ、しまった……」

　しばらく来ていないうちに郵便物が溜たまっていた。優馬ゆうまはそれを両手で抱える。ほとんどはチラシの類たぐいだったが、何やら請求書や督とく促そく状じようの文字も見える。やれやれ、だ。

　一階でエレベーターの「△」ボタンを押すと、ぶおぉぉんと不安を誘う音がしてエレベーターの箱が下りてくる。箱が到着すると、チンッとポンコツのトースターみたいな音が鳴り、「えー、炬こ燵たつから出たらさみーよー、新聞くらいあとでいーじゃんかよー、めんどいなー」、そんな感じで難儀そうに扉が開く。

　ワンフロアに一店舗の仕組みになっている柳葉魚ビルの五階、そこに幸福商会の事務所があった。

　鬼束おにづか響士朗きようしろうが長らく不在のため、新しい責任者が赴任することになった。

　優馬は事務所の掃除をするために来たのだった。

　鬼束響士朗は掃除というものをしたことがない。というか、ひょっとすると「掃除」という概念を知らないのかもしれない。書類は整理されておらず、埃ほこりも厚く積もっていた。

　こんな状態で新任者を迎えるわけにはいかないだろう。新任者がどんな人なのか、優馬はまだ聞かされていない。数日中に連絡があるらしい。

「これは一日がかりになりそうだ……」

　抱えていた郵便物をデスクに下ろした優馬は、暗あん澹たんたる気持ちで呟つぶやいた。

　資源回収に出す雑誌を縛り、可燃と不燃を分別し、何色とも判断のつかないコンビニ弁当の容器を捨てる。

「何でビールの缶とかあるんだよ、職場で飲むなよ！」

　文句を言うのも一人、聞くのも一人。むなしい。

　そして盛大なくしゃみ。光の中で目を凝らすと凄すさまじい量の埃が舞っている。窓を開け、シャツで鼻と口を押さえる。書類の分類は後回しにするとして、とにかくゴミは捨てておきたい。よく真夏を耐えたものだ。腐敗臭とかしていてもおかしくない。

　そうこうしているうちに日は暮れていった。

　日が短くなったのも季節の変わり目を感じさせる。

　しかし、まだまだ作業は終わりそうになかった。ガサゴソとデスクを整理する。重要書類、スーパーのチラシ、カタログ、雑誌の切り抜き、重要書類、ＣＤの歌詞カード、番組表、重要書類、映画のパンフレット、週刊誌、新聞紙、重要書類……。

「何で、重要書類とどうでもいいもんが交ざってるんだ！」

　思わず、デスクを殴りつけてしまう。すると、元々アンバランスに積んでいたデスクの上の物が雪崩なだれを起こした。郵便物も派手に床に散らばる。請求書も督とく促そく状じようも見たくないのに……。

　と、思っていると、一通の封筒に気づいた。よく見ると、それには何も書かれていなかった。宛あて先さきもなければ、差出人の名前もない。ということは、誰だれかが直接郵便受けに入れたことになる。手にすると、わずかな重みを感じた。封を破る。中には、一枚のコインが入っていた。手紙も何もない。コインだけだ。トカゲの模様が入ったコイン。

「あ」

　そのコインには見覚えがあった。優馬ゆうまはそれを裏返しにする。そちらにも姿は違うがトカゲの模様があった。表か裏かはっきりしないコインだった。

「あの人は、どこで何してんだか。立ち寄ったんなら、声くらいかけてけよな」

　このコインをいつ投とう函かんしたのかははっきりしない。ただ、あの事件のあとであることは確かだ。請求書と督促状に挟まれていたのだから、その日付から分かる。もちろん、誰かに頼んだのかもしれないけれど、あの人が面倒な小細工をするとも思えない。

　これを投函した意味はよく分からない。何かのメッセージなのだろうか。

　優馬はコインを上に放ほうった。左手の甲に乗せて、右手で隠す。

　表か、裏か――。

　そのとき。

「動くな」

　優馬の背後から鋭い声がした。

　後頭部に何かが押しつけられる。身体からだが一気に緊張した。

　誰かが侵入した気配など微み塵じんも感じなかった。油断していた。

「手を上げろ」

　優馬はゆっくりと手を上げる。コインが床に落ちた。琴キンと音がして、くるくる回り、それからパタリと倒れる。表なのか裏なのか、さてどちらだ？

「ゆっくりと立て」

　指示通り、優馬は立ち上がる。

　そして――。

　素早く身を切り返す。

　左手にクロスを握りしめ、

「Blood is我が血の――」

　言いかけるが、カチャリと銃口が口の中に押し込まれ続けられなくなる。

「はふほ」

「間の抜けた顔だな、優馬」

　拳けん銃じゆうの持ち主はそう言った。

「ふが？」

　優馬ゆうまの目の前で大口径を構えている彼女。

　白く透き通るような肌。宝石のような美しい青い瞳ひとみ。さくらんぼ色の小さな唇。

　以前よりももっと伸びた髪。そこに金色の飾りが見える。

「久しぶりだな、優馬」

　大口径を引いて彼女は言った。

「ノエルッ!!」

　優馬は思わず大声で彼女の名前を呼ぶ。

　ノエルはうるさそうに耳を手で押さえた。

「でかい声を出すな」

　言われても、優馬はあまりに唐突なこの状況に喜びを隠しきれない。

「ノエル」

　名前を呼んで、彼女の身体からだを抱きしめる。

「ひぅ」

「ノエル……ノエルなんだな？」

「バカ者、放せ」

「よかった、よかった……」

　何だか涙が込み上げてきた。声が震えてくる。手の中にノエルがいる。彼女の体温が伝わってくる。それが嬉うれしかった。

「分かった、きさまが喜んでくれたのは感謝する。だが、放せ！」

「ノエル、ノエル！」

　この喜びをどう伝えればいいのか分からず優馬は名前を連呼しながら彼女を抱きしめた。

「はー　なー　せー　と、言っておろうが！」

「ぐべっ」

　強烈な左ストレートが優馬の顔にめり込んだ。

「冷静になったか？」

「……イエス・アイ・ドゥー」

　閑話休題。

「ノエル、でも、何で？　どうしたんだ？　身体はもういいのか？」

「甘夏あまなつらのおかげだな、完全に回復した」

　ノエルの説明によると、中央塔セントラル・タワーで回収された《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の残ざん骸がいから《永遠に美しくフオーエバー・ラブ》の解析が進み、ノエルの《咒カーズ》は解除されるに至ったということらしい。

　ただ、その説明を聞いている間、優馬はほんの少しだけ胸が痛んだ。あの人型魔法具には果たして心はあったのだろうか？

　イーサンは遺体を基礎に作られたため、自我を持っていると自身のことを語った。では、《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》はどうだったのだろう？

　これは単に人の形をしているから感じてしまうのだろうか……分からない。

「でも、よかった。本当によかったよ」

　優馬ゆうまがそう繰り返すと、ノエルは「ふん」と小さく鼻を鳴らした。

「わたしは、おまえに伝達事項があって来たのだ」

「伝達事項？」

「伝達事項は二つある。まず、アキト元代表の件だ」

「……彼は亡くなったんだろ？」

　それも優馬のせいで。

「中央塔セントラル・タワーの地下から発見されたミイラの身元が判明した。すべてマスター・リザードのものだった。そして、その中に、アキト元代表もいた」

「それってどういうことだ？　アキトの遺体が地下から発見されたんなら、あの男は？」

「我々の前に現れたあの男は本物のアキトではない。ヤツが何者なのか、その目的も含め、調査は難航している。このまま迷宮入りかもしれん」

　優馬は額を押さえた。何かイヤな予感がする。また何かはじまろうとしているのか。

　それとも、まだ何も終わっていないのか。

「それで、最後の一つは？」

　そう促すと、ノエルはこほんと咳せきをした。それから自分の長い髪を撫なでて整えた。

「？」

「響士朗きようしろうが姿をくらましてから二カ月が経過した」

　優馬はコインを拾い上げる。ノエルに話そうかと思ったが、何となく自分だけの秘密にしておこうかな、と思った。

「この二カ月間、この幸福商会は実質的に責任者がいない状態だった。おまえは見習いだしな。そこで新しい責任者が派遣されることになった」

「そこまでは聞いてるよ。新任の人のために掃除してたんだ」

「よい心がけだ」

　そりゃお褒ほめに与あずかり光栄ですな。

　ノエルは「ん、ん、こほん」と咳を繰り返し、腕を組んだ。

「え？」

　さっぱり分からない仕草だった。

「だから、つまり、察しろ！」

「何を？」

「だーかーらっ、わたしが新任の責任者だ！」

　ノエルは腕を組んだまま、小さな胸を張った。

　ＮＯＷ　ＬＯＡＤＩＮＧ……。

「…………え？」

「だから、わたしがこの幸福商会の新責任者に任命されたのだ！」

　ノエルはバッシン、バッシンと足を踏み鳴らした。

「まぁ、《龍騎士ナイトアノール》の資格をはく奪された身、降格処分といったところか」

「じゃ、じゃあ、ノエルはまた……」

「そうだ、不本意ながら、またおまえと《片手袋メイト》となる……こ、光栄に思え！」

「これからも一緒なのか？」

「そうだ。ふん、まぁ、響士朗きようしろうはどうだったか知らんがわたしはビシビシいくからな。きさまは所しよ詮せん、見習い。見習いらしく――」

　言いかけるノエルを遮るように優馬ゆうまはノエルに向かっていき、

　今度は右ストレートを喰くらう。

「一々、抱きつくなセクハラ野郎」

「ずびばぜん」

　感極まってしまって。

「さて、では行くか」と、ノエルは言った。

「……どこに？」

「決まっておろうが、わたしの歓迎会だ」

　歓迎される側から言い出すな。

「きみ主導なの？」

「当然だ。わたしはここの責任者だぞ？　一番偉いんだぞ？　わたしが海の王者クジラだとしたら、おまえは波間を漂うクラゲだ」

　何それ。プランクトンて言われると思ったから、まぁ、いいか。いくないけど。

「さぁて、寿司がいいかな、焼き肉がいいかな」

「おいおいおいおい、それって」

「案ずるな」

　ノエルがポンと肩に手を置く。

「おまえの奢おごりだ。おまえの真心だ、心おきなく奢られてやる」

「意味が分からんんんんんッ!!」

「そうかそうか、そんなに嬉うれしいか」

　にひゃりとノエルは笑った。それからスキップしながら出口へ向かう。

「……悪夢だ。《片手袋メイト》どころかこれは完全に主従関係だ」

　対等な関係など月と地球の距離よりも遠い。

　優馬ゆうまの言葉を聞き取ったのか、ノエルはそこで振り返る。ふわりと長い髪が舞った。

「何を言っている。わたしとおまえの関係はただの《片手袋メイト》など足もとにも及ばないのだぞ？」

「じゃあ、何だっての？」

　ノエルはそこで優しく微笑ほほえんだ。

　そんなふうに彼女が微笑むのは、はじめてだったような気がする。

　ノエルは言った。

「わたしとおまえは――」
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　ども、二階堂にかいどう紘嗣ひろしです。

『D-breaker#3』をお手にとっていただき、まことにありがとうございます。

　今回は、ノエルの体調がおかしくなり、機関の医療部に向かうというお話です。ノエルの体調不良は螢火ほたるび鉄葉ぶりきによるものと判明。優馬ゆうまはノエルを助けるために螢火と接触しなくてはと考えます。それぞれの思惑が絡み合いつつ明らかになるみんなの秘密……。

　ちなみに、本作では個人視点では謎なぞとして残る事象が、複数の視点を重ねることで解ける仕組みになっていたりします。楽しんでいただけたら幸いです。

　それでは謝辞を。

　担当様、いつもありがとうございます。振るわれるムチが心地よくなってきました。

　フルーツパンチ先生、極上なイラストをありがとうございます。二巻で指摘されるまでドクロの指輪がノエルの顔にかぶっていることに気づきませんでした（笑）。

　関係者の皆様や、読者の皆様にも感謝いたします。いただいたお便りは宝物です。コミュニケーション・ツールが発達した今だからこそ手書きのお便りは嬉うれしいものです。

　ではでは。

二階堂紘嗣



    

  
    
      　著者

　二階堂紘嗣（にかいどう・ひろし）

　　第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞『佳作』受賞、『ナインの契約書』でデビュー。

　　映画とロックが好き。



　イラスト

　フルーツパンチ

　　１月14日生まれ、奈良県在住のイラストレーター。

　　代表作に『花守の竜の叙情詩』（富士見ファンタジア文庫）、『彼女は戦争妖精』（ファミ通文庫）など。

　　http://joto.yukihotaru.com/



    

  
    
      D-breaker ディーブレイカー♯３
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